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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査を行ってまいりました。この問、当センターの業務の遂行にあたりましては、皆様方のご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要があり、それに対応する

ために三種の刊行物を出しております。すなわち、発掘調査の速報と職員の論考等を『京都府埋

蔵文化財情報』によって、発掘調査成果の概要報告を『京都府遺跡調査概報』によって公表して

おります。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都府遺跡調査報告書』を刊行

しております。

本書は、『京都府遺跡調査概報』として、平成10・11年度に実施した発掘調査のうち、京都府

土木建築部 ・京都府教育委員会・京都府木津土木事務所の依頼を受けて行った池上遺跡第5次・

平安京跡二条大路・森垣外遺跡第3次に関する発掘調査概要を収めたものであります。本書が学

術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深める上で、何がしかのお役に

たてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、八木町教育委員会・京都市埋蔵文化財調査

センター ・（財）京都市埋蔵文化財研究所 ・精華町教育委員会などの各関係諸機関、ならびに調査

に参加、協力いただきました多くの方々に厚く 御礼申し上げます。

平成12年2月

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長樋口隆康
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凡例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

1.池上遺跡第5次 2.平安京跡二条大路

3.森垣外遺跡第3次

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

l. 池上遺跡第5次 船井郡八木町池上 平10.10.22～平11.3 . 31 京都府土木建築部 中川和哉

筒井崇史

野々口陽子

2. 平安京跡二条大 京都市中京区西ノ 平10.12. 11～平 11.3 . 12 京都府教育委員会 福島孝行
路 京式部町 1番地 引原茂治

3. 森垣外遺跡第3 相楽郡精華町大字 平10.6 .16～平11.3. 5 尽都府木津土木事務 小池 寛
次 南宿八妻小字森垣 所 松尾史子

外

3. 本書で使用している座標は、国土座標第6座標系による。

4. 本書の編集は、調査第 l課資料係が当った。

円
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池上遺跡第 5次発掘調査概報

1 .池上遺跡第 5次発掘調査概要

1 .はじめに

この調査は平成10年度主要地方道亀岡園部線関係遺跡埋蔵文化財発掘調査として、京都府土木

建築部の依頼を受けて当調査研究センターが実施した。池上遺跡は、平成9年度の八木町教育委

員会の試掘講益によって、弥生時代から中世の墓地 ・集落跡であることが確認されていた。その

ため今回の府道新設工事に伴う発掘調査においても、弥生時代から中世に至る多くの遺構・遺物

を検出することが事前に予測できた。

池上遺跡は、京都府船井郡八木町池上に所在する。遺跡は八木町と亀岡市を懐にいだく亀岡盆

地の北端に位置し、北側の盆地狭陸部が平坦な地形に変化する場所にある。また遺跡の東側には、

筏森山（295m）があり、この山塊は、亀岡盆地の北側の入り口を塞ぐように存在する。亀岡盆地

を流れる桂川は、筏森山をはさんで遺跡の西側を流れる。遺跡の東側には、天井川である宮山川

が流れる。遺跡の立地する場所は現在は水田として利用されているが、用水を隣町の園部町から

取水しなくてはならないくらい、近接する場所からの取水が困難な地形である。

第 l図 調査地位置図および周辺主要遺跡分布図(1/50,000) 

1.調査地 2.狐塚古墳群 3.寺内東古墳群 4.寺内古墳群 5.寺内西古墳群 6.八木嶋遺跡

7.八木田遺跡 8.糠塚古墳 9.刑部城跡 10.多国山古墳群 11.西国情跡 12.住吉神社裏山古墳群
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京都府遺跡調査概報 第91冊

桂川の対岸には、古墳時代の豪族居館とさ

れた八木嶋蓮動がある。この遺跡からは、府

を持つ掘立柱建物跡が多く発見されている。

関連が注目できる。また、古墳も遺跡内にあ

ったことが知られており 、周辺の山塊にも群

集墳が散在するが時期等の詳細は不明である。

筏森山の東麓に池上院という天台宗の寺院

たという伝承があり、地名にも塔や他の施設

が存在していたことがうかがえる。池上院は

平安時代初期の千手観音像をもち、寺歴の古

さを示すものと考えられる。池上院は、承安

4 (1174）年に模写された吉富荘絵図にも描か

れている。この絵図には池上院の東側に、池

7つのトレン

チに分割した。調査区は北を第 lトレンチとし、）II買に番号を付けた。第 l～4トレンチまでが用

水の東側、他を西側に設定した。

また、狭小な調査地であるため、遺構が調査区外に延びることも少なくなかったが、八木町教

育委員会のご協力で、同時期に隣接して調査が行われた池上遺跡4次調査の成果を参考に可能な

ものは規模を復原した。

現地調査は、中川和哉・野々口陽子・筒井崇史が行い、調査期間は平成10年10月22日～平成11

年3月5日で、若誌。調査面積は約2,000ばである。本文の執筆は、遺構の第 l・2・3・7トレ

ンチを中川が、第3・4・7トレンチを野々口が、第5・6・7トレンチは筒井が担当した。遺

物については、第5・6トレンチの遺物を筒井が他を中川が担当した。編集は中川が行った。

1 .基本層 序 と｜日地形

遺構の多くは黄褐色粘土層の上面で検出できたが、その上層の暗褐色粘砂質土（黒ボク）から士

器がまとまって出土することや、第 7トレンチの SB608等は断面で黒ボク層中から切り込まれ

ていることが確認できたことから、いくつかの時期の遺構は黒ボク層中で、検出可能と考えられ

るが、実際の検出作業においては、黒ボクから黄褐色粘砂質士への漸移層中からしか遺構を確認

することは困難であった。

第3図の土層模式柱状図で解るように、第 1トレンチから第7トレンチに地表面が北から南に
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第2トレンチ

第3トレンチ

第4卜レンチ

断面13

断面14

断面15

断面18

断面19

断面Al

断面1

断面2

断面3
断面4

断面5

断面6

断面7

断面8

断面9
断面10

断面11

断面12

第5卜レンチ

第6トレンチ

第7トレンチ
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第 1卜レンチ 第 2卜レンチ

L=113.5m 
断面 1 断面2 断面3 断面4 断面5

2 

1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土

2黄褐色粘砂質土 2黄褐色粘砂質土 2黄褐色粘砂質土 2糞褐色粕砂質土 2暗褐色胞質土

（上面褐色土混） （マンガン含む）

3黄褐色粘砂質土

第 3卜レンチ 第4トレンチ
L=113.5m 

断面6 断面7. 断面8 断面9 断面10

耳石司＼由
1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土

2淡灰褐色砂質土 2淡灰掲色砂質土 2淡灰褐色砂質土 2淡灰褐色砂質土 2暗褐色粘砂質土

3暗褐色砂質土 3暗褐餅嗣J質土 3暗褐色粘砂質土 3暗得制脚質土 3褐色粘初質土

4暗褐色車嗣演土 4褐創嗣J質土 4濃褐色粘砂質土 4褐色粘砂質土 4暗黄縄色粘f.l質土

5褐色粕砂質土 5糞褐色粘砂質土 5暗貧掲色粘的質土 5黄褐色粘砂質土

6黄褐色粘砂質土 6黄褐色粕砂質土

L=113.5m 
第5卜レンチ

断面11 断面12 断面13 断面14 断面15

L=113.0m 

1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土

2暗褐色粘初質土 2淡茶褐色砂質土 2淡茶褐色E品質土 2暗黄褐色粘砂質土 2淡茶褐色砂質土

3暗賞褐色粘砂質土3暗褐色若手質土 3褐色粘砂質土 3黄縄色粘硲質土 3陪賞褐色粘砂質土

4黄褐色粘砂質土 4 ；農褐色粘砂質土 4黄褐色粘お質土 4黄褐色粘砂質土

5桔黄褐色粘砂質土

6黄褐色粘砂質土

L=l巴旦第6トレンチ 第7卜レンチ

断面17 断面18 断面19 断面20

与件
1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土 1耕作土

2黄褐色粘的貿土 2褐色粘砂質土 2耕作土 2耕作土 2耕作土

第3図

3 暗褐創占~＿！）質土 3陪褐色粘砂質土 3暗褐色粘砂質土 3暗褐色粘砂質土

4黄褐創制J質土 4淡茶黄色粘砂質土 4淡褐色粘砂質土 4黄褐色粘砂質土

5黄褐色粘砂質土 5黄褐色粘的質土

。 2m 

池上遺跡各トレンチ土層模式柱状図

下がっていく 。この現地表面に見られる傾向は、遺跡の旧地表面を形作ったと考えられる黄褐色

粘砂質土の検出面の高さに見られる特徴と同じであるが、現地表面である水田面が比較的平坦で

あるのに比べ、旧来は凹凸があったことがうかがえる。また、第 Iトレンチでは耕作土直下で黄

褐色粘砂質土になる。第lトレンチ北側の深掘部の観察から、下層には蝶層があることが分かつ

-3 
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X＝ー101,5印

SK.523 ζここコ。。

。。 。
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X＝ー101,570
。。。。

X＝ー101，日0

。
第4図 第 lトレンチ遺構平面図

ている。第 lトレンチ北では、比較的浅く礁層が検出でき

ることから、現在の水田面を造成するにあたって大きく旧

地表面が削平されていると考えられる。これを傍証するよ

うに、第 lトレンチの柱穴は他のトレンチのものに比べて

きわめて浅い傾向が認められる。

2.調査の概要

(1) 1卜レンチ（第4図）

調査区内では、東西方向の正方位にのった暗渠排水と、

南北方向に角度をも って掘られた、暗渠排水が認められる。

切り合い関係から、東西方向のものが先行する。東西方向

のものは、断面が方形で竹が底部に残存しているものも認

められた。検出面では、礁が多く含まれていた。

①中世

掘立柱建物跡S8601 （第5図） 北で 50西に振れる円形

掘形を持つ総柱建物である。柱間距離は東西が2.lm ・南

北が2.1・2.4・2.7mを測る。出土遺物がなく 、帰属時期

を明らかにすることはできないが、建物の特徴から中世の

ものと考えられる。

②古墳時代

土坑SK22 東西に長い隅丸長方形を呈する土坑であ

る。東西約l.6m・南北約l.3m、検出面からの深さは約

O. lmを測る。砕片の土器から古墳時代後期と考えられる。

③弥生時代

溝S001 （第5図） 南西から北東に底部が傾斜する断面

が方形に掘られた溝である。調査区内で41m分検出した。

南西端では、弥生土器が集中して出土した。

溝SD 17 北西方向から南東方向の方位を持つ溝で、検

出面からの深さは約 5cmと浅く 、途中で途切れる部分もあ

る。SDOlとの切 り合い関係は、 SDl7が非常に浅くはっ

きりしなかったが、出土遺物から弥生時代に属すと考えら

れる。

10m 土坑SK 02（第5図） 平面形が円形で、土坑は垂直に立

ち上がる。井戸状の構造を持つが、湧水は認められなかっ

た。直径約1.1 m、検出面からの深さは約0.6mを測る。

-4-
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SB114平・断面図

1黒褐色粘砂質土（黄褐色土フロック含む）

2黒褐色粘砂質土

3黄褐色粘砂質土（黒褐色土ブロック含む）

4淡褐色砂質土

5暗褐色粘初質土
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SB601平・断面図

L=113.4m 
0 4m 

『L J

l=ill.4m SDOl断面 1 SD02断面 3 SD02断面5

a a b b c c 

百 国一 w 
1黒褐色粘砂質土 1黒褐色粘砂質土 5茶褐色粘砂質土 1暗茶褐制崩質土

2暗褐猷占砂質土 2暗褐色粘砂質土 6黄褐色粘砂質土 2暗茶褐色粘砂質土

3暗褐色粘砂質土 3暗褐色粘砂質土 （黄褐色土混）

（黄褐色土混） （黄褐色土混） 3暗褐酎占質土

4暗褐割占質土 4 3に比べ黄褐色土少なし、 4暗茶褐色粕砂質土

（黄褐色土混） （暗褐色土，昆） （黄褐色土混）
L=113.4m L=113.4m 、

f f g 

、ミまグ

lg 
SD02断面9

百
1暗褐色粘砂質土
（黄褐色土混）

2黒褐色粘砂質土
3黒褐酎占質土
4暗茶褐色粘砂質土

（黄褐色土居）

1暗褐餅捌7質土

2暗褐色粘砂質土
（黄褐色土混）

3暗褐色粘質土

1淡褐色硲質土（黒褐色土混）

2黒縄色粘砂質土

3暗褐割占砂糞土

4暗茶褐色粘砂質土

5暗黄褐色粕質土（黄掲色土混）
SD11断面（南から）

1黒褐色粘砂質土 3黄褐色磯澗手質土

2暗褐色粘砂質土 4暗茶褐色粘砂質土

SK02断面（南から）

。 2m 

第5図 第 lトレンチ個別遺構平・断面図

土坑SK24 第 1トレ ンチ南部で検出した長楕円形の弥生時代中期の土坑である。長径約 l

m・ 短径約0.5m、検出面からの深さは約0.15mを測る。

土坑SK523 平面形が円形を呈する弥生時代中期の土坑である。直径約0.5m、検出面からの

深さは約 6cmを測る。

5 
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柱穴 p524 第 lトレンチ南部で検出した長楕円形の弥生時代中期の柱穴である。建物として、

柱穴はまとまらない。

④時期不明遺構

掘立柱建物跡SB 114 （第 5図） 南北2問、東西 l聞の北で14。西に振れる方形掘形を持つ掘立

柱建物である。柱聞は東西約3.6m・南北1.Smを測る。柱穴の残りが非常に悪く、西側柱列の中

央の柱穴は、沈み込んだ柱跡のみが残り、円形に検出されたと想定できる。また中央にも柱穴が

あり、変形の総柱建物となる。弥生時代の遺構埋土が黒色に近いのに比べ色が淡いことから、そ

れ以降の時期に属すと考えられる。

SK03 

SD197 

。
10m 

土坑SK 11 （第 5図） 円形で皿状の土坑である。直径約2.3m、

検出面からの深さは約0.4mを測る。

柵SA609 東西方向にl.7～l. Smの等距離の円形柱穴を持つ

柵跡である。埋土は、 SB 114のものに比べ締まりがなく、淡褐

色を呈する。中世以降のものと考えられる。

(2）第2卜レンチ（第6図）

第lトレンチ同様、近代の暗渠排水が認められる。同じく東

SB115 西方向のものが先行する。遺構検出面は、耕作土直下である。

①奈良・平安時代

掘立柱建物跡SB 115 （第 7図） 北で28。西に振れる方形掘形

を持つ、東西3問、南北5間以上の総柱建物である。柱聞は約

l. 6m等間と考えられる。平安時代の井戸SE271によって柱穴

が切られる。出土遺物は弥生時代の土器砕片が多いが、 l点飛

鳥時代以降の須恵器杯口縁部が出土している。

井戸SE 270（第 7図） 平面形が円形を呈する素掘りの井戸で

ある。井戸底部は保水層である喋層面に達している。井戸の埋

土の中位には板状の礁が含まれる部分があった。遺物は礁の前

後と底部で多く出土したが、礁の出土層準から底部までは、特

に土器出土数の変化は認められなかった。直径約0.7m、検出面

からの深さは約l.3mを測る。

土坑SK 271 楕円形の平面形を呈する平安時代の土坑であ

る。士坑内から多くの完形の土器が出土している。長径約0.4

m.短径約0.35m、検出面からの深さは約0.15mを測る。

柱穴 p46・47・50・358・359・360 S E270周辺の柱穴群で、

平安時代の遺構は井戸周辺に限定できる。

②古墳時代

第6図 第2トレンチ遺構平面図
掘立柱建物跡S8602（第 7図） 北で22＇西に振れる円形掘形

6 
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を持つ東西3間以上南北3聞の掘立柱建物である。柱聞は東西方向柱列の西側が約1.Sm、他は

l. 5mで、ある。出土遺物はすべて土師質の土器の砕片である。

竪穴式住居跡SH10（第 7図） 平面形が方形の 7世紀の竪穴式住居跡で、張り床部のみ検出し

た。西辺は調査区外になるが、竃の位置から壁近くまで掘削できたことが分かる。東西約4.5

m ・南北約4.5mを測る。

竪穴式住居跡SH 172 平面形が方形と考えられる古墳時代後期の竪穴式住居跡である。検出

面からの深さは約0.18mを測る。

③弥生時代

SH122 

SB116 

SB129 

SK241 

X＝ー101,670 

X= 101, 680 

。 10m 

土坑SK03 遺構の東端が、近世以降の暗渠排水によって壊さ

れた方形の平面形を持つと考えられる弥生時代中期の土坑である。

幅約2.5m、検出面からの深さは約0.1 mを測る。遺構内からは弥

生土器片のほか、太形蛤刃石斧 ・玉砥石が出土している。遺構内

は多くの他の時期の遺構によって切り合い関係を持つが、多くは

土坑埋土を除去後に検出した。

土坑SK 32（第 7図） 不定形の弥生時代中期の土坑で、検出面

からの深さは約0.3mを測る。

土坑SK 153 隅丸方形の平面形を持つ弥生時代中期の土坑で、

一辺約 lm、検出面からの深さは約0.2mを測る。

土坑SK 157 不定形の弥生時代中期の土坑で、検出面からの深

さは約30cmを測る。

土坑SK 170（第 7図） 楕円形の平面形を持つ弥生時代中期の土

坑で、長径約0.8m・短径約0.6m、検出面からの深さは約0.45m

を測る。土坑内からは大型の査146の口縁部が出土している。

④時期不明遺構

溝S064 調査区外に東に延びる、「コ」の字状の溝である。出

土遺物は少ないが、弥生時代中期の土器が含まれる。検出面から

の深さは約O.lmを測る。

溝SD 197 調査区外に西に延びる、「コ」の字状の溝である。

検出面からの深さは約O.lmを測る。SD64と同じ性格を持つと考

えられるが、古墳時代の遺物を含む。柱穴に多く切られていたた

め混入した可能性も考えられる。

(3) 3卜レンチ（第8図）

①古墳時代

掘立柱建物跡SB 116 （第9図） 北で主軸を西に11。振る 2間×
第8図 第3トレンチ遺構

平面図 2聞の総柱の掘立柱建物である。方形の平面形を持つ柱掘形は、

8 
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3度の切り合い関係を持ち、同位置で3回の建て替えが行われたと考えられる。SH278との切

り合い関係から古墳時代以降と考えられる。南北方向の柱間距離は約1.8m、東西方向の柱間距

離は約1.8mを測り、南北方向の方が長い。

掘立柱建物跡SB 117 （第9図） 2間×4聞の総柱の母屋を持ち、妻中央の柱の外の両側に棟

持ち柱と考えられる柱穴がlか所づっ認められる。北で主軸を西に19。振る。柱穴は円形に近い

隅丸方形を呈しているが、棟持ち柱は方形に近い。 南北方向の柱間距離は約1.6m、東西方向の

柱間距離は約2.5mを測り、東西方向の方が長い。妻と棟持柱の聞は lmを測る。

掘立柱建物跡SB 129 南北3問、東西2間以上の円形堀形を持つ掘立柱建物である。北で主

軸を西にど振る。南北方向の柱間距離は約1.6m、東西方向の柱間距離は約2.4mを測り、東西

方向の柱聞が長い。棟持ち柱は妻から1.1 m離れる。柱穴内からの遺物は少ないが、弥生土器片

が含まれる。竪穴式住居跡との関係から古墳時代に位置付けた。

掘立柱建物跡S8551 （第 9図） 北で主軸を西に10。振る 2間× 2聞の総柱の掘立柱建物であ

る。南北方向の柱間距離は約1.8m、東西方向の柱間距離は約1.7mを測り、南北方向の方が長

し、。

竪穴式住居跡SH90（第10図） トレンチ南端で検出した住居跡である。平面形は、方形で、長

辺約4.7m ・短辺約4.2m・深さ約0.25mを測る。床面から多数の柱穴を検出した。主柱穴につい

ては、方形に配されていると推定され、深さ約0.4～0.6mの柱穴を 3か所で検出した。南東の主

柱穴については、調査区外になるとみられる。住居床面の各コーナーでは、方形および不整形の

土坑を検出した。また、北辺から南辺の周壁沿いでは、部分的に周壁溝を確認した。住居床面中

央では、よくしまった暗黄褐色粘質土の土層を検出した。

北辺の周壁中央には、竃が位置する。竃の遺存状況はきわめて良好で、規模は、長さ約0.8

m・ 幅約1.1 mを測る。竃外壁は、黄灰褐色粘土で固められ、中央部から土師器小形査を反転さ

せた支脚を検出したO 竃断面の観察によ って、被熱した竃内壁および内壁天井部が残存し、一部

の崩落は認められるものの、当初の形状をよく維持していることを確認した。内壁天井部は、土

圧により本来の位置からやや下がっているが、基底部から天井部までの高さは約0.15mを測る。

竃内では繊細な赤褐色斑粒を多く含む土色変化がみられた。また、支脚の下層から、支脚を設置

した際に土台にしたとみられる赤褐色の粘土塊を検出した。この粘土塊は、支脚の位置をより高

くし、熱効率をより高めるために設置されたものであろう。支脚の直上からは、土師器聾の底部

が出土した。竃の焚き口は、「ハjの字状に聞き、焚き口の内寄りには、左右に石材が取りつけ

られている。これらは、やや内傾気味に埋置されていることから、放熱を防ぐ機能を有していた

と考えられる。竃本体から住居の外側にかけて、断ち割り調査を行ったが、煙道等の付属施設は

確認されておらず、すでに削平されたものとみられる。

出土遺物は、住居跡中央部で、土師器聾が出土し、南辺の周壁西寄りの位置で、砥石が出土し

た。また、北東主柱穴の南側で検出した小柱穴からは、口縁部を打ち欠いた躍が出土した。

竪穴式住居跡SH274 トレンチ中央部で検出した住居跡で、平面形は方形で、 長辺約4.6m・ 

-9-
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短辺約4.5m、検出面からの深さ約 5cmを測る。竃の痕跡が東辺中央部に認められた。床面では

多くの土坑が検出できた。SKl45は南壁にそって掘られていることから、同時期のものと考え

られる。内部からは古墳時代後期の土器が出土しており、竃出土の土器と年代は祖師しない。柱

穴P364は主柱穴にあたる位置にあるが、 2つの柱穴が重なり合っており、 SBl29の柱穴である

可能性もある。

竪穴式住居跡SH278（第10図） トレンチ中央部で検出した住居跡で、平面形は方形を呈し、

長辺約3.8m・短辺約3.4mを測る。主柱穴とみられるやや深い柱穴を、 3か所で検出した。竃は

北辺中央の周壁に取り付くが、遺存状況は悪く、被熱した暗黄褐色粘土塊と、 一部の焼土を確認

したに過ぎない。住居床面の北東隅で、長さ約0.5mの不整形の土坑を検出した。

竪穴式住居跡SH279（第10図） S H278の南側で検出した方形住居跡で、床面の一部を、 SH 

278により削平されている。床面の西側は、調査区外であり、規模は不明で、ある。竃は、東辺の

周壁中央に付設される。竃の焚き口北側では、須恵器杯身が出土しており、 6世紀後半頃の住居

と推定される。

②弥生時代

竪穴式住居跡SH 118（第10図） 平面形が円形を呈する竪穴式住居跡である。東部は第 4次調

査区に含まれる。主柱穴の検出につとめたが明確なものは検出できなかった。床面には白色の粘

土が散在し、長楕円形を呈する。土器焼成用の粘土と想定できる。住居の壁面から 2点の砂岩製

の砥石が出土している。出土土器から弥生時代中期に属すると考えられる。直径約 4m、検出面

からの深さ約O.lmを測る。

竪穴式住居跡SH446（第10図） 平面形が円形を呈する竪穴式住居跡である。住居跡内からは

S K365が検出できた。土坑底部からはSHl18と同様の白色粘土が検出できた。出土土器から弥

生時代中期に属すると考えられる。直径約4.5m、検出面からの深さ約O.lmを測る。

土坑SK241 西端が調査区外であるが、平面形が長方形を呈する土坑で、長辺2.5m以上、短

辺約1.3m検出面からの深さ約0.7mを測る。土坑底部東側には、壁面に沿って溝が巡る。

柱穴P242 S H243内部の土坑SK274の底部から検出した柱穴である。出土遺物から弥生時

代中期に属する。

③時期不明

土坑SK272 隅丸長方形を呈する土坑で、 7トレンチで検出した埋葬主体部と規模が似るが、

木棺痕跡や遺物は検出できなかった。長辺約 2m以上・短辺約0.9m、検出面からの深さ約O.lm 

を測る。

(4) 4卜レンチ（第11図）

トレンチの南に行くに従って、黒ボク層が厚くなる傾向が見られる。また、南端は鞍部になる

ことが周辺の調査で確認でき、漸移層の堆積も厚い。

①古墳時代

竪穴式住居跡SH 104（第12図） トレンチ北側で検出したもので、 SHl05の東側の床面を削平
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し、構築されている。一部、残存していた西側の床面は、一辺約4.5

mを測り、西側の周壁沿いと推定される位置に、黄褐色粘土を固めた

竃が構築されている。竃は、中央部に土師器小形査を反転して設置し

て、支脚としたもので、その直上で、土師器蓋の底部が出土した。

竪穴式住居跡SH 105 （第12図） SH 104と切り合い、東側を SH 

104下層で検出した住居跡である。平面形は方形で、一辺約5.0m・深

さ約O.lmを測る。主柱穴とみられる深さ約0.3m前後の柱穴は、貼床

上面では3か所で検出し、貼床下層では、柱穴は、小柱穴を含めると

20か所以上で検出している。また、床面の南東隅と南西隅から、不整

形の土坑を検出した。また、同じく床面中央部から、直径約1.8m . X=-10斗 001

深さ約0.15mの円形の士坑を検出した。これらの土坑から、特に顕著

な遺物は出土していない。

竪穴式住居跡SH 107（第13図） S Hl19の建て替えと推定される住

居跡で、 一辺約4.9m・深さ約o.1 mを測る方形住居跡である。竃は、

北側周壁に沿って構築されており、竃中央部から土師器の土製支脚を

検出した。床面には、 一部に貼り床が遺存し、主柱穴は、 3か所で確

認した。北西の未掘部分を含めると、主柱穴はほぼ正方形に配されて

いると推定される。貼り床下層では、床面中央やや東寄りで、直径約

1. 3m ・深さ約0.3mのほぼ円形の土坑を検出し、竃の東側と、床面東

側でも、不整形の土坑を検出した。これらの土坑からは、いずれも遺

物は出土していない。周壁溝は、南周壁に沿って一部を確認した。

竪穴式住居跡SH 108（第12図） 第4トレンチ中央東側で検出した

方形の住居跡である。床面西側の一部を検出したもので、 一辺約6.3

m・ 深さ約0.2mを測る。床面では、約0.lmの厚さで、貼り床を確認

しており、 2か所で主柱穴とみられる柱穴を検出した。西側および南

側の周壁沿いで、幅約0.15m・深さ約0.2mの周壁溝を検出した。ま 。
た、貼り床下層では、中央部や周壁沿いで、不整形の土坑を検出した。 ~ 

第11図 第4トレンチ

貼り床上のやや北寄りの位置で、須恵器杯身等が出土しており、 6世 遺構平面図

紀後半～末頃の住居跡と推定される。
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竪穴式住居跡SH 119（第12図） トレンチ中央部で検出した住居跡で、床面南東隅は、SHl07 

に一部削平される。平面形は方形で、検出面での長さは、 一辺約4.5m・深さ約O.lmを測る。主

柱穴は、 3か所で検出した。床面中央部では、直径約1.5m ・深さ約0.2mのほぼ円形の土坑を検

出した。床面北西から、須恵器杯蓋等が出土しており、おおよそ 6世紀後半頃の住居跡と推定さ

れる。

竪穴式住居跡SH 120（第12図） トレンチ北側で、住居跡の西半分を検出した。平面形は方形
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第12図 第4トレンチ個別遺構平・断面図 （1)
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で、一辺約3.9m・深さ約0.2mを測る。主柱穴は、 2か所で検出しており、正方形に配置されて

いるものと推定される。幅約0.3mの周壁講を部分的に検出しており、床面で、厚さ約0.lmの貼

り床を確認した。また、住居中央部の貼り床下層で、約l.Om ×約0.7mの楕円形の士坑を検出し

た。土坑内から、特に遺物は出土しておらず、炭化物等も認められなかった。

(5) 5トレンチ（第14図）

調査トレンチが現行の用水路を挟んで西側に移動する。弥生時代の竪穴式住居跡 l基、古墳時

代の竪穴式住居跡6基のほか、掘立柱建物跡あるいは柵と思われる柱穴群や土坑 ・溝などが検出

された。

①古墳時代

竪穴式住居跡SH 390（第15図） 竪穴式住居跡SH396と重複する方形の竪穴式住居跡である。

S H396と同様、西壁を除く 三方の周壁を検出した。南北長5.6m・深さ0.1 mを測る。南壁の中

央に竃を有する。竃はすでに崩壊しており、焼土塊を検出したにとどまる。周壁溝は南壁の一部

で検出したにすぎない。出土遺物から古墳時代後期末頃の竪穴式住居跡と考えられる。

竪穴式住居跡SH 391 （第15図） 竪穴式住居跡SH390の南辺に接して検出された方形を呈する

竪穴式住居跡である。南東角が調査地外にあるものの、ほぼ全体の形状を明らかにする ことがで

きた。南北長4.7m ・東西長4.2m・深さ0.1mを測る。北壁の中央に馬蹄形を呈する竃を有する。

周壁溝は東壁と北西角付近で検出した。床面上で柱穴を10基ほど検出したが、主柱穴と思われる

ものは 3基で、直径0.2～0.3mを測る。

出土遺物は、竃の東側で須恵器杯蓋 ・杯身・ 聾（口縁部）などがまとまって出土した。査は口縁

「
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第14図第5トレンチ

遺構平面図

部を正位にした状態で出土しており、何らかの置き台として利用さ

れていたのかもしれない。また、東壁付近で土師器皿（245）が完形に

近い状態で出土した。そのほかにも埋土中から須恵器杯、土師器

杯・輩、土錘などが出土した。出土した遺物から、飛鳥時代中頃と

考えられる。

竪穴式住居跡SH263（第15図） 第5トレンチの北端で検出した。

南北の周壁が平行することから、方形を呈する竪穴式住居跡と考え

られる。東西の両壁は調査地外に位置する。南北長5.8m・深さ0.2

mを測る。北壁に沿って周壁溝を検出したが、南壁では検出されな

かった。床面上で柱穴・土坑などを検出したが、主柱穴の可能性の

ある 2か所を除くと、 SH263に伴うものであるかどうか不明である。

出土遺物から、古墳時代後期前半～中頃と考えられる。

竪穴式住居跡SH 396（第15図） 第5トレンチの南半で検出された

方形を呈する竪穴式住居跡である。西壁を除く 三方の周壁を検出し

た。南北長5.2m・深さ0.15mを測る。周壁溝は北壁と東壁で検出し

たが、南壁については竪穴式住居跡SH390との重複関係にあるため

不明である。北東隅に長軸2.2m・短軸1.6mを測り、深さはわずか

数cmの非常に浅い土坑がある。柱穴は多数検出したが、主柱穴とし

て復原できるものはない。柱穴のうち何か所かは検出面から掘り込

まれており、明らかに住居跡に伴わないものもある。

出土遺物としては、須恵器片・土師器片などがあるものの、図示

できたのは土師器聾1点のみである。SH396は、後述する竪穴式住

居跡SH390に先行することから、古墳時代後期後半～末に位置づけ

られよう 。

竪穴式住居跡SH412（第15図） 竪穴式住居跡SH522と重複する方

形の竪穴式住居跡である。東壁が調査地外にあるが、北壁と南西隅

を検出した。南北長4.6m・深さ0.2mを測り、方形を呈する住居跡

SH391 である。北壁の中央に馬蹄形を呈する竃を有する。周壁溝は検出さ

れなかった。柱穴は10基検出したが、主柱穴の可能性のあるものは

2か所である。柱穴の中には SH522に伴う柱穴もあると思われる。
SH394 

出土遺物から古墳時代後期前半と考えられる。

竪穴式住居跡SH522（第15図） 第5トレンチの中央部で検出され

た方形を呈する竪穴式住居跡である。竪穴式住居跡SH412と重複し

ており、これに先行する。南隅と北隅を検出してお り、南北長4.8

m ・東西長4.8m・深さ0.2mを測る。北西壁から北角にかけて周壁
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第15図 第5トレンチ個別遺構平・断爾図 （1)
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第16図 第5トレンチ個別遺構平・断面図（2)

溝を検出した。南側では周壁溝は検出されなかった。

出土遺物には、 須恵器片 ・土師器片などがあるが、今回は図示していない。SH522は、 後述

する竪穴式住居跡SH412に先行することから、古墳時代後期初頭に位置づけられよう。

土坑SK 557 S H394住居跡の中央にある東西方向に主軸をもっ長楕円形を呈する土坑であ

る。土層断面の観察と、須恵器片が出土したことから、 SH394に伴うものではなく 、古墳時代

以降の遺構と判断された。

土坑SK408 第5トレンチのほぼ中央、竪穴式住居跡SH522の北に位置し、平面形が長方形

を呈する土坑である。全長約2.2m・幅約l.5m・深さ約0.lmを測る。出土遺物には土師器棄な

どがある。

②弥生時代

竪穴式住居跡SH 394（第16図） 第5トレンチの南端で検出された円形を呈する竪穴式住居跡

である。竪穴式住居跡SH391と重複する。東端は調査地外にのびるが、径5.8m・深さ0.1 mを

測る。床面上で周壁溝と柱穴を検出した。周壁溝は全周せず、南側には見られない。柱穴は、周

壁に沿って検出された。

(6）第6卜レンチ（第17図）

第6トレンチでは、古墳時代の竪穴式住居跡3基、掘立柱建物跡 1棟のほか、性格不明の落ち

込みなどが検出された。

①古墳時代
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i
 



掘立柱建物跡S8603（第18図） 性格不明の落ち込みSX510の完

掘後に、桁行5間（長さ8.Om）・梁間4問（長さ5.Sm）を測る掘立柱

建物跡 l棟を確認した。建物の主軸が北で15。西に振る。各柱穴は、

一辺0.4～0.6mを測る方形を呈する。深さは0.2～0.4mを測るが、

柱穴の底面はおおむね標高112.3mを測る。

出土遺物としては、各柱穴から須恵器・土師器小片が出土した。

出土した遺物から古墳時代後期末頃に位置づけられる。

竪穴式住居跡SH459・514 調査地の北半で検出したが、その一

部が検出されたにとどまり、全容は不明である。

出土遺物としては、須恵器片・土師器片があり、 SH514出土の

須恵器杯身を図示した。SH514は、出土した遺物から古墳時代後 SB603 

期後半に位置づけられる。SH459の時期は不明である。

竪穴式住居跡SH528 調査地の南半で検出された方形を呈する、

やや大型の竪穴式住居跡である。東壁の一部が、落ち込みSX510 

と重複するため、北東隅から東壁にかけては、やや不明瞭で、あるが

南北長 6mを測る。比較的残りのよい南西隅付近で深さ0.15mを測

池上遺跡第5次発掘調査概報
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る。同規模の住居跡が第 7トレンチでも検出されている （竪穴式住 第17図 第6トレンチ

居跡SH509）。 床面上では、柱穴を検出したが、主柱穴とは考えに 遺構平面図

くい。また、周壁溝は検出されなかった。

出土遺物としては、須恵器杯蓋・杯身・高杯 ・慮、土師器輩、弥生土器聾などがある。出土し

た遺物から古墳時代中期後半頃に位置づけられる。

溝S0559 第6トレンチの南端を南北方向に流れる溝である。検出長2.5m・幅0.3～0.8m・ 

深さ0.25mを測り、途中から著しく幅が大きくなる。溝の北端は竪穴式住居跡SH528と切り合

うため不明である。南端は調査区外にのびるが、第 7トレンチでは確認していない。

出土遺物としては須恵器杯蓋などがある。出土した土器から、古墳時代中期後半に位置づけら

れる。

落ち込み SX510 第6トレンチの中央から南半にかけて広がる落ち込みである。土層断面の

観察から、 一度に掘削されたのではなく、何回にもわたって掘り返されたような形跡をうかがう

ことカfできた。

出土遺物としては、須恵器杯蓋・杯身・高杯・器台、土師器聾などがある。出土した遺物から

古墳時代中期中頃～後半に位置づけられる。

S X510は、どのような目的で掘削されたかは不明で、あるが、調査地周辺では、瓦作りのため

の粘土採掘が近年まで行われていたので、古墳時代においても、土器作りなどを目的とした粘土

採掘が行われていたことを示すのかもしれない。第7トレンチの北半で検出した SX511につい

ても同様の粘土採掘に伴う落ち込みの可能性がある。
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山 E吋 I s X510の北辺で検出した

土墳である。全長2.6m ・ 

幅0.9m ・深さ0.15mを測

る。出土遺物がなく時期不

明であるが、形状から土壌
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第18図掘立柱建物跡SB603平・断面図

②時期不明遺構

土墳SK490 落ち込み

墓の可能性を考えたい。

土壌SK 491 落ち込み

S X510の南辺で検出した

長方形の土墳である。全長

l.6m・幅0.65m・ i菜さ

0.15mを測る。 SK490同

様、出土遺物がないため時

期不明であるが、形状から

土墳墓の可能性を考えた

し、。

(7)第 7トレンチ（第19

図）

第7トレンチでは、 弥生

時代中期の方形周溝墓3

基 ・主体部26基 ・溝 2条、

古墳時代の竪穴式住居跡4基、奈良・平安時代の掘立柱建物跡1棟などがある。

①奈良・平安時代

掘立柱建物跡S8463（第20図） トレンチ中央西端で部分的に検出した建物跡である。南北3

間・東西 l間以上で、柱穴の堀形は、一辺約0.6～0.9mの隅丸方形を呈する。建物の主軸は、北

で2。西に振る。柱聞は、東西約1.75～1. 9mを測る。南北は、北側と南側の 1聞がともにやや大

きく約1.3～1. 5mで、中央の l聞は約1.2mを測る。柱穴から遺物は出土しておらず、時期は不

明である。遺構検出は、黄褐色土と黒色土の漸移層中で行ったが、断面観察から遺構の切り込み

面は黒色土層中にあることが分かった。包含層中から近江産の緑柚陶器が出土していることから

平安時代後半の可能性を指摘しておきたい。

②古墳時代

竪穴式住居跡SH 416（第20図） トレンチ中央部で検出した方形の古墳時代後期の竪穴式住居

跡である。住居北辺の周壁には暗黄褐色粘土を固めた竃が取り付き、中央部から支柱石を検出し

た。床面には、部分的に貼り床が施される。東西約3.6m・南北約3.2m、検出面からの深さ約6

ハH
v

nノ
臼



cmを測る。

竪穴式住居跡SH 417 （第20図） トレンチ中央部で検出した一辺

約4.4m ・深さ約0.1 mのほぼ正方形の住居跡である。床面からは、

10か所以上の柱穴を検出したが、 深さ約0.3m前後の主柱穴とみら

れる柱穴は、 3か所で確認した。住居北辺の周壁には暗黄褐色粘土
I 0 

を固めた竃が取り付く 。南西辺と南東辺には周壁溝と考えられる溝 X=-IQ!_,290。

が掘られていた。床面には、部分的に貼り床が施される。また、北 ~ 

西辺の周壁沿いで、貼り床下層から、深さ約0.2～0.3mの不整形の 下

土坑を検出した。遺物は、床面から、須恵器片が出土している。

竪穴式住居跡SH509（第20図） 調査区南部および拡張区で西部

を検出した方形の竪穴式住居跡である。竃は西辺の南よりから検出

できた。その南側には遺構検出面に似た黄褐色の土が、床面に置か

れており、いわゆるベット状遺構に類似する。南北長約8.7m、検

出面からの深さ約0.2mを測る。

竪穴式住居跡SH607 拡張区の南部で隅部を検出した方形の竪

穴式住居跡である。調査区内では竃は検出できなかった。南北の長

さは8.2m以上と、 SH509と同規模以上の大型の住居跡である。現

行の水路の斜面によって切られるが、遺跡はより南に延びていくこ

とがわかる。南北約8.2m以上の規模を持ち、検出面からの深さは

約0.25mで、ある。

土坑SK 511・落ち込みSX510 第7トレンチの北側から農道の

下へ広がる落ち込みである。土層断面の観察から、一度に掘削され

たのではなく、何回にもわたって掘り返されたような形跡をうかが

うことができた。出土した遺物から古墳時代中期中頃～後半に位置

づけられる。

③弥生時代

方形周溝墓ST 610（第21図） 方形周溝墓ST610は、第 7トレン

チの南端で検出された方形周溝墓で、南北10.5m ・東西Smを測る。

S T610の東側周溝SD462・西側周溝SD389は、ともにコーナー

をlか所検出したにとどまるが、ST610を囲わずに外側に向かつ

てのびる。また、ST610の北側周溝SD496と南側周溝SD526は、

各々 SD462、およびSD389とつながっておらず、 ST610の四隅

を掘り残している。これに対して、 SD462・389は、コーナ一部分 。
を明らかに掘削しており、これらの溝に固まれた別の方形周溝墓が

存在すると予想される。したがって、ST610は、未確認の東西両側
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第21図 第 7トレンチ方形周溝墓周溝断面図

に位置する方形周溝墓の聞の空閑地を溝（S D496・526）で区画することによって築造されたと考

えられる。

西側周溝S0389 直上の黒ボク層から、弥生土器がまとまって出土しており土器溜り SXl06 

として取り上げた。本来の遺構の切り込み面が、黒ボク層の中にあることを示唆するものと考え

られるが、遺構検出はきわめて困難である。溝の底部からもまた土器がまとま って出土しており、
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間層を挟んで、出土レベルが異なっている。前述したように、 SD389が未検出の先行する周溝墓

の溝であることから、上層がST610に伴うもので、下層のものが先行する周溝墓のものである

可能性が指摘できる。

東側周溝S0462（第27図） S T610の周溝の中ではもっとも規模が大きく深い。図示したよう

に、完形の土器3点（352・353・356）がSK546とSK545との聞から出土した。3点は溝中心に

3つ並ぶように、埋土中位から出土している。

南側周溝S0526（第27図） 東部が狭く西部が広い溝で、中央部から土器が多く出土している。

S T610には、中心主体と考えられる主体部SK448をは じめ、墳丘上に 8基の主体部（ SK

449・450・451. 540・455・452・453・492）があるほか、溝中埋葬と考えられる主体部も2基（S

K544・546）ある。

370（第44図）は口縁部が頚部で分かれた状態の破片が、口縁部を下に溝の底に張り付いて出土

した。 368は溝の北側から落ち込んだように検出できた。溝中埋葬のあった可能性もあるが、検

出できなかった。

主体部SK 448 （第22図） S T610の中心主体と考えられ、墓墳の規模は全長2.6m・幅1.2～ 

l.4m・深さ0.8mを測り、 主軸はE7°Nである。墓境内には長側板と小口板を、いわゆる 「H」

形に組み合わせた木棺を納める。木棺の規模は全長2.0m ・幅0.6mを測る。棺材の痕跡は確認で

きなかった。

埋土は、地山に類似した淡黄褐色土で埋められており、当初は陥没痕を墓墳と認識したが、断

ち割り等の結果、陥没痕であることを確認したため、本来の墓墳を検出して調査を行った。墓墳

埋土は、陥没に伴って中心付近に向かうような堆積状況を示していた。木棺の裏込め土は、黒褐

色粘質土である。

主体部SK 449（第22図） S T610の最も南端に位置する。墓墳の規模は全長2.0m・幅0.7～ 

0.9m ・深さ0.4mを測り、主軸はEl。Nである。平面形はやや隅丸を呈する。墓墳内には、長

側板と小口板を組み合わせた木棺を納める。西側の長側板は小口板よりも突出しない。木棺の規

模は、全長1.Sm・幅0.4～0.6mを測る。小口板は、墓墳底に穿たれた据え付け穴に立てられて

いたと考えられる。今回の調査で検出された主体部のうち、同様の構造を呈する木棺はなかった。

棺材の痕跡は確認できなかった。西小口部北寄りで直径3mm・ 長さ 7mm程度のグリーンタフ製の

管玉が出土した。

主体部SK 450（第22図） 主体部SK449の北側に接する。墓墳の規模は全長2.lm ・幅0.8m・ 

深さ0.3mを測り、 主軸はEl。Wである。平面形はやや隅丸を呈する。木棺の痕跡は確認できな

かった。

主体部SK 451 （第22図） 主体部SK450と重複しており、 他の主体部に比べ、幅に対して長さ

が短めで、ある。墓標の規模は全長1.5m ・幅0.9m・深さ0.8mを測り、主軸はE2 °Nである。平

面形はやや隅丸を呈する。木棺は、長側板が小口板よりも突出しない、いわゆる箱形の木棺と考

えられる。木棺の規模は全長1.2m・幅0.6mを測る。棺材の痕跡は確認できなかった。
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第24図 第7トレンチ周溝墓ST610主体部平 ・断面図 （3)

主体部SK 540（第23図） S T610の北端、 SD496に平行して営まれた主体部である。墓墳の

規模は全長2.4m・幅0.8～l.Om ・深さ0.45mを測り 、主軸はE15° Nである。墓境内には主体部

S K448と同様、いわゆる「H」形の組み合わせ式木棺を納める。木棺の規模は全長2.2m ・幅

0.6mを測る。北側の長側板が長かったらしく 、墓墳の東辺を一部穿って納めている。棺材の痕

跡は確認できなかった。

主体部SK 455（第23図） 主体部SK540の南側に位置する。墓墳の規模は全長2.3m・幅1.0 

m・ 深さ0.3mを測り 、主軸はE8 ° Nである。木棺痕跡、は確認できなかった。

主体部SK 452（第23図） 主体部SK448の南東に位置する。墓墳の規模は全長l.9m・幅0.8

m・深さ0.5mを測り、 主軸はE14° Nである。墓境内に、いわゆる 「H」形の組み合わせ式木棺

を納める。木棺の規模は全長l.Sm・幅0.5～0.6mを測る。木棺痕跡は明瞭に検出することがで

き、幅6～ 8cmの棺材痕跡も確認できた。北側の長側板は墓墳壁に接する ように配置されている。

主体部SK 546（第23図） 周溝SD462に重複して営まれた墓壌である。主体部SK451と同じ

く、全長がやや短めである。墓墳規模は全長l.6m ・幅0.8～1.Om ・深さ0.9mを測り、主軸はE

13° Nである。平面形はやや隅丸を呈する。木棺痕跡、を確認していないが、 土層断面において裏

込め土などを確認している。

主体部SK 453（第24図） 主体部SK448の東側に位置する小規模な主体部である。墓墳の規模

は全長l.3m ・幅0.7m・深さO.lmを測り 、主軸はE17° Nである。木棺痕跡を確認していないが、

本来木棺を伴わない土坑墓であった可能性もある。

主体部SK492（第23図） 主体部SK540の西側に位置する主体部で、斐（あるいは査）を棺とし

て利用したものである。一辺0.8mないしl.Omを測り 、ほぼ正方形に近い形状を呈する。深さは

0.2mを測る。主軸はE14° Nである。墓墳のほぼ中央やや南よ りに、口縁部を下に向けて置かれ

ていた。上半部はすでに削平されていた。

円

i
円
ノ
臼



第91冊京都府遺跡調査概報

、、、

S K541 ¥j 
l.l 

－工二エニユニゾ
l~ I 

Y=41,961 

E 

"" 
~I 

』 11ム主n 一一」
'C-..+.一一一＿＿，てとァJ

1.暗褐色粘砂質土

Yミ－4~2

、、～

』 112.sm - !i 

立込!=::1

Y~－4！噌1

E
凶

刊

ニ

H
」L=112.5m 

E 

L=112.5m 

＼ 」A 2 J『宮高

十4~ 8＿ィ17) 

1.陪茶褐色粘質土 6暗茶灰褐色粘砂質土

2.黒褐色粕質土 （黄灰色土混） k竺：.！｝67,

3.黒褐色粕質土 7.暗黄灰色粘質土

（黄褐色土混） 8暗灰褐色粕質土

4.賞灰褐色粕砂質土9暗茶灰色粘砂質土

5.黒灰褐色粘質土 10.暗茶灰褐色粘砂質土

Y~－4~2 
6
 

Q
d
 

7

，
 

1
 

ハU
ι
ι
a

’E
E

’

1
 

一－
V
A
 

1黒褐色粘質土

2暗茶灰褐色粘質土

（黄灰褐色ブロック混）

1暗褐色粘砂質土

2.Sm I ~I 

E ア
1黒褐色粘質土 2黒灰褐色粘質土

2m 。

第 7トレンチ周溝墓ST611主体部平・断面図第25図

周溝SD496に重複する主体部である。墓墳の規模は全長1.6m ・幅主体部SK 544 （第23図）

0. 7～0.8m ・深さ0.3mを測り、主軸はE1 ° sである。木棺痕跡を確認していない。墓墳の南側

の壁に接して聾がl点出土した。供献されたものとみられる。

S D462の北側で検出した溝中埋葬主体部である。溝掘削中に発見したため棺主体部SK545 

構造は不明で、ある。長辺l.4m ・短辺0.7mの方形の掘形を持ち、主軸はN16°Wである。

主体部SK454墳丘東側で検出できた主体部で、墓墳の規模は、1.6m ・0.7m ・深さ0.1 mを測

nxu
 

q
4
 

り、主軸はE5 °Nである。
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方形周溝墓ST 611 （第21図） 墳丘規模南北約9.3m・東西6.8m・深さ約0.3～0.6mを測る。

S T611の南周溝SD496は、 ST610と溝を共有する。ST611の墳丘上からは、 5基の主体部と

l基の土壌を検出した。いずれも主軸は、ほぼ東西方向である。また、北周溝から 1基、西周溝

から 3基、南周溝から l基の溝中埋葬を検出した。南周溝の溝中埋葬は、 ST610の墳丘上の主

体部に近接しており、 ST610にともなう溝中埋葬とみられる。さらに、墳E北西のコーナー付

近と北東のコーナー付近から、 SK536とSK539の2基の主体部を検出しているが、これらも講

中埋葬と同様な性格を持つものであろう 。

主体部SK 456（第25図） 墳丘中央付近で検出したもので、墓墳の規模は、全長l.8m・幅l.0 

mを測り、主軸はE14。Nである。墓旗上面は、後世の削平を著しく受けてお り、検出面での深

さは約0.lmを測るにすぎない。棺は、「HJ形の組合箱形木棺を使用している。西側の長側板が

長く、棺痕跡は、全長l.7m ・幅0.75mを測る。

主体部SK 494 （第25図） 墳丘南寄りで検出した主体部で、規模は、全長2.5m・幅0.9m・深

さ0.4mを測り、主軸はE14° Nである。棺痕跡から、棺は「H」形の組合箱形木棺が想定され

る。棺の規模は、全長2.lm ・幅0.5mを測る。棺内の西寄りの位置で、石包丁片（398）が出土した。

主体部SK 457 （第25図） 主体部SK494と一部切り合う主体部で、 墓墳規模は、全長l.3m ・ 

幅0.65m・深さ 5cmを測り、主軸はE14° Nである。

主体部SK 541 （第25図） 北周溝SD499で検出した主体部である。規模は、全長l.5m ・幅

0.65m ・深さ0.15mを測り、 主軸はE14° Nである。

主体部SK 537（第25図） 北周溝内から検出した溝中埋葬である。規模は、全長l.15m・幅0.8

m ・深さ0.15mを測り、主軸はE14° Nである。南側は、土墳SK538によ って、一部削平されて

いる。

主体部SK 539（第26図） 墳正北東隅で検出したもので、全長l.85m・幅0.65m・深さ0.35m 

を測り、主軸はE14° Nである。

主体部SK 495（第26図） 墳Eの西辺で検出したもので、北周溝SD498上に一部がかかる。墓

墳規模は、全長l.45m・幅0.8m・深さ0.45mを測り、 主軸はE14° Nである。

主体部SK 542（第26図） 西周溝SD498で検出した溝中埋葬である。墓墳は全長l.8m・幅0.8

m・ 深さ0.45mを測り、主軸はE14° Nである。

主体部SK 536（第25図） 墳丘北西隅で検出した主体部である。全長l.05m・幅0.5m・深さ

0.2mを測り、 主軸はE14° Nである。

主体部SK 548 S D498の南端を切る墓墳である。全長l.4m・幅0.6m・深さ0.2mを測り、

主軸はN25°Wである。

方形周溝墓ST 612（第21図） 墳丘は、後世の粘土採掘坑と推定される不整形の土坑群によっ

て、大きく削平を受けており、 ST611と周溝を共有する南周溝と、東周溝の一部を確認したに

過ぎない。そのため、墳丘規模は不明で、あるが、墳丘上と推定される位置から、 2基の主体部を

検出した。いずれも、主体部の主軸は、ほほ東西方向を示しており、 ST610・ST611の墳丘上
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第26図 第 7トレンチ周溝墓ST61 1・612主体部平 ・断面図

の主体部と同様の規則性が認められる。

主体部SK 447（第26図） 南周溝寄りで検出した主体部で、規模は、全長2.25m・幅l.lm ・深

さ0.3mを測り、主軸はE14° Nである。棺痕跡は、全長2.15m・幅0.7 mを測り、組合の箱形木

棺と推定される。
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1.黒褐色粘質土

2.黒灰褐色粘質土

3黒灰褐色粘質土

4.暗糞褐色粘質土

1.黒褐色粕質土

2黒灰褐色粕質土

3.暗茶灰褐色粘質土
（黄褐色土多く混じる）

4目黒灰褐色粘質土
（黄褐色土混）

5暗茶褐色粘質土
（黄褐色土混）

6.暗黄褐色粘質土
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1.淡灰褐色砂質土（耕作土） 11.黒褐色粘質土（黄褐色土混） 21.黒褐色粘質土

2.淡黄灰茶色砂質土（床土） 12.黄褐色粕質土（黒褐色土若干混）22.暗茶褐色粕質土

3茶褐色砂質土（マンガンを多く含む）13.黒褐色粘質土（黄褐色土混） 23.暗茶褐色粘砂質土

4褐色砂質土 14.暗褐色粘質土（糞褐色土混） （細粒の黄褐色土を含む）

5暗褐色粘砂質土 15.暗褐色粕質土 24.暗黄褐色粘砂質土（暗褐色土混）

6.灰褐色粘砂質土（柱穴埋土） (14に比べ黄褐色土少ない） 25.暗茶褐色粘質土

7濃暗褐色粘砂質土 16.黒褐色粕質土 26.暗褐色粘砂質土

8.暗褐色粘砂質土（黄褐色土粒を含む）17.黒褐色粘質土（緑黄褐色土混） 27.暗褐色粘砂質土

9黒褐色粘質土 18.黒褐色粘質土（黄褐色土混） （世5cmの黄褐色土ブロ ックを含む）

10.黒褐色粘砂質土 19.暗褐色粘砂質土

（下部に黄褐色土粒を含む） 20.黒褐色粘砂質土 4m 。
遺物出土状況図および第 7トレンチ南半部土層断面図第27図

南周溝から約 4m北側で、検出した主体部で、規模は、 全長2.4m・幅主体部SK 512（第26図）

1. Om －深さ0.25mを測り、主軸はE14° Nである。

南部拡張区で検出した円形の住居跡である。中央土坑が認め竪穴式住居跡SH603（第20図）

られ、部分的に周壁溝が検出できた。直径約5.5m、検出面からの深さは約0.2mを測る。
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一一一一三）一寸－－く
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第 lトレンチ出土遺物第28図

両肩は急斜面で立ち上がり、検出面に近付くにしたがい開く、弥生時代溝S0604（第27図）

中期の溝である。検出長約 6m・幅約l.4m、検出面からの深さ約1.2mを測る。土器は埋土中位

と、下層から出土した。特に中位からは、372・378の土器が完存した状態で横位で出土した。い

この溝と対になるずれも底部に穿孔があり、周溝墓などに伴うものに認められる特徴であるが、

溝が検出できていないことから周溝の一部とは考えられない。

S D604に比べ両方はゆるやかに立ち上がり 、検出面に近付くにしたがい溝S0605（第27図）

S H603に先行する。検出長約4m・幅約 2m、検出面さらに開く、弥生時代中期の溝である。

S D604・605はほからの深さ約1.1 mを測る。土器は埋土中位から細片の状態で多く出土した。

しかし、今回の主要な調査地となった両溝の北ぼ並行する溝で集落を区画する溝と考えられる。

側では、竪穴式住居跡の分布はきわめて疎らであったが、周溝墓ならびに土溝墓が多く検出され

ている。

物遺土出3. 

(1)土器

①第 1トレンチ（第28図）

検出した遺構の残存状態が非常に悪く、埋土中の遺物はきわめて少なかった。SDOIでは弥生

土器片が多く出土したが、いずれも体部片で図化し得なかった。

1・2とも調査区の南部で検出した柱穴P523・527から弥生時代中期の土器が出土している。

に口縁端部に面を持つ聾である。体部外面はタタキ調整が施されるが、内面は磨滅のため調整は

不明で、ある。

②2トレンチ

a.平安時代

多くの土器が折り重なるように出土した。出土遺物には土師器（ 3～ 土坑SK 271 （第29図）

13）・須恵器(14）・黒色土器(15～26）がある。土師器の器種には皿 ・杯があり、底部は糸切りが

主体となる。杯は水引き線が顕著なものが多い。11は糸切り痕が認められ高台を持たないもので

あるが、胎土などから黒色土器である可能性が高い。須恵器とした14は貼付高台の椀であるが、

色調は灰白色の軟質である。体部外面は磨滅が著しいがケズリが認められる。黒色土器では椀の

みが出土しており 、小型器種と大型のものに分かれる。15・16はいずれもロクロ整形で、16には

-32-
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糸切り痕が残される。大型のものはさらに 2種類認められ、ロクロ整形の糸切り高台を持つもの

と、外面に指頭圧痕を持ち、貼付高台のものがある。糸切り高台のものは図示したものが図化で

きるもので、 黒色土器の多くは後者に属する。

井戸SE 270（第30～32図） 井戸内には埋土中位で板状の粘板岩やチャートが面をなして出土
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する層順から、遺物が多く出土した。また底部付近からも多く出土している。しかしその聞から

も遺物が出土するが、 2つに分けて取り上げを行った。石出土レベル前後からは、 27～36・52～

59・61～76・78～84・96・98～109が出土し、他のものは底部付近から出土した。

土師器には皿・椀・杯・聾、須恵器には椀・蓋、黒色土器には皿 ・椀がある。土師器の皿は型

式に富み、「て」の字状の口縁を持ち手づくね整形のもの（27～42）、口唇部が外反し手づくね整

形のもの（43・72）、底部糸切りまたはヘラ切りで口唇部が外反するもの（45・46・52・56・65・

67）、内側に口唇部が肥厚するもの（44・68・69）等があるが、底部からまっすぐ聞き端部に向か

うに従って器壁が薄くなり丸く終わるものが最も多い。75・76は回転台を使った土師器の杯で、

外部から高台部分と見える内側まで見込みが整形されている。糸切り底を持つ杯（78～94）は体部

外面に、水引き線を多く持ち底部に近いほど細かい傾向がある。また、口唇部で極端に単位が大

きくなるもの（79・84～86・93・94）は、口唇部が外反することも多い。95は手づくね土器の底部

である。色調は樟褐色を呈し、 72に似る。やや大型の皿である可能性がある。97・98は須恵器で

ある。

99は胎土に含まれる砂粒は細かく、雲母片が比較的多く含まれる。外面にはススが認め られる。

100は砂粒が目立ち、雲母・長石に富む。外面にはススが認められる。

黒色土器は皿と椀があるが、ほとんどすべてが椀で、その中でも回転台を用いないものが主体

をしめる。103は回転台を利用し糸切 り痕が認められるが、その外面には貼付によ って輪高台が

作られている。このような例はこれだけである。

柱穴 p46（第32図114) 回転台を用いない黒色土器の椀である。

柱穴 p47（第32図115) 回転台を用いない黒色土器の椀である。

柱穴 p50（第32図116・117) 回転台を用いない黒色土器の皿である。底部には多くの指頭圧痕

が残る。

柱穴 p56（第32図118) 円盤高台を持つ、回転台土師器の皿である。

柱穴 p358（第32図119) 回転台を用いない黒色土器の椀である。貼付高台は剥離し剥離痕が残

されている。

柱穴 p359（第32図120) 回転台を用い糸切り痕の残る土師器の杯である。

柱穴 p360（第32図121～129) 土師器の皿(121～124）・杯(125）・聾(128・129）、黒色土器椀

(126・127）が出土している。砕片で図化できなかったが、近江産の可能性のある緑紬片が出土し

ている。

b.古墳時代

竪穴式住居跡SH 10 （第33図130～132) 須恵器の杯蓋 ・身 ・高杯が出土している。7世紀代の

ものと考えられる。

竪穴式住居跡SH 172（第33図133・134) 古墳時代後期の須恵器の杯身が出土している。土師

器は破片が多く出土したが、体部砕片が多く図化できなかった。

溝SD 197（第33図135) 土師器の聾である。外面は縦方向の細かなハケと、内面はケズリとハ

n
h
u
 

つd



池上遺跡第5次発掘調査概報

究

三塁三

塁塁
L蔓言

語~~）；~%

三塁雪雪量
＝＝＝＝酉＝ー＝＝ー－
ー＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

モ主主三三三＝－

＼♂4 」 ノ

、支三~

＼二w
審議 1

、長云主ョ，，
『ーー 122 

・%；＇；＇令ミ「 ー
‘叫 山目、 和、羽毛：

20an 。

第2トレンチ出土遺物（4)

円

i
q《
υ

第32図



京都府遺跡調査概報第91冊

／型、130

137 

、 I~＇

一

7
ア融問 で150

-t 
""' \\\\\\ \l~，153 

152 

第33図 第2トレンチ出土遺物 （5)

口

δ
円
〈

U

久蜘ぃ

－Ea
s－－
ハ

、141

39 

＼」御s

¥;JI., 

に二ゴイ
。



池上遺跡第5次発掘調査概報

ケの調整が認められる。

c.弥生時代

土坑SK03（第33図136) 頚部が「くJの字状に曲がる弥生時代中期の聾である。口唇部には

縦方向の刻みが認められる。外面はタタキ、内面はハケ調整である。

土坑SK 32（第33図137～141・143～145) 137は内外面ハケ調整の鉢である。口唇部は貼付に

よって外側に帯状に肥厚する。138は内外面ハケ調整の童形土器である。139は頚部が 「くJの字

状に曲がる弥生時代中期の聾である。外面はタタキ、内面はハケ調整である。140は鉢で、調整

は不明であるが、口唇部から波状文と直線文が交互に施紋される。141は直行する口縁部を持つ

水差しである。体部外面はタタキが施され、口縁部内面は粗いハケの後、端部近くをていねいに

横ナデする。145は聾の底部でタタキの後底部から上方向に向かつての強いハケが施され、ほほ

痕跡がなくなる。内面は下から上に向かつてのケズリが見られる。

土坑SK 153（第33図150～152) 150は小型の聾の体部で、外面はハケ調整、内面は不明である。

151は弥生土器の口縁部で、断面が下方向に下がる張り出し突帯を持つ。頚部外面は縦方向のハ

ケ、内面はナデである。152は脚部で内外面ともにハケ調整である。

土坑SK 170（第33図146) 頚部に貼付の刻みを持つ突帯が施された大型の査である。体部はタ

タキ調整、内面はハケである。口縁部外面にもタタキ痕跡が認められる。

土坑SK 176（第33図147) 全体に磨滅が激しいが、痕跡から外面はタタキの後底部から上方向

に向かつてのハケが施されていたと考えられる。

柱穴 p49（第33図142) 頚部が「く」の字状に曲がる弥生時代中期の聾である。外面は口唇部

までタタキの後ハケ調整が施される。内面はハケ調整である。

柱穴 p108 （第33図148・153) 148は高杯の口縁部である。調整は不明で、ある。153は聾の底部

で磨滅が著しいが、 外面にはケズリが認められる。

柱穴 p354 （第33図149) 小型の手づくね土器である。内外面ともナデ調整である。

包含層（第33図154・155) 154は灰粕陶器の椀である。155は律令期の須恵器杯Bである。いず

れも包含層からの出土であるが、方形掘形を持つ掘立柱建物跡の年代を示す可能性がある。

③第3トレンチ

a.古墳時代

掘立柱建物跡SB 129（第33図161. 169) 建物北西隅の柱穴から出土した須恵器である。

竪穴式住居跡SH90（第34図156～160・162～168・170～174) 156・157は土師器の椀で、157

は底部に大型の葉の葉脈が圧痕として残る。158は薄手の土師器で製塩土器と考えれる。SH90 

内の柱穴から出土した土師器の聾である。160は須恵器の躍で口縁部が打ち欠かれた状態で柱穴

内から出土した。163は円錐形に整形された土師質の製品である。171は士師器の甑口縁部である。

172は長胴化した土師器の聾で、外面はハケ、内面はケズリである。173・174は同一個体と考え

られる須恵器の器台脚部である。二段の三角形の透かしがあったものと復原できる。

竪穴式住居跡SH 122（第34図175～177) 175は土師器の手づくね土器である。176は須恵器の

ハ同
d
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池上遺跡第5次発掘調査概報

一段透かしの高杯脚部である。177はタタキ後ハケ調整の施された弥生時代中期の査の体部であ

る。混入と考えられる。

竪穴式住居跡SH243（第34図183) 竃から出土した土師器聾の口縁部である。古墳時代後期に

位置付けられる。

竪穴式住居跡SH278（第35図185) 透かしを持つ須恵器の杯脚部である。

竪穴式住居跡SH279（第35図186～188) 186は土師器の杯である。調整は指頭圧痕以外剥落の

ため不明である。187は須恵器の杯身である。188は軟質の須恵器脚部である。

土坑SK 145（第34図178～182) S H243に伴う土坑中から出土した遺物である。古墳時代後期

に属する。

柱穴 p180 （第35図189) 土師器の甑把手部である。

柱穴 p364 （第34図184) 須恵器の聾口縁である。

柱穴 p368（第35図190) 須恵器の杯蓋である。

b.弥生時代

竪穴式住居跡SH 118 （第35図195・196) 195は大型の聾の底部である。外面はタタキ後ハケ調

整が施され、内面はハケである。196は外面の調整は不明で、あるが、内面はケズリと考えられる。

土坑SK 241 （第35図191) 蓋または台付き器種と考えられる土器片である。調整不明である。

柱穴 p130（第35図194) 弥生土器の蓋底部である。外面ケズリ、内面ハケである。

柱穴 p182 （第35図192) 弥生土器の底部である。外面はハケ、内面には指頭圧痕が残る。

柱穴 p242（第35図193) 弥生土器の聾底部である。内外面ともにハケ調整である。

柱穴 p529（第35図197) 弥生土器の聾口縁部である。調整は不明である。

包含層（第35図198～207) 198～200は直口短頚査の口縁部である。いずれも口縁近くには凹線

が施され、外面は粗いハケ調整が施される。201は脚部である。外面は縦方向のケズリ 、内面は

時計回りに横方向のケズリが見られる。203は算盤玉状の土製の紡錘車と考え られるが、穿孔は

貫通していない。204は磨滅のため調整は不明で、あるが、痕跡から 3段以上の列点文が施文され

ていたと考えられる。

④第 4卜レンチ

a.古墳時代

竪穴式住居跡SH 104（第36図208～214) 208は手づくねの土師器であるが、底部外面には大型

の木の葉の葉脈が圧痕として残る。竃内から出土した。内外面ともナデである。

竪穴式住居跡SH 105（第36図215～219・234) 215は円盤形の紡錘車片である。2か所に穿孔

があり l方は中心からずれる。 216・217は土師器の聾である。218は住居内土坑SK214から出土

した須恵器杯蓋である。234は鉢で口縁端部は端面角に刻みが認められる。弥生時代に属すると

考えられる。

竪穴式住居跡SH 107 （第36図220～222・229～231) 220～222は須恵器の杯蓋である。229～

231は土師器の斐で、住居内でも北東部で出土している。

43 
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竪穴式住居跡SH 108（第36図223）須恵器の杯身である。

224は手づくねの土師器の鉢である。225～227竪穴式住居跡SH 119（第36図224～228・233)

は須恵器の杯蓋で古墳時代後期に属する。228は手づくねの高台付きの鉢である。竃から出土し

ている。233は土師器の聾である。

⑤第 5卜レンチ

a.古墳時代

須恵器には、杯蓋2点 ・杯身4点 ・高杯 1点がある。
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236・237は杯蓋である。いずれも小片である。238～241は杯身である。口径が9.lcmから14.lcm 

までのものがあり、ぱらつきが大きい。238・241は底部に回転ヘラケズリ調整を施す。240は底

部はヘラ切り後不調整である。242は高杯である。脚部を欠損する。

土師器は、杯l点 ・甑 l点である。235は杯である。内面にハケ調整を施す。243は甑の口縁部

の破片である。外面に指押さえとハケ調整が、内面にナデ調整がそれぞれ施される。須恵器の編

年観からいえば、陶邑編年でTK209型式か。

竪穴式住居跡SH 391 （第37図246～258) 須恵器には、杯蓋5点 ・杯身4点 ・聾 l点がある。

杯蓋はその形態から 2形式あり、 248～250のようにドーム形の天井部を有するものと、 246・247

のように宝珠つまみと内面にかえりを持つものがある。なお、 248は身の可能性もある。杯身も

杯蓋同様2形式あり、 254のように受け部と立ち上がりを有するものと、 251～253のように平底

もしくはやや丸みを帯びた平底に、直線的もしくはやや内湾気味にのびる口縁部を有するもので

ある。252・253は古墳時代に盛行する杯蓋を身に転じたような形状を呈する。258は、竃の東側

で出土した歪である。全周する口縁部のみが出土した。
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京都府遺跡調査概報第91冊

土師器は、杯 ・皿各 1点、聾 2点がある。244は杯である。口縁端部はやや尖り気味である。

内面に暗文を有する。245は皿である。口縁端部を内面に肥厚させて沈穂状を呈する。内面に暗

文を有する。256・257は聾である。256は小型の蓋で、口縁端部の内面が肥厚する。257は「く」

字状に外反する口縁部を有する。体部外面に縦方向のハケ調整、体部内面に横方向のハケ調整を

施す。口縁部は、内面にハケ調整を施した後ナデ調整である。

須恵器の編年観からいえば、陶巴編年のTK217型式、飛鳥E型式に相当するであろうか。

竪穴式住居跡SH 263（第37図259～262) 259は高杯の蓋である。口縁部を欠損する。残存高

3.8cmを測る。260・261は杯葦である。260は内面に同心円文が認められる。262は高杯である。

脚部を欠損する。須恵器の編年観からいえば、陶邑編年のTKIO型式前後か。

竪穴式住居跡SH412（第38図265～275) 須恵器には杯蓋 l点、杯3点、聾 l点がある。270は、

杯蓋である。外面に 2条の沈線が認められる。271～273は杯身である。272は口縁端部内面にか

すかに段を有するが、 27卜 273は口縁端部を丸くおさめる。272・273は底部外面にヘラケズリ調

整が施される。274は聾である。口縁部を肥厚させる。

土師器には、杯2点、鉢 l点、聾3点がある。266・267は杯である。266は、口縁端部に強い

ヨコナデ調整を施す。267は266とほぼ同じ法量であるが、端部は丸くおさめる。底部外面に指頭

圧痕が認められる。265は鉢で、底部に葉脈圧痕が認められる。斐は、小型のもの（268. 269）と

大型のもの（275）とがある。小型のものは、口縁部が「く」字形に短く外反する。いずれも、や

や磨滅が著しい。大型のものは、口縁部が「く j字形に外反し、体部外面に縦方向のハケ調整を

施す。須恵器の編年観からいえば、間邑編年のMTl5型式前後か。

竪穴式住居跡SH396（第37図264) 土師器の斐 I点のみを図示した。口縁部が「く j字形に屈

曲して、やや尖り気味ながら端部を丸くおさめる。全体に磨滅が著しく調整は不明瞭であるが、

内面にハケ調整の痕跡が認められる。土師器であるため時期は明らかではない。

土坑SK 408（第38図278・279) 土師器聾2点を図示した。ともに口縁部が「く j字状に外反

する。278は口縁端部に面を有する。体部外面ハケ調整、口縁部内面に横方向のハケ調整を施す。

279は端部を丸くおさめる。体部外面に縦方向のハケ調整を施す。

土坑SK 401 （第38図276・277) 須恵器の杯蓋 ・杯身各 l点を図示した。276は杯蓋である。

277は十不身である。

柱穴出土土器（第38図280～282) 280は柱穴P404出土の須恵器杯蓋である。281は柱穴P405出

土の須恵器杯身である。立ち上がりがあまり高くなく、口縁端部を丸くおさめる。281は柱穴P

414出土の須恵器杯身である。立ち上がりの短い口縁部を持つ。

b.弥生時代

土坑SK 557（第38図284) 弥生土器 l点を図示した。広口査の頭部の破片である。断面三角形

の突帯を 3条張り付ける。

⑥第6トレンチ

a.古墳時代
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竪穴式住居跡SH 514（第39図295) 須恵器 l点のみを図示した。立ち上がりの短い杯身である。

須恵器の編年観からいえば、陶邑編年のTK209型式か。

竪穴式住居跡SH528（第39図286～294) 須恵器には杯蓋・杯身・無蓋高杯・高杯 ・麗各 l点

がある。286は杯蓋である。天井部と口縁部の先に明瞭な稜をもっ。口縁端部は凹状を呈する面

を有する。287は杯身である。比較的高い立ち上がりを有するが、口縁端部を丸く納める。289は

無蓋高杯の杯部と考えられる。口縁部と体部の境に稜を有し、体部に波状文を施す。口縁端部は

丸く納める。290は高杯である。口縁部と脚端部を欠損する。288は躍の口縁部と考えられる。口

縁端部内傾する面を有する。口縁部外面に波状文を施す。
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京都府遺跡調査概報第91冊

土師器には聾 l点がある。ゆるやかに「くj字状に外反する口縁部を有する。口縁端部外面が

やや肥厚気味である。須恵器の編年観からいえば、 TK23型式前後。以上のほか、弥生土器とし

て292・293がある。293は聾である。体部下半を欠損する。口縁部外面はタタキ調整の後ナデ調

整によってタタキ痕を消す。口縁部内面は横方向のハケ調整を施す。体部外面にタタキ調整、体

部内面にハケ調整を施す。291は小型の査の口縁部である。

溝S0559（第39図285) 須恵器の杯蓋 1点のみを図示した。285は、天井部と口縁部の境に稜

を有し、口縁端部が面をなす杯蓋である。天井部に回転ヘラケズリ調整を施す。須恵器の編年観

からいえば、陶邑編年のTK23型式前後とみられる。

落ち込みSx 510 （第39図296～308) 須恵器には、杯蓋2点・杯身 2点 ・無蓋高杯2点 ・有蓋

高杯 l点・高杯脚部2点 ・器台 l点がある。298・299は杯蓋で、ともに小片であるが、つまみを

有する。299はつまみの周辺に列点文を施す。300・301は杯身である。比較的高い立ち上がりを

有し、口縁端部は凹状の面をなす。302・303は無蓋高杯である。302は椀状を呈し、外面に波状

文を有する。303は、口縁部と体部の境に稜を有し、体部に波状文を施す。口縁部はやや外反気

味で、端部は丸く納める。304は有蓋高杯の杯部底部と脚部の接合部である。杯部は立ち上がり

部を欠損する。305・307は高杯脚部である。305は、「ハ」 字状に開いた後、端部を上下につまみ

出して面をなす。307は、「ハJ字状に開いた後、脚端部を内方へ屈曲させるものである。屈曲部

に突起状の稜を有する。308は器台の破片である。上下を沈線で区画された内側には波状文と三

角形と思われる透かしを有する。陶邑編年のTK208～47型式である。

⑦第7トレンチ

a.古墳時代

竪穴式住居跡SH 416（第40図318) 318は土師器の杯である。器表面には指頭庄痕が認められ

るが、調整は剥落が顕著で確認できない。

竪穴式住居跡SH417（第40図319～321) 須恵器の杯蓋（319・320）・杯身（321）が出土してい

る。319は非常に軟質で調整は不明である。321は口縁残存率が1/16と口径が変わる要素を持つ。

竪穴式住居跡SH509（第40図309～317) 土師器の杯（309）・高杯（310）・査（311）、須恵器有蓋

高杯の蓋（312）・杯蓋（313・314）・杯身（315・316）・高杯（317）が出土している。311は頚部から

上が完存しており 、体部は接合しない。土師器は残りが悪く 調整は不明である。

土取り跡Sx 511 （第40図327) 327は有蓋高杯の身の部分で、底面には脚部に透かしを入れた

際に生じた痕跡が認められる。

包含層（第40図322・324・325) 322は古墳時代後期の土師器聾である。外面はハケ調整で、 内

面はケズリである。324は須恵器聾体部片である。外面には縄薦文が認められ、内面はていねい

にナデられている。表面は暗灰色であるが、破断面は赤褐色を帯びる。いわゆる初期須恵器の特

徴を持つ。509はやや軟質の生地の上に深い緑色の紬をかけた近江産の緑紬である。貼付による

有段輪高台を持つ。10世紀後半に位置付けられる。調査区内の掘立柱建物跡の時期を示唆してい

ると考えられる。
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b. 弥生時代

斗」 4 てi

竪穴式住居跡SH606（第41図） 326は住居跡床面で検出した柱穴から出土した。柱穴は土器と

ほぼ同じ大きさで口縁部を上にした状態で出土した。底部に穿孔があり、内面には粘土接合痕が

鮮明に残る。中央士坑から弥生土器片が出土している。

土坑SK 492（第41図328) 広口の短頚査である。口縁端部は面を持ち上下に肥厚する。外面は

タタキ調整の後ハケ、内面はハケである。

土坑SK 544 （第41図327・329) 両者ともに「くJ字状口縁を持つ斐である。外面はタタキ調

整の後ハケ、内面はハケである。

土器溜り Sx 106（第41図330～341) 330は査の口縁部で 5条の凹線が施される。331は口縁部

に波状文を持つ広口査である。332は調整が不明で屈曲が鮮明でないが、有段受口広口壷と考え

られる。 333は口縁部に凹線の施された広口長頚査である。頚部内外面はハケ調整である。334は

受け口状に大きく聞いた有段状口縁を持つ広口査である。頚部・体部聞には 1条の指頭圧痕文突

帯が施される。 335・336は水平口縁を持つ高杯である。 335は口縁端が垂下し、 4本の凹線が施

される。杯部外面はケズリである。336は口縁端部が垂下しない形態で、外面は下から上へのケ

ズリ、杯部内面はハケ、脚部内面はケズリである。338は脚部片で方形の透かしが確認できる。

周溝SD 389（第42図342～352) 342は口辺端面に施された簾状文が施される査口縁である。

342は桂褐色の無頚査である。胎土色調が他の土器と異なる。344は無頚壷である。外面には櫛描

文が施されるが、単位ごとに平行ではなく施文が粗い。345は短頚壷である。外面はタタキ調整

の後ハケ、頭部内面はハケ端面の痕跡が認められる。346は鉢で、 口縁端面には円形浮文が施さ

れる。外面には刻みを持つ貼 り付け突帯2条が認められる。内外面ともハケ調整である。349は

桂褐色の広口査である。頚部 ・体部聞には l条の指頭圧痕文突帯が施される。外面は粗いハケ、

内面はハケと思われる。胎土色調が他の土器と異なり 、桂褐色を呈する。 351は口縁端面と内側
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第42図 第 7トレンチ出土遺物（3)

に波状文が施された斐である。外面はタタキ、内面は不明である。352は口縁部と胴部の接点が

ないが、同一個体と考えられる斐である。体部下半部はタタキがハケによ って残されていないが、

上半部はタタキが残る。内面は下半部が下から上へのケズリで、上半がハケである。

周溝S0462（第43図353～362) 353～355は短頚壷口縁部である。354は外面に波状文が施され

る。内面にはハケが認められる。354・355は外面はタタキ調整の後ハケ、内面はハケである。

356は水差しである。櫛描文、扇形文が施される。体部外面の下部は上方向へのハケ、内面もハ

ケ調整である。357は「く jの字状口縁を持つ完形の聾である。外面はタタキ調整の後ハケ、内

面はハケである。体部の最大径より上面は器表面が荒れており、口縁の残りも悪かった。埋没以

前に上半部が一定期間空気に触れていた可能性がある。358は広口の短頚壷である。体部外面の

下半部はタタキ後、下から上へのケズリ、上半はタタキ後ハケである。内面はハケ調整である。
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第44図 第 7トレンチ出土遺物 (5) 

359は査口縁部で、垂下する口縁部には二段の円形浮文が施される。361は「くjの字状口縁を持

つ完形の聾である。体部外面の下半部はタタキ後、下から上への広葉樹木口を用いたと考えられ

る細かいハケ、上半はタタキ後ハケである。内面はハケ調整で、上半はナデを施す。

周溝S0526（第44図363～370) 363は紐穴が2つある蓋である。外面はハケ、内面はナデ調整

である。 365は小型の鉢で外面はケズリ内面はナデである。366は内外面ナデ調整の蓋である。外

縁内側にはコゲが残る。367は台付きの水差しである。外面の調整および施文は不明である。内

面はハケ調整である。368は台付きの水差しである。口縁外面には 5条の凹線、体部上半には櫛

内
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描直線文と波状文が交互に施文される。脚部には円形の透かしが設けられる。体部下半外面には

ケズリ、内面はハケで調整される。脚部内側は横方向のケズリが認められる。369は「く jの字

状口縁を持つ完形の斐である。外面はタタキ調整の後ケズリ、内面はハケである。370は短頚査

で頭部と体部の聞には l条のハケの小口面による圧痕文突帯が施される。体部外面の下半部は、

タタキ後下から上のケズリ、内面はハケである。

周溝S0496（第44図371）聾の底部である。内外面ともにハケ調整である。

溝S0604（第45図372～379) 372は直口短頚査で、埋土中位で出土した。完形で横位で出土し、

底部には穿孔が認められる。頚部外面には波状文と直線文が認められ、櫛描直線文と波状文がみ

られる。体部下半部はケズリ 、上半はハケである。374は短頚広口査で、施文はなく体部外面下

半はケズリ、上半はタタキ後ハケである。375は上層から出土した査の口縁である。376は縄文土

器片である。377は広口太頚査である。372と近接して横位で出土した。底部には穿孔が認められ

る。波状文と櫛描直線文が施文され、体部下半がケズ 1）、上半がハケ、内面はハケである。379

は上層から出土した脚部である。

溝S0605（第46図380～387) 380は聾の体部である。外面調整はタタキ後ハケで下半部はタタ

キがほぼ消されている。内面はハケである。382は直口査の口縁部で、口縁端より下方に、貼り

付け突帯を持つ。上層から出土した。384は中層から下層にかけて出土した歪である。外部はタ

タキ後ハケ、内面はハケ調整である。386は大型の上層出土の斐である。287は中層から下層にか

けて出土した底部である。

(2）金属器・石器（第46図388～421)

388は第2トレンチSE270出土の青銅製の鈴である。中央部で上下を接合している。内部には

金属製の玉が入っている。

389～391はサヌカイト製の打製石鉱である。389は第7トレンチSD604から出土し、素材剥片

の主要剥離面が大きく残る。390は第3トレンチ包含層から出土した有茎石織である。391は第7

トレンチ包含層から出土した。392は第2トレンチSK68から出土したサヌカイト製の削器であ

る。素材剥片は自然面打面を持つ石核から剥離された縦長剥片で、側片に自然面を持つ。二次加

工は自然面に対する長片に、背腹両面から認められる。393はサヌカイト製の模形石器である。

折れ面を一方に持つ。394は第7トレンチSD604から出土したサヌ カイ ト製の剥片である。

395は第7トレンチSD605から出土した黒色の粘板岩製の石剣である。破片は基部で下端表面

の加工は粗く、両サイドは刃潰しとして研磨面を持つ。386もまた第3トレンチ包含層から出土

した黒色の粘板岩製の石剣である。図化した裏面は剥離面で破損している。397は黒色粘板岩を

用いた板状石斧であるが、器表面には二本の平行する溝が残っており 、銅剣形石剣の破損品を再

利用したものと考え られる。398は第 7トレンチSK494から出土した黒色の粘板岩製の石包丁で

ある。399は第 7トレンチ SD604から出土した黒色の粘板岩製の石包丁である。400は第2トレ

ンチSE270から出土した黒色の粘板岩製の石包丁である。混入と考えられる。401は第7トレン

チSD462から出土した赤褐色の粘板岩製の石包丁である。紐穴は未貫通である。素材となった
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赤褐色の粘板岩は包含層や遺構中から多く出土する。

402は第3トレンチ包含層から出土した、淡灰色の頁岩製の柱状片刃石斧である。403は第 7ト

レンチ SD604から出土した黒色粘板岩製の扇平片刃石斧である。404は第 1トレンチP25出土の

粘板岩製の扇平石斧である。片面は破損しており、図面左側の表面は破損の後、砥石として再利

用されている。405は第 7トレンチSH509出土の黒色粘板岩製の柱状片刃石斧片である。406は

第2トレンチ出土の緑灰色の軟質粘板岩製の扇平石斧である。頭部が破損しているが、砥石とし

て再利用されている。407は第3トレンチP129出土の太形蛤刃石斧の刃部片である。408は第 5

トレンチSK402出土の太形蛤刃石斧片である。409は第2トレンチSDl97出土の太形蛤刃石斧

の頭部片である。石材の同定に試料として出した。410～412は完形の太形蛤刃石斧である。410

は閃緑岩製で第 2トレンチ包含層から出土した。411は、緑色の砂岩に似た石材を用い、第 2ト

レンチSX03から出土した。410は第3トレンチ包含層から出土した。

413は第5トレンチSH412から出土した灰白色の砥石である。中央で破損しているが、接合し、

ほほ完形となった。413は第 5トレンチSH412から出土した暗灰色の砥石である。416は第 2ト

レンチSX03出土の黄褐色製の玉砥石である。破損の後、通常の砥石として用いられていたと考

えられる。415は第 3トレンチSD552出土の砂岩製敵石である。一端から使用によると考えられ

る剥離が認められる。417は第3トレンチ P242出土の灰色粘板岩の剥片で、周辺には整形加工の

痕跡が認められる。

418・419・421は第3トレンチSHll8出土の黄褐色の砂岩製の砥石である。418・419は長軸方

向に線状痕が多く認められる。420は茶灰色の砂岩製の砥石である。

4. まとめ

今回の調査は、調査区の幅が最大でも lOm余りと狭小であったため、遺構をすべて調査区内で

とらえるのは困難であったが、 300mの長さを持ったことは、池上遺跡の性格を知るための貴重

な資料を提供した。検出できた遺構は古代末から、弥生時代中期後葉に渡り古墳時代弥生時代の

遺構が主体をしめる。

古代末の遺構からは多くの黒色土器・土師器が出土しており、口丹波地域においては10世紀末

の資料が少ない中、 貴重な資料を提供した。またSE270では多くの「て」の字状口縁の土師器

が出土したことや、非回転台形の黒色土器が主体を占めることなどから、都との強い結びつきが

見られる。吉富荘絵図に見られる池上在家や池上院との関係が問題となろう 。

古墳時代には多くの竪穴式住居跡が発見されているが、いずれも須恵器出現以降のものである。

時期はTK208型式～飛鳥Eの時期までである。隣接する池上遺跡第4次調査でも多くの竪穴式

住居跡が発見されており、古墳時代集落の中心域を調査していたものと考え られる。住居の中に

は一辺が9mに達するものもある。竪穴式住居跡は検出可能なものは竃を持っている。また床面

からは多くの土坑が発見されており、遺物も住居跡のものと阻酷しないものも多い。特に中央部

近くに大型の土坑を持つパターンが認められる。
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第3トレンチにおいては総柱の掘立柱建物跡が2棟検出されている。第4次調査の近接地では

棟持柱建物が検出されている。同じく時期の詳細が分からないがSB 117は妻の両側に棟持柱の

ある建物である。今後、第4次調査の報告を待って検討を加えていく必要がある。八木嶋遺跡の

豪族居館跡とされるものが廟を 4面に持つ建物であることと建物の形状が異なる。時期的に異な

るのか、集落の性格が異なるのかは今後の課題として残される。また、池上遺跡は近接する狐塚

古墳群や寺内古墳群を築造した集落のーっと考えられる。

遺物としては157・208・265の土師器は明らかに古墳時代の土師器であるのに、底面に木葉圧

痕を持つ。このような特徴は弥生時代中期の土器に見られるもので、古墳時代では珍しいと考え

られる。また、 TK208段階の須恵器や、より古い縄席文を持つ初期須恵器が出土していること

も注目される。

弥生時代は、調査対象地の南部で多く発見されている。しかしながら、北部でも弥生の遺構が

残されており、住居跡等が削平されている可能性が残る。竪穴式住居跡は4棟のみ検出できたが、

第4次調査でも調査面積に比べて少なく、黒ボク層の残されている地域でも分布はまばらである。

このことは、居住区の中心域からずれていることを示している。第7トレンチにおいて検出した

平行する 2条の溝は、集落を区画していたと考えられる。住居跡SH606が溝の埋ま った後に作

られていることからも、溝が機能していた時期の集落は今回の調査地からずれていることがわか

る。溝の方向から考えると、調査地の南側に居住域が広がる可能性が指摘できる。

S Hl18 ・ S K365から出土した白色粘土を、 800'cで5時間焼成した。焼成によって鉱物組成

が変化することが分かり、粘土と土器胎土の単純な対比には問題のあることが指摘できる。また、

焼成後の鉱物組成は、出土土器の胎土中の鉱物組成と曲目輯しない。

今回の調査では前述しているように、周溝墓は、以前に作られた周溝墓の溝と溝の聞を区切る

ことによって形成されている。注目すべきことは、溝中埋葬を含めると25か所の主体部が検出で

きたことである。埋葬主体部は東西方向に主軸を持ち、「HJ形の木棺を持つものが墳E内で良

好な位置を占め、規模も大きく深い。また、異なった形状の主体部が混在することはその選地や

規模を手がかりに親族関係を考える資料となるであろう 。

出土遺物に目を移すと、安山岩製の石器が少ないのに比べ、粘板岩の剥片は多く出土した。特

に少し赤みを帯びたものが多く、同様な石材は401の穿孔途中でやめられた石包丁に用いられて

いる。417は製作途中であることから、集落内で磨製石器生産が行われたものと考えられる。ま

た、玉砥石（416）の存在は、集落内での玉作り作業を物語るものである。

今回の調査結果は、隣接する第4次調査時の成果とつきあわせて考えていく必要がある。今後

の調査により、この池上遺跡の全貌が近い将来明らかにでき るものと考える。

（中川和哉・筒井崇史・野々口陽子）

注l 谷口 悌 『八木町遺跡地図一町内遺跡詳細分布調査報告書－J八木町教育委員会 1997 

谷口 悌 I池上遺跡発掘調査概要一第2次調査一j八木町教育委員会 1998 
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注2 鵜島三書「国道9号バイパス関係遺跡平成2年度発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概報j第46冊）

1991 

注3 調査に当たっては、池上地区住民の方々、八木町教育委員会はもとより、諸機関のご協力をいただ

きました。記してお礼申し上げます。
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付編

胎土分析 および石材分析

（株）京都フイツション ・トラ ック

1 .はじめに

試料分析試料は、（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター調査担当者により、京都府船井郡八

木町池上、池上遺跡で採取された弥生土器10点、加熱分析用粘土2点、石材 l点である。これら

は以下の分析方法を用いて測定に供された。

2.分析方法

2 -1.胎土分析用土器

(1)試料の採取

分析試料片は、試料のもつ考古学的価値を担なわないように配慮し、調査担当者の手により慎

重に位置決めされた個所を、ダイヤモンドカッターで適宜切削し採取した。結果的に得られた各

試料片重量は1.2～6.8g程度である。

(2）前処理

試料片は50℃で一昼夜乾燥し、秤量後乳鉢で lつずつていねいに粉砕した。次に 2eビーカー

中で適宜水替えをしながら水洗し、さらに300叫パイレックスピーカーに移し超昔波洗糠を行っ

た。この際、中性のヘキサメタリン酸ナトリウム溶液を微量加え、懸濁がなくなるまで洗浄液の

交換を繰返した。ついで、飾別時の汚染を防ぐため使い捨てのフルイ用メッシュ ・クロスを用い

3段階の飾別(120,250メッシュ）を行った。こうして得られた120～250メッシュ （1/8～l/16mm）、

250メッシュ (l/16rnm）以下の 2つの粒径試料を、比重分別処理を加えるこどなく封入剤 （nd=

1. 54）を用いて岩石薄片を作成した。

(3）重鉱物分析

火山灰分析などで、通常分析対象どする120～250メッシュ粒径（1/8～l/16mm）飾別試料で検鏡を

行った。

検鏡作業は、主要重鉱物であるカンラン石（0l）・斜方輝石Opx）・単斜輝石（CPx）・褐色普通角

閃石（BHo）・緑色普通角閃石（GHo）・不透明（鉄）鉱物（Opq）・カ ミングトン閃石（Cum）・黒雲母

(Bi）・ジルコ ン（Zr）・アパタイト（Ap）・を鏡下で識別し、ポイント ・カ ウンターを用いて無作為

に200個体を計算してその量比を百分率で示した。なおこの作業は封入薄片 l枚（封入粒子2000～

4000個）を対象に行い試料により重鉱物含有の少ないものは結果的に総数200個に満たないこど

を、お断りしておきたい。また重鉱物分析は、 一般に重液処理により重鉱物を濃集してなされる

こどが多いが、 重液処理操作の過程で風化や付着物のため生じる比童変化や粒径の違いが組成分
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布に与える影響を考え 重液処理は行っていない。

(4）全鉱物含有率分析

主として重鉱物 ・軽鉱物・ 土粒子の量比の違いが試料ごどに認められるかをチェックする目的

で分析をするが，試料聞の差がそれほどないことから分析項目を増し，火山ガラス・軽鉱物 ・重

鉱物・士粒子・その他の 5項目について含有粒子数のランダ、ム計数を行った。このうち士粒子と

したものは、胎土中焼結され多くの微細粒子が集合し塊状となった粒子をさす。作業要領は基本

的に前述の重鉱物分析と同じで、 l薄片中の各粒子を無作為に200個まで計数した。なお対象粒

子は120～250メッシュ (1/8～l/16mm）粒径試料で、ある。

2-2.加熱分析用粘土

2つの加熱分析用粘土試料. sp(ll)SH118粘土と、 sp(l2)3 Tr S K365粘土を対象に加熱分析

を行った。この分析の目的は焼成前後における胎土分析結果を比較することにある。まず①加熱

焼成前の粘土を対象に，前述の 2-1の要領で胎土分析を行う 。②次に竃気炉で800℃、 5時間

の焼成を行う 。③焼成後の粘土試料を胎土分析し、④最後に池上 5次土器試料の胎土分析結果と

あわせ① と③の分析結果を比較した。なお粘土試料の焼成には、 Yamato製電子制御式Muffle 

Furnace FP21型（温度範囲室温～1150℃、温度設定精度土 2℃）を用いた。焼成は，事前に炉内温

度800℃に設定した炉に白金ルツボに入れた粘土試料を挿入し、 5時間加熱後、室温で冷却し、

前述の胎土分析の要領で分析を行った。また焼成前の粘土試料には新鮮な火山ガラスが数%含ま

れていたため、火山ガラスの屈析率測定を行い、ガラスの同定を試みた。

2-3.石材の間宮

石材同定試料（池上 5次 .2トレ・ SD 197・99.01. 11) 1個の端付近をまずダイヤモンドカ

ソターで切断し、岩石検鏡用薄片を作成したのち、偏光顕徴鏡（NikonXTP型）で鑑定した。また

試料の岩質判定情報を増すため、アルキメデス法を用い試料のみかけ密度の測定も行ったO

3.分析結果と考祭

以下に各分析結果について述べ、考察を加える。

3ー 1.土器の胎土分析

今回の分析結果の詳細は、巻未の測定データ一覧表中に示されている。しかし分析生データだ

けをみていたのでは比較要索が多いため、分析値間の相互関係を把握することは困難と思われる。

そこで、重鉱物分析および火山ガラス・鉱物組成分析結果を三角ダイアグラム（図 1）上にプロッ

トし表示した。なお三角ダイアグラムを作成するにあたり、各分析結果の3つの端成分として次

に述べる要素を設定した。

まず重鉱物分析では、黒雲母（Bi）、不透明（鉄）鉱物どジルコンの和（Opx+Zr）、緑色角閃石ど

斜方輝石および単斜輝石の和（GHo + Opx + Cpx）を 3つの端成分とし、それぞれ頂点・左下・右下
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を100%として図示した。その理由は以下の 3点ある。まず①Biは主として花両岩起源の可能性

の高い要素とみなすことができること。②Opq+Zrはともに比重が非常に大きく風化にも強く粘

土中に残りやすい鉱物であり、さらにこれらは水簸の過程で沈降しやすく 排除されやすい要素で

あること。最後に③CHo+ Opx + Cpxはその他の成分で火山灰起源の可能性をもっ要素があり、相

互関係を検討するには有効と判断したからである。

一方火山ガラス・全鉱物合有率分析結果では、 三角ダイアグラムの 3成分として項点に重鉱

物＋火山ガラスを、左下に土粒子、右下に軽鉱物をそれぞれ100%になるようにプロットした。

その理由は、粘土鉱物を主とし非結晶～微結晶の集合体である土粒子は土器材料の主成分である

こと、軽鉱物はそれに次ぐ主成分粒子であること、最後に重鉱物＋火山ガラスは含有量がともに

少なく一括して副成分粒子とみなせると判断したからである。なお軽鉱物はさらにカリ長石・斜

長石・石英等に細分されるが，今回の分析では一括してとりあつかった。

なお分析点数が10点と少ないため，分析結果に対し多くはコメントできない。しかし、 Biと

Ho+Opx+Cpx比が試料ご、とに異なり結果はかなりばらつくものの、連結線の分布傾向が似ると指

摘できる。ただし例外はsp(lO）試料であり、軽鉱物や重鉱物が多く逆に土粒子の含有が少ない傾

向にあり、速結線の傾きが他の試料とは異なる。

3-2.加熱分析粘土

焼成の前後で2試料とも同様の明瞭な差が生じた。傾向としては焼成前は火山ガラス・軽鉱

物・重鉱物合有が多く土粒子が少ないのに対し、焼成後は火山ガラス・軽鉱物・重鉱物が減り、

土粒子が大幅に増加することが指摘される。また焼成前には火山ガラスにヒピ割れは認められず、

色付ガラスや褐色普通角肉石（BHo）が稀であったのに対し、焼成後はヒピ割れや着色の認められ

る火山ガラスが急増し、ガラス片中の30～40%程度にも及ぶようになった。さらに焼成前には普

通角閃石は両試料とも大部分縁色（GHo）であったものが、焼成後は観察されるものは褐色のみと

なる大きな変化がみられた。これは角閃石の高温酸化による変色と解釈される。焼成前粘土に含

まれる火山ガラスの屈析率測定と水和層の観察から、 2試料とも含有ガラスはAT、大山系、 K-

Ahの3種類が混合しているものと考えられる。これらの火山ガラスが含まれていることは、分析

粘土の産出層準に一定の制約を与えるものと考えられる。

なお両試料とも、焼成前の胎士分析結果は土器片試料とかなり異なるが、焼成後の分析結果は

ほぼ同様な傾向をもつことが注目される。すなわち、今回行った 2試料の焼成実験の結果から、

これら 2試料が弥生土器の胎土であっても矛盾はないものと考えられる。

3-3.石材同芳

試料は池上 5次 .2ト・ SDl97・99.01.11石材で、石斧として利用されたものの破片である。

全休に風化が進み、表面より 5mm厚の部分は新鮮な原岩組織が保存されている。新鮮な部分は肉

眼では黒っぽくみえる縁密な完晶賞斑状の岩石である。主として伸長性に富む白形普通角閃石と
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斜長石からなり、石英および斜長石の斑状結晶を含み、黒雲母は伴っていない。普通角閃石は累

帯構造を示し、その一部は緑泥石化する。また少量の白雲母を含む。みかけ密度は2.696g/crrlを

示し、カコウ岩よりは大きい。石材がかなり風化していることから、新鮮な原石密度は2.75g/crrl 

程度と推定される 。以上の所見から、本石材は細粒斑状角閃石石英閃縁岩 （fine-grained

porphyritic hornblende granodiorite）と 同定される。産状はまったく不明だが、閃縁岩体の一

部、カコウ岩体中の黒色包有物、 貫入岩の可能性などが指摘される。なお調査地に比較的近い閃

緑岩体としては京都市左京区鞍馬本町中之谷付近があ り、多くは玉石状となり地下に埋没してい

る。“本鞍馬”と称し、古くより挽茶臼として利用されたことが知られている。ただし本石斧と

の関係は不明である。

分析資料

s p ( 1）は第3トレンチSHll8出土弥生土器。Sp ( 2）第3トレンチ SHll8出土弥生土器。Sp ( 3）は

第3トレンチ包含層出土弥生土器。SP(4）は第3トレンチ包含層出土弥生土器。Sp ( 5）は第3トレン

チ包含層出土弥生土器。SP(6）は第4トレンチSHl04カマド出土土師器。Sp ( 7)は第4トレンチSH 

104出土土師器。SP(8）は第2トレンチSE270出土土師器椀（糸切り高台）。 Sp ( 9）は第2トレンチS

E270出土土師器血（ての字口縁）。 Sp (10）は第2トレンチSE270出土土師器婆。

火山ガラス＋重鉱物

黒雲母 （Bi)

一二

0%; Ui!!里民ア門司「SP4

岩片＋その他 iOO% SP12（吐花岡

不透明鉱物＋ジルコン＋アパタイト
(Opq.+Zr +Ap.) 

100% 

50% 0% 軽鉱物

角関石＋輝石類

(Ho. +Opx. +Cpx.) 

図1 池上遺跡出土遺物の胎土分析結果
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表 l 池上遺跡出土資料の全鉱物分析および重鉱物分析

全鉱物｜分析 重鉱物

不透明鉱物
角閃石

No 試料名 火山ガラス 岩片 ＋ 

＋ ＋ 
軽鉱物 合計 黒雲母 ジルコン ＋ 合計

＋ 輝石類
重鉱物 その他 アパタイ ト

1 SP(l) 6 (3%) 181(91%) 13(7覧） 200(100覧） 6(38覧） 0(0首） 10(63百） 16(100拡）

2 SP (2) 6(3拡） 185(93覧） 9(5百） 200(100覧） 47(77覧） 4(7略） 10 06%) 61(100覧）

3 SP (3) 3(2覧） 184(92覧） 13(7%) 200000覧） 28(62覧） 0(0%) 17(38%) 45(100%) 

4 SP(4) 1 (1覧） 174(87覧） 2503見） 200(100覧） 10(56覧） 2(11覧） 6(33%) 18(100首）

5 SP (5) 4(2略） 183(92覧） 13(7首） 200 ( 100覧） 5(29百） 1(6百） 11 (65覧） 17(100%) 

6 SP(6) 12(6覧） 162(81略） 26(13見） 200000百） 41 (49百） 2(2略） 41 (49覧） 84(100施）

7 SP(7) 14(7覧） 179(90覧） 7 (4%) 200000覧） 11 (79拡） 1(7百） 204覧） 14 ( 100首）

8 SP (8) 4(2略） 191(96覧） 5(3施）200(100覧） 9(75覧） 1(8覧） 2(17百） 12(100覧）

9 SP(9) 17(9覧） 173(87覧） 10(5拡） 200(100百） 7(64%) 1(9覧） 3(27首） 11 (100覧）

10 SP (10) 10(35覧） 138(69首） 52(26%) 200 000%) 49(75覧） 12(6見） 39(20覧） 200(100見）

11 SP (11) 18 (9施） 78(39百） 04 (52覧）200(100覧） 30(15覧） 31(16%) 39(70覧） 200000覧）

12 SP ( 12) 20(10覧） 98(49覧） 82(41覧） 200(100紛 84(42覧） 42(21覧） 74(37覧） 200(100首）

13 SP (13) 4(2覧） 182(91覧） 14(7覧） 200(100覧） 6(19覧） 7(23覧） 18(58覧） 31 (100覧）

14 SP (14) 6(3見） 175(88見） 19(10%) 200000施） 43(45覧） 19(20%) 33(35覧） 95(100出）
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表 2 池上遺跡出土資料の重鉱物分析結果一覧表(1)

重鉱物組成＊ ＇1) 

No 試料名 Pvroxene Amohibole 
Ol Opq Cum Zr Bi Ap total 備考

Oox Cox Bho Gho 

SP(l) 1 8 6 16 

0.0 6.3 6.3 0.0 49.9 0.0 0.0 0.0 37.5 。。 100.。Bhoは含まれない。

SP(2) 1 6 2 4 47 61 
2 BhoはGHoが高温酸化を

0.0 l. 6 l. 6 9.8 3.3 6.6 0.0 0.0 77. 1 0.0 受けたものか？

SP(3) 2 14 28 45 
3 

0.0 4.4 0.0 2.2 31.1 0.0 0.0 0.0 62.3 0.0 100目。

SP(4) 3 3 2 10 18 
4 BhoはGHoが高温酸化を

0.0 0.0 16. 7 16. 7 0.0 0.0 0.0 0.0 55.5 0.0 100目O 受けたものか？

SP(5) 3 8 5 17 
5 

0.0 0.0 17.6 0.0 47.1 5.9 0.0 0.0 29.4 0.0 100.。Bhoは含まれないn

SP(6) 3 2 3 32 2 41 84 
6 

0.0 3.6 2.4 3.6 38. 1 2.4 l. 2 0.0 48. 7 0.0 100.0 

SP(7) 
2 11 

7 

0.0 0.0 0.0 0.0 14.2 7. 1 0.0 0.0 78.6 0.0 100.0 

SP(S) 
1 1 9 

8 

0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 75. l 0.0 100.0 

SP(9) 
2 1 9 11 

9 
0.0 18.2 0.0 0.0 9. 1 9.1 0.0 0.0 63.6 0.0 100.0 

SP(lO) 
4 35 12 149 200 

10 BhoはGHoが高温酸化を
0.0 0.0 0.0 2.0 47.5 6.0 0.0 0.0 74.5 0.0 100.0 号けたものか？

SP(ll) 
6 2 127 30 4 30 200 

11 
。。 3.0 0.0 l. 0 63.5 15.0 2.0 0.5 15.0 0.0 100.0 

SP(l2) 6 2 65 41 1 84 200 
12 

。。 3.0 0.0 l. 0 32.5 20.5 0.5 0.5 42.0 0.0 100. 0 

SP(l3) 
17 7 6 31 GHoは高温酸化し、すべ

13 
てBhoに変h化rす）る。

0.0 3.2 0.0 54.8 0.0 22.6 0.0 0.0 19.4 0.0 100.。(800℃、 5

SP(l4) 32 19 43 95 GHoは高温酸化し、すべ
14 てBhoに変化する。

0.0 l. 1 0.0 33. 7 。目。20.0 0.0 0.0 45.2 0.0 100.0 (800℃、 5hr)

* (1）上段 計測粒子数、下段 %
なお各鉱物とその略称は以下のように対応します。
01：カンラン石、 Opx：斜方輝石、 Cpx：単斜輝石、 BHo：褐色普通角閃石、 GHo：緑色普通角閃石、
Opq：不透明（鉄）鉱物、 Id：イデイングサイト、 Zr：ジルコン、 Bi：黒雲母、 Ap：アパタイト、
Gar：ザクロ石、 VG：火山j(j'J.、Zoisite：ユウレン石、Cum：カ ミング トン閃石、Epidote：緑レン
石
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表3 池上遺跡出土遺物の重鉱物・ 軽鉱物含有比測定結果一覧表（2)

No 火山 軽物鉱 重物鉱 粒土子 合（%計） 
イ蒲 考

カ・n 岩片

5 13 I 181 200 
火山gl:bw>pm型。ヒピりはなし。軽鉱物：カリ長石・石英・斜長石。重鉱物：微量のGHo・Bi・

2. 5 6. 5 0.5 0.0 90. 5 100 IOox・Coxoプラント オパール含む。

4 9 2 185 200 
火山gl:bw>p田型。ヒピワレはなし。軽鉱物判長石・石英・斜長石。重鉱物：Bi>BHo・Opq-GHo・

2 2. 0 4. 5 I. 0 0.0 92.5 100 IOox・Coxoプラントオパール含む。

13 2 184 .1QQ一火山gl:bw型。ヒピりはなし。軽鉱物．判長石・石英・斜長石。重鉱物：Bi ・ GHo>Opx ・ BHo。プ
3 0. 5 6. 5 I. 0 。。 92.0 100 ラント・オパール含む。

。＋ 25 174 200 
火山gl:bw・pm微量。ヒピワレなし。軽鉱物判長石・石英斜長石。重鉱物・：Bi>Cpx・ BHo・Opq。

4 tr 12. 5 0. 5 。。 87. 0 100 プラント ・オパール含む。

3 13 183 200 

5 I. 5 6. 5 0. 5 0.0 91. 5 100 
微火量山g。l :bw型。軽鉱物別長石・石英・斜長石。重鉱物：GHo・Bi・Cpx・Opq。プラントオパール

9 26 3 162 20Q 
火山gl:bW>>p田型。ヒピワレ目立つ。色付gl含む。軽鉱物：石英州・長石。重鉱物：微量のBi・

6 4. 5 13. 0 I. 5 0.0 81. 0 100 GHo>Oox ・ BHo ・Cox・ Onn C凹。プラン トオパール、 R-Oz含む。

13 7 179 200 
火ル含山gむl。:bw型。色付gl多し。軽鉱物・州長石石英。重鉱物：Bi>GHo・Opq。プラントオパー

7 6. 5 3. 5 0.5 。。 89. 5 100 

2 5 2 191 200 
火山gルl含：bwむ型。。色付gl多し。軽鉱物・かj長石石英。重鉱物：Bi>Opx・GHo・Opq。プラントオ

8 I. 0 2. 5 I. 0 。。 95. 5 100 ノ~－

16 10 173 200 
火山gl:bw>pm型。軽鉱物別長石・石英。重鉱物：Bi>Opx・GHo・Opq。プラン トオパール含

9 8.0 5.0 0.5 。。 86. 5 100 む。

3 52 7 138 200 
火山gl:bw型。軽鉱物・かj長石・石英。重鉱物。：Bi >GHo>Opq ・ BHo。プラントオパール含む。

10 I. 5 26. 0 3.5 。。 69. 0 100 水簸悪し。

7 104 II 78 200 
火山gl:bw・pm型。ヒピワレなし。少量のgl含む。軽鉱物覧手；皇．判度長含石む石英・斜長石。重鉱物。：GHo・

II 3. 5 52. 0 5.5 0.0 39. 0 100 Oo口・Bi＞・Oox・C四 BHo・Zr。プラン ト オパールを1 。

14 82 _Q__ 98 200 
火山gl:bW>pm型。tt＇？レなし。少量のgl含む。軽鉱物判長石石英・斜長石。重鉱物：Bi・

12 7.0 41. 0 3.0 。。 49. 0 100 GHo ・ Ooa>-Oox ・ BHo・Cum・Zr。プラント・オパールを3%程度合む。 ROz含む。

14 3 182 200 :kLlJgl :bw・pm型。ヒピワレや色付glが増加し40%程度のものにみられる。軽鉱物判長石石

英水筆斜良長好石』。重鉱物：BHo・Opq・Bi>-Opx。プラント オパールをl～%程度合む。あたかも
13 0. 5 7.0 I. 5 。。 91. 0 100 こ見える。

4 19 2 175 200 
火山gl:bw・pm型。ヒピワレや色付glが増加し30～40%程度のものに観察される。軽鉱物・判長

14 2.0 9. 5 I. 0 0.0 87.5 100 石・石英・斜長石。重鉱物：Bi・BHo・Ooa≫Oox。プラン ト・オパールをl～2%程度合む。

* （！）上段計測粒子数、下段 %、＋は微量含むことを示す。

なお測定は、＃ 120～＃250粒径の粒子を対象としています。

備考欄中の説明： bw：ハプル ウオール（扇平）、pm：パミス（軽石） 、
(3-Qz：ベータ石英（高温石英） 、Po：プラント・オパール

鉱物名の略称、は重鉱物組成表と同じ

表4 池上遺跡出土粘土の火山ガラス屈折率の測定結果一覧表

屈折率範囲 屈折率 測 定
( ranlle) 平均値 個体数 屈折率最頻値 火山ガラス形態

No 試料名 最小 最大 (mean) （個） (mode) (Ill ass臼pe)

1.497 1. 501 1. 985 26 H,C 

1. 5034 1. 497壬n< 1. 499 c 
11 SP (11) 1. 511 1.512 1. 5113 3 *60% HC 

1. 4981 9 H,C 

1. 5018 4 1. 509豆n< 1. 511 C, It 

12 SP (12) 1. 5102 17 *70% H C 

＊全潰lj定量に対するmode範囲内にある火山ガラスの含有を示す。

H：扇平型、 C：中間型、 T：多孔質型 （吉川、 1976）、It：不規則型
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平安京跡二条大路発掘調査概要

2.平安京跡二条大路発掘調査概要

1 .はじめに

平安京跡二条大路の調査は、京都府立朱雀高校の体育館改築工事に伴い、京都府教育委員会管

理課の依頼を受けて実施した。調査は体育館の工事範囲内にトレンチを設定して行った。調査面

積は約1300ばである。調査期間は平成10年12月9日から平成11年3月12日までである。なお、調

査に要した費用は全額京都府教育委員会が負担した。

調査地は、京都市中京区西ノ京式部町 1番地に所在し、北に二条中学校、南に中京中学校、東

に二条城をひかえ、文教ゾーンを形成している。

平安時代には調査地の南側大半を二条大路が占め、北部に陸、塙地、 大垣をはさんで、宮内の

式部厨などの役所が所在する。中世には上京 ・下京からはずれ、市街地ではなくなっている。近

世には江戸時代初頭の絵図には洛中ではあるが、空き地のようである。その後、 二条城周辺は官

庁街となり、当調査地は二条城城番衆、御門番頭屋敷に相当する地点にあたる。
（注 I)

従前の調査には、まず昭和48年に京都市が行った美福通歩道の調査があげられる。この調査で

は、押小路通と美福通の北東交点から北へ150m付近を中心にトレンチ調査を行っている。この

調査で、今回検出した平安宮南陸の延長部分と見られる溝が確認されているが、正確な陸の位置

は分かつていなかった。この後、昭和53年に今回の調査地の西側、特別校舎部分を京都府教育委
（注2)

員会が調査している。この調査では近世の礁敷きと柵、中世の井戸、近世の井戸土坑などが検出

されている。また、 湿地として報告されている トレンチ北拡張部分は、今回の調査によ って、後

述するように池の一部であることが判明した。

なお、調査中及び整理中に次の皆様のご指導、ご助言、御協力を賜りました。記して感謝いた

します。

京都府立朱雀高等学校の皆様、京都大学西山良平氏・ 三重大学山中 章氏・古代皐協曾植山

茂氏 ・同志社大学鋤柄俊夫氏 ・花園大学山田邦和氏 ・（財）京都市埋蔵文化財研究所鈴木久男氏・

問、辻純一氏 ・関西文化財調査会吉川義彦氏 ・当調査研究センタ一足利健亮理事 ・川上 貢理

事・井上満郎理事。

2.調査概要

(1)基本層位（第51～53図）

調査地の地表からl.Smほどは旧京都府立第二女学校建設時、現朱雀高校建設時の盛土および

旧体育館撤去時の盛土である。この盛土を除去すると、旧耕作土があり、トレンチ北部では耕作

溝と見られる溝を検出した。またトレンチ南部では、離がちな地山面に到達した。 トレンチ北部

において、耕作溝を検出したベース層を除去すると、シルト質の層にな り、これを除去すると拳

大の半分ほどの大きさの礁で作られた洲浜が現れる。また、 平安宮南陸相当地点に上面幅3～

3.3mの溝と、それに続く池状遺構を検出した。洲浜はこの池状遺構に伴うものであることが分

ハHJ
v

p
h
u
 





平安京跡二条大路発掘調査概要

かった。この池を完掘して整地層を除去すると、再びシルト質の層となり、これを完掘すると径

3 cmほどの礁で作られた洲涯を検出した。洲浜は黄褐色のシルト質の地山の緩斜面に施されてい

た。地山の絶対高は、南部の礁がちな部分で36.9m前後、北部のシルト質の部分で＇ 37m前後で、あ

る。

(2）検出遺構

①平安時代～鎌倉時代の遺構

平安宮南瞳S001 （第53図） 礁がちな地山とシルト質の地山の境界付近に位置し、理論的な平

安宮南陸の位置に

相当する場所に所
（注 3)

在する溝である 。

検出した上面での

幅 3m （約10尺）、

深さ0.4～0.5mを

測る。断面形態は

逆台形で、溝上部

は大きく広がるが、

中位から下位にか

けてはほぼ垂直に

落ちる。埋土は大

きく 3層に分かれ、

上層は小規模な土

石流、中層は暗灰

褐色砂質シルト層

で、当初の溝を再

掘削した層である。

これによ って上端

が10尺に拡張され

ている。下層は小

規模な土石流層で

ある。下層は溝壁

が垂直に落ちる部

分に相当し、その

幅 もほぼ 2.4 m 

（『延喜式』の「京

程Jにみる陸幅 8
（註 4)

尺に相当）であるこ

とから当初の平安

宮南陸であると考

＝ー109,740

X＝ー109町 770

X= 109町 780

。 lOm 

第50図 遺構配置図 （網掛けは池SGOl-b) 
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平安京跡二条大路発掘調査概要

えられる。西側部分は後述する池状遺構に削平され、次第に浅くなり、池底にかろうじてくぼみ

として残る程度になる。遺物（第81図）は平安・鎌倉時代の瓦、白磁片、土師器片が出土した。

池状遺構SGOl-a • b （第54・55図） S GOl-aはSDOIを切り、また再利用して作られた

池状の遺構である。検出した規模は南北24m、東西22mで、深さは最深部で約30cmを測る。汀線

は36.8m付近となる。池は一度陸化してから再び池として再利用されていることが埋土から読み

とれる。従って l時期目の池を SGOl-a、2時期目の池を SGOl-bと称することにした。池

S GOl-aの北東部は 3cm大～拳大の礁で洲浜が形成されており、この上に池の埋土が覆い、そ

の上に再度洲浜が形成されていることから、埋土に見られた池を形成した時期が2回あることと
（詮 5)

矛盾しない。

池底は土坑状に深くなっている部分、堤状にやや高くなっている部分がある。土坑状の部分か

らは瓦がコンテナ 6箱分出土した。下層（ S G 01-a）からは、 平安時代後期～鎌倉時代初頭の

瓦・宋銭などが出土した。

柵SAOl （第56図） 平安宮の塙地部分に掘られた柱列である。柱穴の掘形の直径は約30cm、深

さ0.2mを測り、柱痕を残すものがある。東側は柱聞が広く、西側は狭い。東側は西側よりやや

.： ＼······~ ， 

;r 
・：：ヒ・・

ぺ．：「～ー一一一ー一一寸二

。 5m 

第54図 池SGOl-a平面図（網掛けは洲浜）
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列が北にずれる。西側の端は池SGOl aに削平されて消失している。また西半が池SGOl-a 

によって削平されており、埋土からは平安時代の瓦のみ出土したことから、平安後期以降、中世

前期のある時点に築かれた柵または一本柱塀であると考えられる。この柱列は平坦で広い塙地部

分を囲い込んで宅地化したものと考えられる。

柵SA03（第57・58図） トレンチ南部で柱列を検出した。二条大路の南端より約 Sm北側に走

る柱列である。15世紀の SX03に切られていることから、これ以前に建てられた柵であると考え

られる。柱穴の掘形の直径は0.4m前後、深さ0.3m前後を測る。掘形の埋土はおおむね暗灰褐色

粘質シルトであり、直径0.2m前後の柱痕跡が見られる。遺物は主に平安時代の瓦片である。

柵SA04（第57図） S A03の北側に柱列を確認した。これらも柱列SAOlと同様に二条大路を

囲い込んで宅地化したものと考えられる。柱穴の掘形の直径は0.3m前後 ・深さ0.3m前後を測る。

掘形の埋土は概ね暗灰褐色シルトであり、直径0.2m前後の柱痕が見られる。

②室町時代の遺構

墓Sx 01 （第59図） トレンチ南西で検出した西方頭位の木棺墓である。長軸l.42m、短軸0.6

m、深さ0.43mを測る。隅丸長方形の墓墳の中に木棺を納めている。木棺は士層断面にかろうじ

,,-', '___.;.-

。 5m 

第55図池SGOl-b平面図（網掛けは洲浜）
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てその痕跡をとどめるのみである。最下層には拳大の礁が数個見

られ、棺台として置かれた可能性がある。埋土からは縄目タタキ、

布目圧痕のある瓦片や、口縁部に玉縁を持つ白磁 ・龍泉窯系青

磁 ・土師皿などが出土しているが、 l点信楽焼の播鉢が出土して

おり、この措鉢から16世紀前半の木棺墓であると考えられる。

墓SX02（第58図） S XOlの南西で検出した北方頭位の木棺墓

である。長軸1.65m、短軸0.65m、深さ0.3mを測る。隅丸長方

形の墓墳の中に木棺を納めている。木棺は土層断面にかろうじて

その痕跡をとどめるのみである。埋土の下層から宋銭などが出土

に）

している。
『マι＿，＿＿

廃棄土坑SX03（第60・61図） トレンチの南端で検出した不整

方形の土坑である。東西 6m、深さ0.2mを測る。床面には炭化

物と人骨が混在して廃棄されているが、骨は多くの主要な部位を

欠失しており、出土状況も規則性が見られないため、墓として埋

葬されたものとは考えにくい。むしろ火葬に付された後、収骨し

た後の不要な部分を廃棄したと見るべきであろう 。上層には喋・

瓦等が多量に廃棄されており、この中に平安京の大学寮に伴う建

物の地覆石として用いられた可能性が高い凝灰岩の破片や、石造

物を作るときに出る花両岩の剥片、青磁、土師皿、瓦質の羽釜の

破片、馬か牛の歯などが含まれている。

③江戸時代の遺構

井戸SE 01 （第62図） トレンチ中央部やや西寄りで検出した井

戸である。掘形の平面形は円形で、壁面に沿って石を組み上げ、

さらにその内側に漆喰を厚さ 5cmほど塗り 付けて保護している。

当調査区中最も手の込んだ作りの井戸である。掘形の直径l.47m、

石組みの内径0.98m、漆喰の内径0.88mを測る。埋土は下層に大

型の礁を詰めた層があり、その上層に投棄された木質の層や、崩

落した漆喰の層を含みながら、暗褐色から暗灰褐色シル トの層が

水平に互層となっている。上層の西寄りには一旦掘り返され、瓦

や礁を投棄している土坑の痕跡が土層断面では見られる。埋土か

らは陶磁器類（伊万里 ・備前など）と桟瓦が出土した。播鉢の摺り

目が隙間なく、細くなっているため、 19世紀中頃、いわゆる幕末

に埋め戻された井戸である。漆喰を塗っていることから野査の可

能性もある。

井戸SE 02（第62図） S EOlの北西で検出した大型の井戸であ

る。掘形の平面形は円形で、石組みの井戸であると思われるが、
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石のほとんどが崩落しており、旧態を留めてはいない。掘形の直

径は1.35mを測る。暗灰色と黒灰色中粒砂の薄い層が互層となっ 第56図柵SAOl実測図
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れている。埋土から遺物は出土していない。

トレンチ東部で検出した素掘りの井戸である。直

径1.2mを測る。東側の壁が崩落しており、袋状にえぐれている。下層は

拳大の礁を充填しており、上部に暗灰褐色細砂が堆積している。埋土から

は信楽焼の播鉢、瓦などが出土している。播鉢の年代観から17世紀前半に

井戸SE 09（第62図）

埋め戻されたと考えられる。

井戸SE10（第65図） トレンチ南西部で検出した素掘りの井戸である。

平面形態は隅丸方形である。一辺0.92m、深さ0.5mを測る。当初、井戸

として調査したが、土坑の可能性もある。埋土は主に暗褐色のシルト質細

砂で、最下層のみ黒褐色シルト質砂礁である。埋土から伊万里焼などの陶

申
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第61図廃棄土坑SX03平面・断面図

1 .暗灰褐色砂混じりシルト 2.暗灰褐色極細砂 3.暗灰褐色砂質シルト 4.暗褐色砂質シルト

5.暗灰褐色シルト 6.暗灰褐色砂質シルト 7.暗灰褐色砂質シルト 8.1登灰褐色砂質シルト

9.樟灰褐色砂質シルト 10.暗赤灰褐色砂質シルト 11.未実測 12.暗赤灰褐色砂質シルト

13.黄灰褐色シルト質極細砂 14.極暗灰褐色極細砂 （含炭化物－骨片） 15.緑灰褐色シルト質極細砂

16.暗灰褐色極細砂 17.極暗灰褐色砂混じりシルト （含炭化物・骨片） 18.暗褐色シルト質極細砂

19.極暗灰褐色極細砂 20.暗灰褐色シルト質極細砂 21. a音灰褐色砂質シルト

22.暗灰褐色シルト質極細砂 23.暗灰褐色砂質シルト 24.暗赤灰褐色砂質シルト

25.暗灰褐色砂質シルト （含炭化物） 26.磯 27.暗灰褐色砂質シルト 28.極暗灰褐色砂質シルト
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4

22 極暗灰褐色中粒砂
23 黒灰褐色粘質細砂
24 黒灰褐色粘質細砂
25 暗灰褐色粘賀中粒砂
26 灰褐色中粒砂
27 暗灰褐色細砂
28 暗褐色中粒砂
29 暗灰褐色中粒砂
30 灰色粘土
31 灰色粘土
32 灰褐色中粒砂
33 暗灰褐色中粒砂
34 暗灰褐色粘質細砂
35 灰褐色中粒砂
36 暗灰褐色中粒砂
37 極暗灰褐色砂質シJレト
38 暗灰褐色細砂混じりシルト
39 黒灰褐色砂質シJレト
40 暗灰褐色砂質シJレト
41 黒灰褐色中粒砂混じり穣
42 黒灰褐色中粒砂混じり穣

SE02 
1 やや暗い褐色細砂
2 暗褐色中粒砂
3 黒灰褐色中粒砂
4 暗灰色砂穣
5 黒灰褐色中粒砂
6 暗褐色組砂
7 暗灰褐色中粒砂
8 暗褐色中粒砂
9 黒灰褐色中粒砂
10 暗灰褐色中粒砂
11 黒褐色中粒砂
12 暗灰褐色中粒砂
13 暗灰色中粒砂
14 暗灰褐色中粒砂
15 暗灰褐色中粒砂
16 暗褐色中粒砂
17 灰褐色中粒砂
18 やや暗い灰褐色中粒砂
19 極暗灰褐色粘質中粒砂
20 暗褐色細砂
21 暗灰褐色中粒砂

SEOl 
1 淡糞灰色砂質シル ト
2 灰縄色砂質シルト
3 灰色粕質シルト
4 灰色粘質シル卜
5 暗灰色粘質シルト
6 暗灰褐色粕質シJレト
7 暗貧褐色粕質シルト
8 極暗灰色粘質シルト
9 暗灰縄色粘質シJレト
10 暗褐色腐植土
11 暗灰色粘質シル卜
12 暗灰色粘質シル卜
13 黄色粕質シル卜
14 極暗灰色粘質シルト
15 賞灰色粘質シルト
16 赤黒色粘土
17 空隙
1自・19 黄灰色漆喰
20・21 石組み
22・23 裏込め土
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め戻されたと考えられる。

井戸SE 11 SE 10の西で検出した素掘りの井戸である。直径0.9mを測る。埋土から唐津の

皿・信楽の措鉢・瓦などが出土しており、 17世紀前半に埋め戻されたと考えられる。

井戸SE12 トレンチ西端でトレンチの壁面にかかって検出した素掘りの井戸である。直径 l

mを測る。埋士は暗褐色砂蝶である。遺物は出土しなかったO

井戸SE13 トレンチ南西隅で検出した素掘りの井戸である。直径1.25mを測る。埋土は灰褐

色シルトである。埋土から土師皿の破片・土師質の鍋・瓦が出土している。

井戸SE 14（第63図） S E08に切られる素掘りの井戸である。直径0.9mを測る。埋土は暗褐

色シルトを主体としている。出土遺物はない。

井戸SE15 トレンチ東部で検出した素掘りの井戸である。直径1.06mを測る。埋土は暗黄灰

色シルトを主体とする。出土遺物はない。

井戸SE16 トレンチ北部で検出した木製の井戸枠を持つ平面円形の井戸である。掘形の直径

1. 36m、井戸枠の直径0.8mを測る。埋土から京焼き写しの抹茶茶碗・有田焼のなます皿・信楽

焼や、美濃・瀬戸の播鉢などが出土している。これらの遺物から18世紀に埋め戻された井戸であ

出 0・Lt=l

「
ケ
し 」

S E08 

。

L J 

S K21 
S K20 S K 19 L=37.0m 

L=37. Om 

SE 08 
1 黄褐色細砂 2 灰黄褐色細砂 3 碕灰黄褐色砂混じりシルト
4 灰褐色砂混じりシル卜 5 灰黄褐色シルト 6 灰褐色砂質シル卜
7 灰褐色シ）~ ト 8 灰黄褐色シJレト 9 灰褐色シルト 10 灰褐色シルト
11 灰褐色混穣シルト 12 灰褐色粘土 13 黒褐色粘土
14 暗灰褐色細砂 15 灰褐色砂質シルト 16 灰褐色粘土
SE 14 
1 灰黄色砂礎 2 暗灰褐色砂磯 3 暗灰褐色シル卜 4 灰賞褐色シルト
5 暗灰褐色シルト混じり細砂 6 灰黄褐色シJレト 7 暗灰褐色シJレト
8 暗灰色粘土 9 黒縄色粘土 10 暗灰褐色シルト
11 暗黄褐色シル卜質中粒砂 12 極暗灰掲色シルト
13 極暗灰褐色砂混じりシルト
SK 19～21 
1 暗灰褐色極細砂 2 暗灰褐色シルト混じり極細砂 3 暗灰褐色シJレト
4 灰色極細砂 5 暗灰色極細砂 6 暗灰色極細砂 7 極暗褐色細砂
8 極時灰褐色極細砂 9 黒灰褐色極細砂 10 極暗褐色細砂

2 m 11 暗灰色シJレト 12 暗灰褐色極細砂 13 灰色シJレト 14 灰褐色シルト
15 灰褐色粘土 16 極暗灰褐色シJレト 17 暗灰色極細砂 18 暗灰色シJレト

第63図 井戸SEOS・14および土坑SKl9～21平面 ・断面図
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平安京跡二条大路発掘調査概要

ると考えられる。

井戸SE17 トレンチ北東部で検出した素掘りの井戸である。平面形は楕円形で、長軸l.82m、

短軸1.5mを測る。埋土から瓦質の羽釜と瓦が出土している。

井戸SE18（第62図） トレンチ北部中央で検出した井戸である。当初士坑と認定し、 SK03と

いう遺構番号を付したが、後の観察で、素掘りの井戸であることが判明した。直径1.28mを測る。

埋土は砂礁を中心として、暗茶褐色細砂を含む。埋土から瀬戸・美濃の天目椀が出土している。

埋桶遺構 1（旧SKOl、第64図） トレンチ北部東寄りで検出した桶を埋納した土坑である。平

面形は円形で、掘形の直径は0.46m、検出面からの深さO.lmを測る。桶の内径は0.44mを測る。

上部の大半はすでに削平されている。埋土から遺物は出土しなかった。

埋桶遺構2（旧SE07、第62図） トレンチの中央部で検出した桶を埋納した土坑である。平面

形は円形で、掘形の直径は0.87m、桶の直径は0.63mを測る。桶の内部は暗灰色シルトが堆積し

ており、掘形は暗灰褐色粘土を充填している。埋土からは遺物は出土していない。以上、 2つの
（注6)

埋桶遺構は便槽の可能性が考えられている。

土坑SK02（第64図） S KOlの南で検出した平面円形の土坑である。素掘りの土坑を一旦埋め

戻し、再び掘削してその内側に黄灰褐色シル トを貼って保護している。掘形の直径l.19m、土坑

の内径0.72m、深さ0.26mを測る。埋土は灰褐色シルトを中心とした薄い層が数多く堆積してい

る。埋土から遺物は出土していない。

土坑SK 04 （第64図） SE 18の南で検出した平面円形の浅い土坑である。直径0.99m ・深さ

23cmを測る。埋土は主に暗灰褐色シルトである。埋土から土師質の小型査が出土している。

土坑SK05 トレンチ北部東側、平安宮南陸の南端を切る平面円形の土坑である。埋土は暗黄

灰色シルトの単層で、遺物は出土していない。

土坑SK06 トレンチ東端で検出した方形の土坑である。東側はトレンチ外にのびるため、東

西の規模は不明である。南北は0.4m、深さ0.16mを測る。埋土は暗灰褐色砂質シルトの単層で

ある。埋土からは出土遺物はない。

土坑SK07 トレンチ中央部、後述するSD02を切る長方形の土坑である。長辺 lm、短辺

0.6m ・深さ0.19mを測る。埋士は主に暗灰褐色シルトである。埋土から土師質の鍋・伊万里焼

片が出土している。

土坑SK 08（第65図） トレンチ北部、平安宮南陸を切る平面円形の土坑である。直径l.18m、

深さ0.17mを測る。埋土は極暗灰褐色シルト混じり極細砂の単層である。埋土から伊万里焼、青

磁、瀬戸 ・美濃の天目椀、丹波焼、土師皿片のほか、混入の平安時代の瓦が出土している。

土坑SK 09（第64図） トレンチ北部、平安宮南陸の北に位置する平面五角形の土坑である。東

西1.72m、深さ0.27mを測る。埋土は上層が暗灰褐色シルト混じり極細砂で、下層が極暗灰褐色

粘質細砂の 2層からなる。埋土から伊万里焼の蛸唐草・松竹梅文の瓶、外面に梅花文の筒型椀、

異体字文の椀、見込みに五弁花の筒型椀、櫛高台を模倣した椀、見込みに竹文、高台内部に渦福

丈の筒型椀、京焼き写しの椀、瀬戸 ・美濃の徳利、土師皿、土師質の人形片、桟瓦のほか、混入

の平安時代の瓦が出土している。これらから18世紀の土坑であると考えられる。

土坑SK 10 （第65図） トレ ンチ中央西寄りで、 SKl8を切る長方形の土坑である。長辺1.2 

m ・短辺0.9mを測る。埋土から伊万里焼の陶磁器と、瓦が出土している。
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S K35 
1 暗灰褐色細砂
2 暗灰褐色細砂
3 賞褐色粘土焼
4 晴茶褐色極細砂
5 暗灰褐色極細砂
6 暗灰褐色細砂
7 暗灰褐色極細砂
8 策褐色極細砂
9 黄褐色粘土
10 暗灰褐色細砂
11 暗灰褐色；毘喋細砂
12 黄褐色粘土
13 賞褐色粘土
14 賞褐色粘土
15 糞灰色極細砂
16 賞灰色粘土
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SE 10 
1 極措褐色シJレト質細砂
2 糟褐色シJレト質細砂
3 暗褐色シJレト賀
4 暗褐色シルト貿
5 暗褐色シルト質
6 暗褐色シルト貿
7 暗褐色粘土
8 極暗褐色シJレト
9 崎褐色シルト
10 褐色シルト質細砂
11 暗褐色シルト質細砂
12 褐色シルト質細砂
13 暗褐色シルト賀細砂
14 黒褐色シルト貿砂穣

L=37. Orn 

－ 
SE 10 

」

S K 4o L=37. 2m 

＼一ー場一
1 黒灰褐色粘質細砂
2 灰褐色粘質細砂
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土坑SK 11 （第64図） トレンチ北部西寄りで検出した円形の土坑である。直径0.7m・深さ

0. llmを測る。埋土は極暗褐色砂礁で、拳大の礁を多く含む。埋土からは土師皿片と混入の平安

時代の瓦が出土している。

土坑SK 12（第64図） トレンチ中央部で検出した楕円形の土坑である。直径l.49m・深さ0.33

mを測る。埋桶遺構2に切られる。備前焼の播鉢の他、混入の平安時代の瓦が出土している。

土坑SK 13 トレンチ北部で検出した隅丸方形の土坑である。

土坑SK14（第58図） トレンチ中央部西寄りで検出した隅丸方形の土坑である。一辺0.96m、

深さ0.14mを測る。

土坑SK 15（第58図） トレンチ中央部西寄りで検出した円形の土坑である。直径1.04m ・深さ

0.2mを測る。SK52を切っている。須恵器片が出土している。

土坑SK 16 （第58図） トレンチ中央部西寄りで検出した不整円形の土坑である。直径0.9m・ 

深さ0.35mを測る。最下層から土師質の羽釜が出土した。土坑の時期は15～16世紀である。SK 

52を切っている。

土坑SK17（第58図） トレンチ中央部西寄りで検出した円形の土坑である。直径0.74m ・深さ

0.14mを測る。

土坑SK 18 （第65図） トレンチ中央部西寄りで検出した隅丸方形の土坑である。東西幅1.45 

m・ 深さ0.18mを測る。混入の平安時代の瓦が出土している。

土坑SK19～ S K 21 （第63図） トレンチ中央部で検出した円形の土坑である。SKl9～ S K21 

は切り合っており、 SK20をSKl9と、 SK21が切っている。SKl9は直径0.92m・深さ0.23m

を測る。SK20は深さ0.14mを測る。SK21は直径l.13mを測る。

土坑SK 22（第65図） トレンチ中央部西寄り で検出 した円形の士坑である。直径0.8m・深さ

0.34mを測る。瓦質の羽釜、信楽焼の播鉢、瀬戸 ・美濃の天目椀、土師質の鍋などの他、混入の

平安時代の瓦が出土している。

土坑SK 23 （第65図） トレンチ中央部で西寄りで検出した隅丸方形の土坑である。一辺0.7 

m・ 深さ0.34mを測る。土坑の底に扇平な石が置かれていた。信楽焼の措鉢の他、混入の平安時

代の瓦が出土している。

土坑SK 25（第66図） トレンチ南部で検出した隅丸長方形の土坑である。長軸l.3m ・深さ

0.39mを測る。土墳墓の可能性がある。

土坑SK26（第66図） トレンチ南部で検出した隅丸長方形の土坑である。長軸l.7m ・深さ0.2

mを測る。士墳墓の可能性がある。

土坑SK 27 （第66図） トレンチ南部で検出した隅丸方形の土坑である。長軸l.46m・深さo.1 

mを測る。産地不明の陶器、土師皿片が出土している。

土坑SK29（第66図） トレンチ南部で検出した楕円形土坑である。長軸l.16m ・深さ0.2mを

測る。白磁片、三彩もしくは二彩片、土師質の鍋が出土している。

土坑SK 30（第66図） トレンチ中央部南寄りで検出した円形の土坑である。直径0.63m・深さ

0.12mを測る。SK29に切られる。

土坑SK33 トレンチ中央部東寄りで検出した楕円形の土坑である。東西幅0.49m・深さ0.22

mを測る。
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喝さ苓
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S K25 
1 暗黄褐色シル卜混じり細砂 2 暗褐色シル卜混じり細砂 3 暗褐色細砂
4 暗灰褐色砂穣 5 暗縄色シルト混じり細砂 6 暗灰色シルト混じり礎
7 暗褐色シJレト混じり細砂 8 暗褐色中粒砂混じり細砂 9 褐色細砂
S K26 
1 灰褐色シJレト （締まっている） 2 灰褐色シルト海 3 灰褐色シルト
4 暗灰褐色砂混じり シJレト
S K27 
1 赤褐色シルト混じり極細砂 2 暗灰色シルト涜 3・4 暗灰色砂質シルト
S K29 
1 灰褐色砂質シJレト 2 暗褐色砂質シJレト 3 赤褐色極細砂
4 暗灰色粘質シルト 5 暗赤褐色粘質シルト 6 灰色粘質シルト
7 暗赤褐色粕質シルト 8 灰色粕質シJレト 9 灰燈色粘質シルト
S K30 
1 暗褐色細砂 2 暗灰黄色細砂 3 黒灰色細砂 4 灰黄色細砂
5 暗灰色細砂 6 暗褐灰色細砂 7 暗灰褐色中粒砂
S K42 
1 暗褐色シ）~ 卜 2 暗褐色中粒砂混じり細砂 3 晴灰褐色シJレト
4 陪褐灰色細砂混じり中粒砂 5 暗灰褐色中粒砂混じり細砂
6 暗灰褐色砂聖書 7 暗灰色細砂混じり中粒砂 8 暗褐色シル卜混じり中粒砂
9 暗褐灰色シル卜混じり中粒砂

民二全長~

K 

L=37. Om 
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土坑SK34 トレンチの西寄りで検出した不整形の土坑である。長軸2.17m・短軸1.Olm ・深

さ8cmを測る。

土坑SK 35（第65図） トレンチの北西寄りで検出 した円形の土坑である。直径1.1 m ・深さ

0.26mを測る。

土坑SK 37（第65図） S XOlの東に隣接した円形の土坑で、直径0.6m・深さ0.14mを測る。

平安時代の瓦が出土している。

土坑SK 40（第65図） トレンチ中央部で検出した楕円形の土坑である。東西幅0.92m・深さ最

大O.llmを測る。土坑の中心部は一段深く掘り下げている。京焼き写しの皿（高台内部に刻印有

り）、伊万里焼の椀、現川の椀、赤絵の椀が出土している。

土坑SK 41 トレンチ北西部、 SGOlが陸化した後に掘削された土坑である。平面形は円形で、

直径1.4mを測る。瀬戸 ・美濃の天目碗と志野の皿が出土している。時期は17世紀前半と考えら

れる。

土坑SK 42（第66図） トレンチ中央部南寄りで検出した隅丸長方形の土坑である。長軸1.7m、

深さ0.25mを測る。

土坑SK44 トレンチ西壁にかかる円形土坑である。直径1.Smを測る。土師皿片のほか、混

入の平安時代の瓦が出土している。

土坑SK45 S K44に切られる楕円形土坑である。長軸l.lmを測る。混入の平安時代の瓦が

出土している。

土坑SK52（第58図） S Kl5・16に切られる不整円形の土坑である。またSK53とも切り合い

関係を持つが、前後関係は不明である。直径はおよそ1.16m ・深さ0.3mを測る。

土坑SK 53（第58図）S Kl7に切られる楕円形の土坑である。またSK52とも切り合い関係を持

つが、前後関係は不明で、ある。直径はおよそ0.92m、深さ0.3mを測る。

溝S002 トレンチ中央部を南流する溝である。幅0.8lm、深さ0.24mを測る。下層は灰褐色

極細砂が堆積し、上層は暗灰褐色シルト混じった極細砂が堆積し、ここから多量の陶磁器（第83

図）と、混入の平安時代の瓦が出土した。これらの遺物から17世紀前半に埋め戻された溝である

と考えられる。

溝S005 トレンチ北部を西流する溝である。幅1.05m、深さ0.5mを測る。この溝は、平安

時代～近世の遺構検出面の上部に堆積した、遺物包含層の上部で検出した上層遺構の一つである。

上層遺構は東西方向の溝が中心であるが、紙幅の都合で、 今回は割愛した。

(3）出土遺物

①瓦類

平安時代の遺物のほとんどが瓦である。ここでは軒丸瓦 ・軒平瓦と SGOlから出土した丸瓦 ・

平瓦について概要を報告子言。また近世以降からの出土遺物のほとんどが陶磁器である。このう

ち比較的時期のまとまりのあるものを報告する。

軒丸瓦（第67図） トレンチの北部の遺構内、包含層、南部のSX03などから第67図に示したよ

うな軒丸瓦が出土している。12はSGOl底土坑から、7・14・15・18はSGOl底から、3はSG 

01最下層から、2. 13はSGOl下層から、 19はSGOl上層から、9はSGOl埋土から、8はSx 
03から出土した。蓮華文軒丸瓦では、 1・2・4が平安前期の所産である。 1は岸部瓦窯または

n
H
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口
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京都府遺跡調査概報第91冊

西賀茂角社瓦窯産の可能性が高い。3は「森ヶ東」瓦屋産で、平安中期の所産である。5～10は

平安後期の所産である。5. 6は連弁が剣頭文化しており、山城産の可能性が高い。巴文では右

三つ巴、左三つ巴の両者があり、圏線に尾が接続して外区も圏線のものや、圏線に尾が接続して

外区は珠文のもの、尾が細長いいわゆる「餓鬼巴jなどの文様がある。これら巴文の瓦はおおむ

ね平安後期以降に属すると考えられる。こうした巴文は12・14・18のようにSGOlの底土坑出土

のもの、底部に貼り付いていたものがあり、池状遺構SGOl-aの掘削は平安後期以降、さほど

時を隔てずに行われたと考えられる。平安時代ではないが、近世の金箔瓦が出土している。文様

は桐紋（20）と巴紋(19）が出土しており、桐紋の極先瓦の可能性があるものも出土している。金箔

~~ 

一 %
184 

~－ 
186 

官官ー忽~－－

。

~~ 

185 

187 

は外周と文様部に施されている。

軒平瓦（第68～70図） トレンチ北部

の遺構内、包含層などから第68～70図

に示したような軒平瓦が出土している。

S GOl底土坑から46・48・52、SGOl 

底から29・31・33・37・45・49・50・

51・54・56・57・59、同最下層から

41・44、同下層から26・43、同池岸付

近から22、同陸部下層から58、同埋土

から27・28・36・38がそれぞれ出土し

ている。唐草文を用いたものには23の

ように平安遷都時所産の ものや、 22の

ように平城宮式の搬入瓦など、平安前

期に属するものや、河上瓦屋産の25、

栗栖野瓦屋産の26など平安中期のもの、

播磨産の28のように平安後期のものが

ある。35～40は法相華文を用いるもの、

20cm または用いる可能性があるものである

第81図陸SDOI出土瓦実測図 が、 35～39はよく似たモチーフを用い

第 l表各層位出土丸瓦集計表

底土坑 底 最下層 下層 上層 洲浜・池岸 SGOI陸部上層 埋土 合計
格平叩 4 5.6% 2.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 。0.0% 。 0.0% 5.0% 6 3.1% 
離れ砂 15 21.1% 2 5.7% 0 0.0% 3 7.5% 0 0.0% 14.3% 。 0.0% 5.0% 22 11.5% 
砂→格 2 2.8% 2.9% 0 0.0% 2.5% 3 30.0% 。0.0% 。 。目0% 。0.0% 4 2.1% 
砂→縄 10 14.1% 3 8.6% 0 0.0% 2 5.0% 0 0.0% 2 28.6% 。 0.0% 5.0% 21 10.9% 
繍目叩 25 35.2% 18 51.4% 4 80.0% 17 42.5% l 10.0% 。0.0% 5 100.0% 7 35.0% 77 40.1% 
摺消 3 4.2% 5 14.3% 0 0.0% 8 20.0% 3 30.0% 。0.0% 。 0.0% 5 25.0% 24 12.5% 
讃岐叩 l.4% 。0.0% 0 0.0% l 2.5% 0 0.0% 3 42.9% 。 0.0% 。0.0% 5 2.6% 
未調整 l.4% 2.9% 0 0.0% 2 5.0% 2 20.0% 。0.0% 。 0.0% 。0.0% 6 3.1% 
不明 10 14.1% 4 11.4% l 20.0% 6 15.0% l 10.0% 14.3% 。 0.0% 5 25.0% 28 14.6% 

合計 401 193 I 
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ている。40は讃岐、播磨などで見られる。凸面に細かい格子目タタキを用いている。巴文はおお

むね平安後期以降のものであるが、やはり多くがSGOl-aの底や底土坑から出土しており、前

述の想定を裏付けている。32は緊楽第などで出土している近世初頭の瓦である。60はトレンチ南

部のSX03から出土した陰刻の唐草文軒平瓦である。

第71～80図は池SGOlから出土した平瓦・丸瓦である。第71図および第72図の77平瓦・丸瓦

～79、第74・75図と第76図124～132はSGOlの底面に掘られた楕円形土坑内から出土した。第72

図の80～90、第76図133～135、第77図、第78図148・149はSGOlの底部に貼り付いていた瓦であ

る。第78図150・151は最下層出土瓦である。第78図152～159、第79図160～167下層出土瓦である。

第79図169～172、第80図177は上層出土瓦である。第83図91～93、第80図173～176は、治l浜およ
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ぴ池の岸付近から出土した瓦である。第83図94～96は陸を池の取水口として掘り直した部分から

出土した瓦である。第83図97～99、第80図178～183は調査当初、上下2層あることに気付かずに

掘削した部分から出土した瓦である。紙幅の関係で、個々の瓦の観察＃果を掲載することはでき

ないが、凸面の調整等によって分類した集計表を第 l表と第2表に掲げたので、参照され／：..it、。

集計方法は、出土した瓦の 8割程度から、角のある部分を選択し、凸面の状況によって分類した

ものである。「砂→格j、「砂→縄Jとは、叩き工具で叩く前に、離れ砂をまく手法である。この

2表からまず分かることは、平瓦では縄目タタキが4割を越え、離れ砂、離れ砂をまいた後、縄

目タタキ、摺消がそれぞれ l割前後存在する。丸瓦では技法のばらつきが見られず、 6割以上が

摺消で、縄目タタキが15%程度存在するが、その他の手法は存在しない。また、丸瓦と、平瓦の

比較では、集計した丸瓦114個体に対し、平瓦は193個体を数える。角のある個体を選択した際に、

意図的な選別をしなかったので、これがある程度、絶対量を反映していると考え られる。となれ

ば、ほぼ倍の数量が出土したことには何らかの意味があるはずで、ある。ただし、図を見ていただ

ければ分かるように、出土した瓦は小片がほとんどであるため、その性格を明らかにすることは

できない。ここでは、平瓦としたものの中に、度斗瓦が相当数、含まれている可能性を指摘する

に留めたい。

文字瓦・記号瓦 出土した瓦の内、第82図に図示した文字瓦が出土した。188は陰刻の「修」

の異体字である。189は陽刻の「修Jの異体字である。190は「木工jの一部と見られる。逆字で

陰刻である。191は「右坊jまたは「左坊Jの一部と考えられる。正字で陽刻である。192、193

は判読できない。194、195は線刻で、i%。

銭貨 銭貨には景徳元賓(1004年初鋳）、祥符通賓(1008年初鋳）、皇宋通賓(1038年初鋳）、治平

元賓(1064年初鋳）、聖宋元賓（1101年初鋳）などがある。

（福島孝行）

近世遺物 今回の調査では、溝・井戸 ・土坑などの近世遺構を検出し、それらの遺構等から、

多数の近世遺物が出土した。ここでは、その一部について報告することにしたい（第83図）。

②溝S002出土遺物

l～ 3は、瀬戸美濃陶器で、ある。皿lは、菊花形の皿である。全面に白色の志野手由を厚く施す。

口径12.8cm ・器高3.0cm・高台径7.2cmを測る。碗2は、天目碗である。鉄柚を施す。口縁部はほ

ぼ垂直に立ち上がり、端部は外反する。口径11.2cmを測る。鉢3は、半筒形で、灰紬を施す。底

部は碁桶底になる。大窯期の製品とみられる。口径14.4cm・器高4.8cm ・低径10.4cmを測る。4

～ 7は、肥前陶器である。皿4は、内面に大きい円刻（鏡）がある。紬は透明に近いものである。

見込みに 3個の胎土目痕があるが、本来は 4個であったものとみられる。外面腰部にも胎土目痕

とみられる火色の抜けが4か所にある。高台は三日月状である。口径13.5cm ・器高4.Ocm ・高台

径4.4cmを測る。碗5は、褐紬を施す。高台は三日月状である。高台径4.4cmを測る。碗6は、藁

灰粕を施す。紬が斑状に青灰白色になる部分があり、いわゆる「斑唐津Jである。高台は三日月

状である。高台径4.6cmを測る。皿7は、見込みに抽象化した飛鳥文を鉄柚で描く 。いわゆる

「絵唐津」である。高台は三日月状である。高台径4.4cmを測る。鍋8は、土師質で、口径28cmを

測る。外面には煤が付着する。輩9は、土師質で、口縁端部を折り返して肥厚させる。口径16cm

を測る。このほか、瀬戸美濃陶器では梅文を鉄柚で描いた織部手付向付の把手や鉄絵を施した志

ph
u
 

n
U
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野向付、鉄絵同心円文が描かれた志野皿、丹波や備前産の播鉢、中国製青花磁器皿（図版第48の

41～46）などが出土している。この遺構出土遺物は、肥前陶器では I期に属するものがあり、瀬

戸美濃陶器でも大窯期のものが含まれるなど、近世陶磁器でも古い様相を示すものが目立つ。た

だ、瀬戸美濃陶器では登窯期に属する高級食器も含まれており、全体的には17世紀前期頃の遺物

の一様相を示すものと言えよう 。

③井戸SE 10出土遺物

皿10～13は、土師質で、内面の底部と口縁部の境に沈線をもっ。口縁端部に煤が付着しており、

灯明皿として使用されたものとみられる。口径10.2～10.9cm ・器高2～2.lcmを測る。皿14は、

肥前陶器で、内面に大きい円刻（鏡）がある。見込みに砂目の目痕が3個ある。高台にも 3個の砂

目痕がみられる。紬は透明に近く、高台内にも施紬する。溝縁皿の底部と考えられ、 E期に属す

るものとみられる。高台径4.4cmを測る。15～17は、肥前磁器である。碗15は、染付である。半

裁菊花と流水状の文様を描く 。体部はほぼ直線的に立ち上がる。口径11.3cmを測る。碗16は、白

磁小碗である。高台径3.5cmを測る。碗17も、白磁小碗である。高台径3.8cmを測る。このほか、

飛鶴文の染付小碗や柳文の染付碗などの肥前磁器や丹波焼とみられる措鉢（図版第48の47・48）が

出土している。この遺構出土遺物は、砂目の溝縁皿や肥前磁器が含まれており、溝SDOZ出土遺

物より新しい様相がみられる。ほほ17世紀前半期頃の遺物とみられる。

④土坑SK 10出土遺物

皿18・19は、土師質で、底部から口縁部が丸みをもって立ち上がる。やや薄手である。口縁端

部に煤が付着しており、灯明皿として使用されたものか。口径8.1～9. lcm ・器高l.4cmを測る。

皿20は、土師質で、内面の底部と口縁部の境に浅い沈線をもっ。口径9.7cm ・器高1.95cmを測る。

21～26は、肥前染付磁器である。碗21は、筒形の湯飲み碗である。見込みにコンニャク印判に

よる五弁花を施文する。高台径4.3cmを測る。皿22は、稜花形で周縁部に唐草文を描く 。見込み

には環状に松竹梅を描き、高台内には「富貴長春J銘がある。口径20.9cm ・器高2.6cm・高台径

15. lcmを測る。皿23は、稜花形で周縁部に皿22と同様の唐草文を描く 。見込みには五弁花文を描

き、高台内にはくずれた「大明年製」銘がある。口径14cm・器高4.lcm・高台径7.6cmを測る。壷

24は、体部宝珠形の油査である。胴部最大径10.4cm ・高台径5.lcmを測る。鉢25は、半筒形で初

期的な蛸唐草文を描く 。口縁端部が無紬であり、段重になっていたものとみられる。口径15cm・ 

器高5.8cm・高台径10.6cmを測る。碗26は、見込みの紬を蛇の目状に掻き取っている。高台径

4.4cmを測る。27～30は、京焼系陶器で、ある。碗27は、半筒形で、外面に簡略化された鉄絵山水

文を描く 。口径10.6cm ・器高5.5cm・高台径4.2cmを測る。碗28は、半筒形で、残存する限りでは

無文である。口径11.6cmを測る。碗29は、やや半筒形で、外面に鉄絵梅枝文を描く 。口径10.4cm 

を測る。碗30は、扇平気味の丸碗である。内面に松竹文が上絵付けされているが、土中での風化

によるものか、色が抜けている。口径11.6cm ・器高4.2cm ・高台径4cmを測る。31・32は、丹波

焼とみられる。査31は、胴部に白泥で線文を描く 。徳利状の器形か。底径7.8cmを測る。壷32は、

肩が張った器形で、薄手である。口縁部は無紬であり 、蓋付きであったものか。口径7.9cmを測

る。蓋33は、京焼系陶器とみられるつまみ付きのものである。上面には白紬を施す。査等の蓋か。

口径7.6cm・器高3.6cmを測る。火舎34は、土師質である。ハの字状に開く高台をもっ。口径

25.4cm・器高15.3cm・高台径22.5cmを測る。措鉢35は、堺産とみられ、口径38cmを測る。鉢36は、

108-
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中国製青花磁器である。薄手で、口縁端部は外反する。高台内は無紬である。明時代末期の製品

である。口径13.6cm ・器高4.55cm ・高台径6.8cmを測る。この遺構出土遺物は、 一部伝世品とみ

られるものもあるが、おおむね18世紀のものと言えよう。

⑤土坑SK09出土遺物

37～39は、肥前染付磁器である。碗37は、高台内にくずれた「大明年製J銘がある。高台径

3.8cmを測る。蓋38は、蓋付碗の蓋で、環状つまみをもっ。内面に環状の松竹梅文を描く 。口径

10. 4cm ・器高3cm・つまみ径4.3cmを測る。徳利39は、小形のもので、いわゆる 「御神酒徳利j

と言われるものか。若松文を描く 。口径2.2cmを測る。 40は、土鈴である。器高5cm・最大幅

5.6cmを測る。この遺構出土遺物は、おおむね18世紀後半期以降のものとみられる。

（ヲ｜原茂治）

その他の遺物 瓦質の羽釜、龍泉窯系の青磁、土師皿、馬または牛の歯牙、花筒岩の剥片など

がある。この内花両岩の剥片は花両岩の石製品を加工した際に出る剥片と考えられ、神戸市郡家

遺跡などで出土例がある。近世に属する遺物としては金箔瓦がある。

3.まとめ

今回の調査では1973年の京都市の調査で検出されていた平安宮南陸の位置を再確認することが

できた。従前の調査によって算出された理論的な陸の座標ともほぼ重なる位置である。陸は後世

に池などの再利用によって凌深されており 、上面幅は拡張され、また出土する遺物も平安後期を

中心とするものでしめられている。また陸の北側に存在することが予想された大垣（築地塀）の検

出に努めたが、大垣は中世、及び近世の池を伴う庭園によって破壊されていることが明らかとな

った。瓦の検討から大垣に葺かれていた瓦は、平安遷都時に用いられた瓦および平安中期に大垣

の修築に伴って茸かれたものを若干含む他は、平安後期以降の修築に伴うものであることが明ら

かとなった。この修築に該当する歴史事象は、既に常盤井智行が指摘している「保元の乱J後の

藤原通憲（信西入道）による平安宮の大修造であろう。軒瓦の産地は山城の他、播磨や讃岐などが

ある。池は洲浜を形成しており、 導水口として平安宮南陸を凌諜して再利用している。したがっ

てこの地に池を含む庭園を営めるだけの邸宅が存在していた可能性が高い。中世は、京都の市街

地は上京と下京の2地域に分かれているが、当該地はこれらに含まれない。SGOl-aを伴う邸

宅は人里離れた荒野に建つ一軒家だったのであろうか。一方SGOl-bについて、 17世紀前半の

絵図には当該地は御土居の内側ではあるが、空き地となっており、池を伴う邸宅はこの時期には

なかった可能性があるが、絵図の記載はSD02やSE 10の遺物とは組酷を来す。絵図には記され

ていない邸宅の可能性がある。橋地や二条大路は柵・または塀によって固い込まれて宅地などに

転用され、蚕食されてゆく 。その時期については、塙地上のSAOlは埋土に大垣所用の瓦を含み、

13～14世紀頃の青磁片を含むSGOl aに切られていることから保元2(1157）年以降、 13世紀ま

での時期であろう。 SA03は15世紀の瓦質の羽釜や青磁などを含むSX03に切られている。した

がってそれ以前の時期が当てられる。SA04はそれ以降であろう。なお、 SKl4～17・52・53は

S Kl6から半完形の土師質の羽釜(16世紀）が出土しており、切り合い関係などからこれらの土坑

はおおむね16世紀のものであると考えられる。17世紀以降にはかつて二条大路だった所にゴミ穴

や、井戸などが盛んに形成されていることが追認された。特に二条城築城後は、道としての機能
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をほぼ完全に失い、 二条城に伴う官庁街・武家屋敷へと変化すると見られる。これらの調査結果

から、平安京が解体し、 二条城周辺の官庁街へと変化してゆく過程を見ることができる。

（福島孝行）

注 1 井上満郎 ・浪貝 毅ほか「平安宮東 ・南限の発掘調査概要」 （『平安宮跡j京都市埋蔵文化財年次報

告 1973-I 京都市文化観光局文化財保護課） 1973 

注2 平良泰久ほか「平安京跡二条大路J（『埋蔵文化財調査概報J(1980) 京都府教育委員会） 1980 

注3 理論的な平安宮南陸の位置については、（財）京都市埋蔵文化財研究所の辻 純一氏よりご教示いた

だ、いた理論的な平安宮大垣の中心の座標を元に、 『延喜式jの「京程」の記述に従って算出したもの

である。

注4 f延喜式j巻第42 「左右京職京程」による。

注 5 洲浜の判定は、 （財）京都市埋蔵文化財研究所の鈴木久男氏に依頼し、氏は緩斜面に礁を配置し、そ

の礁の上面と聞に池の堆積物が詰ま っていることにより 、洲浜と判断された。

注 6 埋桶遺構については、岡崎正雄 ・小川良太ほか 『有岡城跡 ・伊丹郷町jII 兵庫県教育委員会

1997で、便槽の可能性が指摘されている。

注7 軒丸瓦・軒平瓦の叙述については、以下の書籍を参考にした。

平安博物館編 『平安京古瓦図録j 雄山閣 1977 

庚団長三郎編 『古瓦図考j ミネルヴァ書房 1989 

（財）京都市埋蔵文化財研究所編 『木村捷三郎収集瓦図録1 1996 

注8 「修J.「木工」・「右坊」または「左坊」はそれぞれ「修理職J.「木工寮」・「修理左右坊城

使J所管の瓦屋で生産された瓦であることを示すといわれている。

近藤喬一 「平安京古瓦概説」 （『平安京古瓦図録j 平安博物館） 1977 

木村捷三郎「出土瓦の考察」 （r大谷中・高等学校校内遺跡発掘調査報告書j 大谷高等学校法住寺

殿遺跡調査会） 1984などによる。
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田口昭二『美濃焼考古学ライブラリー17J ニュー・サイエンス社 1983 

大橋康二『肥前問磁考古学ライブラリー55J ニュー ・サイエンス社 1989 

f古伊万里 別冊太陽No.63J 平凡社 1988
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3 .森垣外遺跡第 3次発掘調査概要

1 .はじめに

森垣外遺跡は、京都府相楽郡精華町南稲八妻森垣外に所在する古墳時代中期から後期にかけて

の集落遺跡である。当該遺跡における一連の発掘調査は、京都府土木建築部が施行する山手幹線

街路整備事業に伴う事前調査であり、平成8年度に第 l次調査、平成9年度に第2次調査を実施

した。特に、第2次調査では、朝鮮半島起源の大壁住居跡や陶質土器・韓式系土師器を確認し、

渡来人との密接な関係が想定できる調査成果を得た。

ここに報告する森垣外遺跡第3次調査は、 A2・Bl・ C地区において総計約3,670m2を対象

に発掘調査を行った。また、発掘調査は、平成10年6月16日から平成11年3月5日にかけて実施

するとともに、平成10年9月11日には約150名、平成11年2月19日には約90名の参加者を得て、

現地説明会を開催した。

発掘調査は、当調査研究センター調査第2課課長補佐兼調査第4係長奥村清一郎、同調査員小

池寛、松尾史子、藤井整が担当し、遺物整理は、小池・松尾が行った。本概要報告は、 A2

地区を松尾が、それ以外を小池が担当し、総括・編集は小池が担当した。なお、遺物挿図および

蛍光X線試料整理では、田鍬美紀氏（龍谷大学大学院生）の手を煩わせた。記して深謝したい。

本概要報告の巻末には、当該遺跡、から出土した陶質土器および須恵器などの産地同定の分析結

果と花粉分析についての報告を掲載した。特に、産地同定の分析では、公務ご多忙の中、奈良教

育大学、 三辻利一教授のご高配を得ることができ、また、早々に分析データと玉稿を賜わった。

記して御礼を申し述べたい。また、京都府木津土木事務所には、さまざまなご協力を得た。御礼

を申し述べたい。

2.位置と環境

(1)地理的・歴史的環境（第84図）

森垣外遺跡は、田辺丘陵と木津川に挟まれた低地帯のほぼ中間に位置し、南西から北東にかけ

てゆるやかに傾斜する段丘先端部に位置している。当該遺跡の最高所は、 C地区中央部で標高46

mを測り、最も低い北端部で、は標高39mを測る。その比高はおおむね 5～ 6mで、あり、遺跡地内

から城陽市南半部を含む南山城一帯を一望することができる。古墳時代において集落を営む条件

としては良好で、あったことがうかがわれる。なお、森垣外遺跡の範囲としては、現行の府道精華

生駒線沿いに小河川が東流することと、北方に隣接する北尻遺跡では、古墳時代の集落関係遺構

を検出し得ていないことから、府道周辺に北限を設定できる。また、南限は、明確に集落を区画

する溝などの施設は確認していないが、遺構密度が極端に低くなる C地区南端部に設定して大過

1
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1.森垣外遺跡

5.鞍岡山古墳群

8.山城町高麗寺跡 A：地名（下狛） B：地名（上狛） 造品と酷似する石製

品が、木津町吐師七ツ塚 1号墳から出土しており、当該遺跡との関連が想定されるところであ

る。

一方、集落遺跡としては、 当該遺跡北方に軟質焼成の格子日夕タキ痕を有する韓式系士師器が

出土した北稲遺跡や琉泊製菓玉が出土した柿添遺跡などが所在している。森垣外遺跡との関係が、
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それらの位置関係から想定される。

南山城南半部には、木津川を挟んで上狛（かみこま）、下狛（しもこま）の地名があり、また、

高麗寺（こまでら）など、高句麗を示す狛（こま）の名が見える。当該地域は、『和名抄』郡郷部に、

山城国相楽郡大狛郷、下狛郷と見え、古代、高句麗系氏族狛氏の拠点であったと推測されるとこ

ろである。南山城と高句麗系渡来人との関係については、『新撰姓氏録J山城国諸蕃に、黄文連、

高井造、狛造など、南山城との関係をうかがわせる高句麗系氏族の名が見え、古代、南山城一帯

に、高句麗を中心とする渡来系氏族が居住していたことを推察させる。また、『日本書紀』欽明

天皇31年条には、山城国の相楽館の記事が、同欽明天皇26年5月条、『三代実録』貞観3年8月

6世紀には、高句麗系渡来人が、山城国に居住していたことをうかがわせる記事が19日条には、

6世紀にまで遡り得る可能性があることを推察させる。見え、両者の関わりが、

なお、周辺の遺跡については、平成9年度Al地区調査概報に詳述した。ご参照頂き ぷL
(2）平成9年度Al地区の調査成果概要（第85図・第142図）

平成9年度に実施したAl地区の発掘調査では、古墳中期後半の大壁住居跡や掘立柱建物跡、

陶質土器、鉄淳、製塩土器、石

なかった部分がある。なお、危

終的には実施した。

製模造品などが出土し、当該集

( 1 ）地区設定と調査経過（第85

険防止程度の埋め戻し作業も最

とができた。また、いち早く掘

A2地区 ・Bl地区・ C地区の

4筆に分割されて

東西に貫通する 2本の町道を

C地区とした。また、今年度は、

落内に渡来人の参入を認めるこ

3.調査概要

A2地区は、

図）

(2) A 2地区（図版第49)

当該地区は、昨年度調査地の

0 100m 

内
〈
U

匂
』
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調査地区設定図第85図
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A2-9bt 東壁
H=38 Sm 

1～4 : L目 N.1 （耕作土）

33・34:L.N3（中世堆積層）

5 • 7～10・12・16:L. N. 2 （床土）

42・43:L.N.4、暗茶褐色土（古墳時代包含層）

A2-9bt 東壁
H"38 Sm 

1’ 

11・13・17～19・22:L N. 2 （床土） 23～25・27・31・36・39:L N. 3 （中世堆積層）

35・37・41・44:L.N目 4、暗茶褐色土（古漬時代包含層）

38・47・48：ピット

同＝羽 伽 A 2 -9 bt 東壁

6 : L. N 1 （耕作土） 14・15・20・21・28・29:L.N.2（床土）

30・32・40:L N. 3 （中世堆積層） 45：暗褐色土（溝80！.呈土）

46:L.N4（古墳時代包含膚） 49・50：ピット

H=38.&n 
A 2 -9 bt 北壁

H=39. 4m 

＝＝＝＝＝＝＝司

ミミミ

1～ 3 : L. N. 1 （耕作土） 4～17: L N 2 （床土）

18～20・22・23:L. N. 3 （中世堆積層）

21：灰茶褐色砂質土（溝4) 24～27: L. N. 4 （古蹟時代包含層）

A 2 -14bt 北壁 A 2 -14bt 西壁
怯40.5m H=40. 7m 

レ」~」叫常設ヨト

首長長回
1 : L. N. 1 （耕作土）

2～ 9 : L N 2 （床土）

10: L N 3 （中世堆積層）

1 : L N 1 2～4:LN2 5・7・9: L N. 3 

6・8：ピット 10・11: L N. 4 o 4m 

第86図 A2地区土層断面実測図

北側に位置し、水田の筆毎に北から9番地・ 10番地・ 11番地・ 14番地とした。古墳時代の遺構 お

よび中世耕作溝などを確認した。

A.層位（第86図）

基本的には、水田の耕作土（L.N.1）が均一に堆積し、その直下に、床土（L.N.2）が堆積し

A
4
A
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ている。その下に中世の

堆積層 （L.N.3）が0.2

～0. 3m堆積し、さらに

古墳時代の遺物包含層で

ある暗茶褐色土 （L. N. 

4 ）が堆積している 。な

お、 L.N. 4は堆積時期

の新旧関係により L.N. 

4a・L.N.4bとして

認識できる。その下層に

は茶褐色砂層が堆積して

おり、遺構はすべて地山

面直上で検出した。また、

調査地の地形は北東方向

にゆるやかに傾斜してお

り、近世の水田開発の際

の削平により 9番地北端

での遺物包含層の残存状

t兄はよくなかった。

B. 遺構と遺物（第87

図、図版第50-3) 

今回の調査では、主な

遺構として古墳時代前期

の方墳、古墳時代中期後

半から後期の溝 ・掘立柱

建物跡・柱穴群・竪穴式

住居跡・土坑、中世の溝

および柱穴群を確認し、

これらの遺構から TK47 

～T KIO型式を中心とす

る遺物および13世紀後半

の遺物が出土した。

9番地で検出した方墳

80・81については、昨年

度確認した方墳や今年度

森垣外遺跡第3次発掘調査概要
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第87図 A2地区遺構実測図
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～B『

北尻2号t責

北尻3号t責 ト

メ

Gt 
。 4m 

2m 
Aで手a=A’ 

1：縄色土

2：暗灰褐色砂質土

H=38.8m 

。
Bミピ丞E B 

1：褐色土

2：暗灰褐色砂質土

Cミ士主 C

1：褐色土

2：暗灰褐色砂質土

D玄ζ~o·
1 ：日音褐色土
2：暗灰褐色砂質土
3：黄褐色砂

H=38.5m 

F「 1 r--F’ 
-'¥;-/ 3 

1：暗褐色土
2：黄灰色粘土ブロック

黒灰色粘土
3：黄灰色粘土ブロック

黒灰色粘土 H=38.5m

G 」＼～ー~乙－ G’ 

1：暗褐色砂質土

第88図北尻2・3号墳実測図

（北尻2号墳 ：SX81 北尻3号墳 ：SX80) 

の精華町教育委員会の調査で明らかになった方墳2基とあわせて、新規に発見された古墳群とな

り、精華町教育委員会の指導によって北尻古墳群と命名されることになった。方墳80が北尻2号

墳、方墳81が北尻3号墳と名称変更を行った。以下、 主に古墳時代の遺構について、概観してい

きたい。
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a. 方墳（第88図、図版第50-

1・2) 

北尻 2号墳 一辺約 6mの方墳

で、南辺溝は北尻3号墳の北辺溝に

切られる。溝は船底状を呈し、深さ

は0.3～0.5mを測る。上層には褐色

土が、下層には暗灰褐色砂質士が堆

積している。東辺溝上層から土師器

片がまとまって出土した。土師器に

複合口縁査（第94図18）が含まれてい

ることと須恵器が出土していないこ

とから古墳時代前期には埋没してい

ることが分かる。

北尻 3号墳 一辺約12mの方墳で

ある。溝はマウンド側が若干傾斜し

て立ち上がり、深さは最深部で0.7 

mを測る。南辺溝は削平のため0.2

mしか残っていなかった。上層には

暗褐色士、下層には暗灰褐色砂質土

が堆積している。出土遺物はなかっ

た。2号墳と同じく当地に集落が営

まれる前の古墳時代前期の築造と考

えたい。

b.掘立柱建物跡（第89図）

A2地区では総計250前後の柱穴

を検出した。柱穴の埋土は、暗茶褐

色土を主体とする一群と濁暗灰褐色

士を主体とする一群に分類できる。

これらはある程度時期差を示すもの

と考え、掘立柱建物跡復原の際の基

準とした。今回復原し得た施設は、

掘立柱建物跡11棟と柵列 5本であ

る。掘立柱建物跡の主軸の方向は地

形の傾斜にほぼ並行ないし直交す

る。また、建物群は柵6によ って南

森垣外遺跡第3次発掘調査概要

。
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森垣外遺跡第3次発掘調査概要

北のグループに区画され、南側の一群は昨年度調査の建物群に属すると考えられる。

梁間 3間（4 m）×桁行3間（5 m）で、床面積は20ばである。北から掘立柱建物跡31（第90図）

西へ20°の主軸をもっ。柱穴の規模は直径0.3mと小規模である。

梁間 2間（3 m）×桁行2間（3 m）以上の総柱建物跡であり、北から掘立柱建物跡32（第90図）

西へ15。の主軸をもっ。

梁間 2間（3 m）×桁行2間（2.Sm）の総柱建物跡であ り、床面積は掘立柱建物跡33（第90図）

8.4ばである。北から西へ22。の主軸をもっ。

梁間 2間（2.Sm）×桁行3間（4 m）で、床面積は11.2m2でAある。北掘立柱建物跡35（第90図）

から東へ67。の主軸をもっ。

梁間 3間（3.9m）×桁行4間（6 m）で、床面積は23.4ばである。北

A-A’ 

1褐色土
2灰褐色土
3明褐色土
4暗褐色土

B-B’ 

1.灰白色砂質土
2.黄褐色粘土
3.茶褐色粘土
4.灰褐色土
5.陪茶褐色土
6灰褐色土
7淡灰褐色砂質土
8暗褐色土
9淡灰褐色砂質土
10.灰色砂質土
11暗茶褐色土
12.11より粘質
13.淡灰褐色砂質土
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から西へ35。の主軸をもっ。

掘立柱建物跡38（第90図） 梁間 2間（3.2m）×桁行3間（4.5m）で、床面積は14.4ばである。北

から西へ18。の主軸をもっ。

掘立柱建物跡39（第90図） 梁間 2間（2.9m）×桁行2間（3.Sm）の総柱建物跡であり、床面積は

11. 02ぱで、ある。北から東へ40 の主軸をもっ。

c.竪穴式住居跡（第91図）

検出した竪穴式住居跡は合計4基である。

竪穴式住居跡82（図版第51 1 ) 9番地で検出した住居跡で南北約6m・ 東西約6.5mの長方

形プランを呈し、床面積は約39ばである。床面までの深さは0.lmを測る。竪穴式住居跡329を建

て替えたものと考えられる。上部構造を支える四柱穴は東側の2つを確認した。住居跡に伴う遺

物には土師器・須恵器（第93図）があり、須恵器からTKlO型式に比定できる。

竪穴式住居跡329 竪穴式住居跡82を造る際に削平されているため、四柱穴 2つを含む西側の

一部が残っていただけであった。西辺は5.5mを測る。

竪穴式住居跡237 11番地で確認した住居跡で、南辺および西辺と周囲にめぐる溝を検出した。

規模および平面プランは不明である。溝は幅0.5m・深さ0.2mで、ある。上部構造を支える四柱穴

は確認できなかった。時期の分かる遺物は出土していない。

竪穴式住居跡238 11番地で確認した住居跡で、北辺および西辺の周壁溝のみ検出した。周壁

溝は幅0.2m ・深さO.lmで、ある。5m四方で、上部構造を支える四柱穴は 3m間隔で、配置されて

いたと考えられる。

d.土坑・溝

土坑85（第92図、図版第51-2) 長径l.4m・短径0.85mの楕円形を呈しており、深さは0.1

mを測る。埋士は上から明褐色土、炭混じりの灰褐色土、灰褐色士である。士坑内からは土師器
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の高杯2点、須恵器の高杯l点と滑石製紡錘車片が出土した。遺物の器種が高杯に限られること

と炭が多量に含まれることから何らかの宗教的行為に伴う可能性が考えられる。

10番地で検出した溝186の延長線上にあたる地点で、土師器の甑 1点と聾2点が並ん土坑83

で押しつぶされた状態で出土した。削平のため平面の輪郭は確認できなかったが、遺物の出土状

況から何らかの遺構に伴うものと考えられ土坑と判断していたが、溝186の延長線上にあたるこ

とから溝186の一部になる可能性もある。

10番地で検出した幅0.8mの溝で、躍が出土した。溝4（図版第51-3) 

10番地で検出した北西方向に流れる溝である。さらに 9番地に続くが、削平のため全溝：186

く残っていなかった。断面は船底状を呈し、幅 lm・ 深さ0.2mを測る。埋土は、上層が茶褐色

土、下層が暗灰褐色砂質土で、下層から土師器がまとまって出土した。検出した柱穴群には溝

186より古いものと新しいものの両方が存在する。

e.出土遺物（第94～95図）

l～11 は須恵器、 12は土師器である。須恵器は稜線や口縁部の形態柱穴内出土遺物（第93図）

からTK47～M Tl5型式に併行すると考えられるが、 MTl5型式を中心とすると考えられる。15

はヘラ工具による刺突痕をもっ甑の把手である。14は弥生土器の底部、 16は土錘、 17は砂岩製の

砥石である。また、 14番地の柱穴から鉄淳が出土した。

東辺溝からまとまって出土した土師器片のうち図示できたの北尻2号墳出土遺物（第94図18)

lv
M

一

一一
は土師器の査だけである。山陰系の複合口縁壷の口縁部で、古墳時代前期のものである。
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第93図出土遺物実測図
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、同

10cm 

5cm 

第95図 出土遺物実測図

37.溝4 38.溝84 39・40.土坑134 41.溝136 54.溝37 42～53・55・56L. N. 4 a層

竪穴式住居跡82出土遺物（第94図） 須恵器杯蓋19・21・杯身20と土師器の聾22がある。須恵器

は稜線や口縁部の形態からTKIO型式に併行する。いずれも住居跡の床面で出土していることか

ら住居の使用時期を示すと考えられる。

土坑83出土遺物（第94図） 土師器の甑23と聾24・25がある。

土坑85出土遺物（第94図） 須恵器の高杯26、土師器高杯27.28、滑石製紡錘車29がある。土師

器高杯はいずれも杯部の稜線が明瞭なタイプである。

溝186出土遺物（第94図） 須恵器には杯蓋30があり 、形態からTK47～M Tl5型式に併行する。

土師器には鉢31. 32、高杯33、棄却、甑35・36がある。高杯33は口縁端部内面に沈線が、口縁部

外面には等間隔に円形の刺突文が全部で16個施される。土師器の鉢32の類例は木津町弓田遺跡で

見られ、ほぼ同時期の資料である。

土坑・溝および遺物包含層（第4a層）出土遺物（第95図） 37・38・42～46は須恵器で、おおよ

そMTl5～T KIO型式に併行する。39は土師器鉢、40は聾で、55・56はヘラ工具による刺突痕を

もっ甑の把手である。52はサヌカイト製石散、 53は滑石製勾玉、54は鉄鉱である。41・49～51は

中世の遺物で、他に土師器や青磁が出土した。41は瓦器碗、 50は東播系の摺鉢、 49は淀川水系の

羽釜、51は大和H型羽釜であり、これらは13C後半の資料である。

(3) B 1地区（図版第52)

A.層位（第96図）

調査区は、南西から北東方向に傾斜しており、最上層には耕作土（L.N.1）、直下に床土（L.

N. 2）が他の調査地同様に堆積している。ほとんど遺物を含まないが、床土下に中近世の堆積層
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(L.N.3）が、複雑に堆積している。古墳時代の遺物包含層および遺構検出面である暗茶褐色土

層（L.N.4）は、 北方に厚く、南方に薄く堆積しており 、比較的均一な厚みを呈している。一方、

暗茶褐色土層下には暗灰褐色系の砂質土が堆積しており、その下層には、わずかながら弥生土器

片を含む暗茶褐色粘土層が堆積している。この層は、厚く堆積している部分で約0.3mを測るが、

遺構の検出はできなかった。当該層については、平成9年度Al地区においても検出し、遺構検

出作業を行ったが、遺構の検出はできなかった経過がある。

B.遺構と遺物（図版第53・54)

検出した主な遺構は、掘立柱建物跡・ 方形区画溝 ・竪穴式住居跡 ・井戸 ・流路 ・土坑などであ

り、特に、溝22の上下層から まとまった遺物が出土している。検出遺構が多岐に及ぶため、森垣

外遺跡の評価に係わる遺構を中心に概観する。また、出土遺物については、遺構についての記述

を割愛した出土遺物についても図示し、概観した。

a.掘立柱建物跡（第97～104図） B l地区において検出した柱穴は、おおむね800を数える。

しかし、大半の柱穴は、方形区画溝13・22・979の内側において検出している。なお、委細は後

述するが、区画溝13・22・979最下層からは、 96～98・116・117・119・210～215などのTK23・

47型式の土器が出土しており、最上層からは、 TK43型式までの土器が出土している。一方、区

画溝22の最上層では、 MTl5型式に比定できる竪穴式住居跡15・16を検出していることから、方

4m 東壁 ＿＿.／三巧ー一ーで一一 一一一一

烹宗宗芯尽ぷ川和、~＼＼＼W川郎、のW川＼＼¥ ＼~ ¥ ¥¥ ¥ ＼＼＼＼＼＼＼＼川＼%＼＼＇ぃ＂＇＇ ＇＼＼＼＼い

1: L .N 1 2 ・ L. N. 1 a 3：灰色土
（水田畦畔下の溝）

8：暗茶褐色土 21：淡黒褐色土
（やや黒い）

27：暗灰褐色粘砂質土 28：暗灰褐色砂質土

4.L.N.2 5:L N.2 6：暗茶褐色土

7：日音茶褐色土

26：淡黒褐色土
（やや黒L、）

32：暗灰褐色土 33：｝也山ブロ ック 34：濁黄褐色土
（土坑埋土）

22：淡黒褐色土 23淡 黒褐色土 24淡 黒褐色土
（杭あと）

29：暗茶褐色土 30淡 黒縄色土 31：暗茶褐色土

35：濁暗茶褐色土 36柱穴 37：柱穴 38・柱穴
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形区画溝13・

22・979が少

なくとも MT 

15型式直前ま

では機能し、

それ以後、 T

K43型式まで

の聞に徐々に

多くの土器な

どが堆積した

と考えられ

る。なお、掘

立柱建物跡と

して復原する

際、柱穴埋土

の色調 ・土質

を根拠に作業

を進め、地形

の傾斜に建物

の主軸をとる

I期群とそれ

らとは著しく

振れる主軸を

有する E期群

に分類した 。

先述した区画

溝 13・22・

979と主軸が

おおむね一致

する群は、 I

期の掘立柱建

物跡群であ

り、主要な掘

立柱建物跡群

としての認識
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第97図 B l地区遺構実測図（復原した掘立柱建物跡は平安時代）
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をもち、以下の記述

を行った。

掘立柱建物跡

41 （第90図） 梁間 2

間（2.5m）×桁行 2

間（ 3 m）の規模を有

し、北から西へ40° 

の主軸をもっ。 I期

に分類でき、床面積

は8m2で、ある。

掘立柱建物跡

43（第90図） 梁間 2

間（2.7m）×桁行3間

( 5 m）の規模を有し、

北から東へ町。の主軸

をもっ。検出した位

置が、後述する小区

画溝878内であるが、

多少、主軸がずれて

おり、関連するか否

かは明確な根拠をも

って認定できない状

況である。 I期に分

c町"' む〉

類できる。床面積は、

13. 5m2で、ある。
.c、乃．．’ 

ム、J 掘立柱建物跡

44（第90図） 梁間 1

間（2.Sm）×桁行 l問

(2.6m）の規模を有し北

から西へ30。の主軸を

もつ。I期に分類でき、

床面積は、6.5m2で

ある。

掘立柱建物跡

45（第99図） 梁間 2

京都府遺跡調査概報第91冊
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第98図 B l地区掘立柱建物跡分布図
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間（2.7m）×桁行 5問（6m）以上の規模を有し、北西面には、 l問（1.2m）の廟が付く 。梁間の中

央では、柱穴を検出していないが、桁行2間分に相当することから、 2間として認識した。北か

ら東へ52°の主軸をもっ。 I期に分類できる。
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掘立柱建物跡46（第99図） 梁間 1間（2.7m）×桁行3間（4.6m）の規模を有し、 北から東へ67。

の主軸をもっ。E期に分類でき、床面積は12m2で、ある。

掘立柱建物跡47（第99図） 梁間 2間（2.9m）×桁行3間（5m）の規模を有し、北から西へ37° の

主軸をもっ。 I期に分類でき、床面積は15m2で、ある。

掘立柱建物跡的（第99図） 梁間 1間（2.6m）×桁行3間（4.6m）の規模を有し、主軸の方位は、

おおむね真北と一致している。E期に分類でき、床面積は12ばである。

掘立柱建物跡50（第99図） 梁間 l間（2.2m）×桁行3間（4.9m）の規模を有し、北から西へ20。

の主軸をもっ。E期に分類でき、床面積はllm2で、ある。

掘立柱建物跡51（第99図） 梁間 3間（4.4m）×桁行4間（6.4m）の規模を有し、北から東へ62。

の主軸をもっ。 I期に分類でき、床面積は28ばである。

掘立柱建物跡52（第100図） 梁間4間（5.8m）×桁行4問（8.2m）の規模を有し、北から東へ62

。の主軸をもっ。掘立柱建物跡51と同じく、規模の大きい掘立柱建物跡である。I期に分類でき、

床面積は48ばである。

掘立柱建物跡53（第99図） 梁間 l間（2.lm）×桁行2間（3.5m）の規模を有し、北から西へ23。

の主軸をもっ。H期に分類でき、床面積は 7ばである。

掘立柱建物跡56（第99図） 梁間 l間（2.lm）×桁行2間（2.7m）の規模を有し、北から東へ65°

の主軸をもっ。 I期に分類でき、床面積は 6m2である。

掘立柱建物跡57（第100図） 梁間2間（5.6m）×桁行5問（8.7m）以上の規模を有し、北から東

へ67°の主軸をもっ。 I期に分類できる建物跡である。

掘立柱建物跡59（第100図） 梁間 2間（3.9m）×桁行3間（5.8m）の規模を有し、北から東へ60

0 の主軸をもっ。 I期に分類でき、床面積は23m2で、ある。

掘立柱建物跡60（第100図） 梁間2間（3.8m）×桁行2間（5m）の規模を有し、 真北とおおむね

一致する主軸をもっ。梁間の中央柱穴が未検出であるが、小規模な掘立柱建物跡であることを勘

案すると、浅い柱穴が穿たれていた可能性もある。E期に分類でき、床面積は19m2で、ある。

掘立柱建物跡61（第101図） 梁間 2間（3.3m）×桁行2間（3.5m）の規模を有し、北から東へ57

。の主軸をもっ。 I期に分

類でき、床面積は12ばであ

る。なお、梁問、桁行とも

京都府遺跡調査概報第91冊
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ほぼ同じ長さを有し、正方

形プランを 呈することか

ら、倉庫などの非居住空間

であった可能性が高い。

掘立柱建物跡63（第101 

図） 梁間 l間（2.9m）×桁

行 3間（3.9m）の規模を有
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し、北から東へ39。の主軸をもっ。I期に分類でき、床面積はllm2で、ある。

掘立柱建物跡64（第101図） 梁間2間（4.4m）×桁行3間（5.3m）の規模を有し、北から東へ37

0 の主軸をもっ。東西両面に廟をもち、府を含めた長さは8.4mを測る。 I期に分類でき、床面積

は23m2で、ある。一連の掘立柱建物跡の中で中核をなす建物である可能性が想定できる。

掘立柱建物跡65（第101図） 梁間 l間（1.8m）×桁行 l間（2.3m）の規模を有し、北から東へ72

。の主軸をもっ。H期に分類でき、床面積は4ばである。

掘立柱建物跡66（第101図） 梁間 2問（4.8m）×桁行3間（7.3m）以上の規模で、北から東へ30

。の主軸をもっ。E期に分類できる。

掘立柱建物跡67（第101図） 梁間 l間（2.7m）×桁行3間（4.8m）の規模を有し、北から東へ42

。の主軸をもっ。I期に分類でき、床面積は13m2で、ある。

以上が検出した主要な掘立柱建物跡の概観である。しかし、各時期毎においても重複して掘立

柱建物跡を検出しており、さらに、細かく時

期設定を想定する必要がある。今後の課題と

しておきたい。

これらの掘立柱建物跡群は、基本的には区

画溝口.22・979によって囲緯された範囲内

20m 

。

第103図 I期掘立柱建物跡分布図

に位置しているが、区画溝の内側には、溝と

平行して小柱穴が穿たれており、柵の存在が

想定される。柵9は、区画構の北・西・南辺

において l列で構成されてお り、柱穴自体は、

掘立柱建物跡を構成する柱穴よ りもやや直径

が小さい傾向が見られる。一方、柵10は、柵

9の西辺から10.Sm、同じく柵9の北辺から

16mの交点を中心に直角に配置されている。

柵 9とは直角ないしは平行関係にあることか

ら、両柵は、同時併存していた可能性が高い。

この 2条の柵は、中核期をなす I期の掘立柱
tiJ 

イ建物跡群とも併行関係にあり、方形区画溝と

柵、そして、掘立柱建物跡からなる中核的施

設の構造が、明らかになった。なお、溝22の

堆積土から土手などに生育するイラクサの花

粉が検出されており、区画溝内外のいずれか

に堤が構築されていた可能性が高い。次に、

特徴的な柱穴について概観しておきたい。

柱穴828（第102図l、図版第55-3) 検出

市

tム
円
〈
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面における掘形直径は、おおむね0.6mで、あ り、やや不整円形を呈している。深さは0.28mで、あ

るが、南西部分については、ゆるやかな傾斜面を形成していることから、柱根の抜き取り時に柱

穴の肩部を削り込んだことが想定できる。一方、北東部では、掘形の埋土がわずかではあるが確

認できた。抜き取り痕を示す明確な埋土の輪郭は、断面においても十分、認識できなかったが、

抜き取り跡から土師器の甑（77）と土師器の高杯脚部が2点出土した。各個体の一部が地山面に接

していることから、柱根抜き取り直後に投棄されたと考えられる。出土状況からていねいに埋納

されたとは考えられないが、甑および高杯脚部であることから、何らかの宗教性を看取できる。

柱穴939（第102図2、図版第56-1) 検出面における掘形直径は、おおむね0.34mを測り、深

さは0.25mを測る。また、柱痕の直径は、 0.2mであり、ほぼ垂直に樹立されていたことが断面

で観察できる。柱痕の最下部から柱穴828と同じく土師器の甑底部（95）が横位の状態で出土した。

出土状況からていねいに埋納されたとは考えられないが、破砕された甑の出土は、何らかの宗教

的意義を看取すべきである。

柱穴943（第102図3、図版第55-2) 検出面

での掘形直径は、0.58mを測り、深さは0.25m

である。ていねいな断面観察を繰り返したが、

柱痕を示す輪郭線は確認できなかった。柱穴底

面からは須恵器の杯蓋（86）と土師器の直口査が

埋納された状況で出土した。おそらく 、柱根の

抜き取り直後に埋納されたと考えられるが、 建

物と密接に関係する宗教的儀礼に使用された土

器を意図的に埋納した可能性が指摘できる。な

お、古墳時代後期前半の埋葬施設の副葬品とし

て土師器の直口査が、 l点のみ出土する事例が、

多くの地域で議誌されているが、埋葬に係わる

宗教的儀礼と建物に係わる宗教的儀礼で使用す

る土器に共通器種および器形が使用される事実

は、興味深い現象である。当該柱穴の埋納土器

!?7 をその典型例として認識しておきたい。なお、

柱穴587からは土師器の甑（図版第57-3）、柱

穴889・945（図版第57-1・2）では柱根を確認

した。最後に、掘立柱建物跡群の時期設定につ

いてふれておきたい。
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掘立柱建物跡の主軸が、方形区画溝口・ 22・

979および柵9の主軸と一致する I群とおおむ

ね磁北に主軸を もっE群に分類することができ
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ること は先述した。掘立柱建物跡の規模が相対的に大きく、区画溝と主軸が一致する I期の掘立

柱建物跡群（第103図） こそが、森垣外遺跡での集落成立期の一群であり、 比較的小規模の掘立柱

建物跡が主体をなすH期の一群（第104図）は、 それよ り後出する掘立柱建物跡である可能性が指

摘される。しかし、具体的な時期比定は、森垣外遺跡全体の中で考慮すべき問題でもある。今後

ーヨ ， ／＼三←一－， f ←一 一一一一司－－－＞ξP士二ブ叫一戸グ－：； ::__ 
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溝13・14断面図（作成位置は第14図に表記）

1・暗茶褐色土 2・灰褐色土 3・灰色砂 4灰褐色砂

5・灰褐色砂 6淡茶褐色砂 7：暗茶褐色土 8濁灰褐色砂

9灰色砂 10：暗灰褐色粘土（S D13) 

。 2m 

D主制改会ζ主吋~望ぎD

の調査成果を勘案し、

f食言すを深めていきたい

と思う 。

b.方形区画溝13・

22・979（第97図、図版

第55-1・2) I期

の掘立柱建物跡群を囲

緯する方形区画溝は、

南辺を溝口、西辺を溝

溝22断面図

1暗褐色砂質土 2淡茶灰色砂

22、北辺を溝979とし
3黒褐色粘土（砂混）

4濁茶褐色粘砂 5：淡茶褐色砂 6.暗茶褐色土 て調査をすすめた。
7暗褐色砂質土（砂が多い）8黒色粘土

10淡 貧褐色砂 11建築部材

9黒褐色土
溝口は、遺構検出面

での最大幅は、2.6m 

を測り、最深部で0.38

mを測る。溝の最上層

I A" 
r 

五 三二型 的三？？ は、奈良時代の池沼状

S D22A区遺物出土地点分布図 遺構SXl4によって削

A 
り取られており 、明確

区
｝七判m な輪郭は認識できなか

B 一一一一ー • , . B’ 

ったが、土層断面を確

S D22B区遺物出土地点分布図 認する目的で設定した

断ち割り断面 （第105

E官当五基Fc- 図）の観察により堆積

状況などが把握でき
S D13C区遺物出土地点分布図

た。一方、溝口の下層

には、幅4～ 6mの流

路内でよく見られる堆

債士を確認しており、

C地区北端部で検出し

Sm た流路4・5との関連

が想定される。明確な
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切り合いが確認できなかったが、溝13とC地区流路4・5は、同時に併存した可能性がある。最

TK23～47型式に比定できる土器が出土している。下層からは、

一方、溝22（図版第58-3）は、検出幅が約5m、深さが0.3mを測り、その内側には幅0.7～ 2 

m・ 深さ0.63mの溝が一段深く掘り込まれている。上面の溝は、地形が傾斜し、削平深度が深く

しかし、内側の一段深く掘り込まれている溝は、掘なる Bl地区北方ではすでに消失している。

削深度が深いため、徐々に検出面の幅は狭くなるが、調査区西壁部にまで及んでいることが確認

できた。溝内から須恵器や土師器とともに建築部材などの製品と考えられる木器が出土している。

溝の下層では、概してTK23 ・ 47型式に比定できる土器が出土する傾向が見られ、上層では、 M

Tl5からTK43型式の須恵器が混在している状況である。特に、下層から出土する土器群は、溝

全体の出土量に比べると少なく、 土器の出土地点を垂直面（第105図下段）に投影し、出土地点を

見れば、多くが上層に集中する傾向が見られる。なお、堆積土から土手に生育するイラクサなど

の草本類の花粉が検出されている。区画溝内外のいずれかに堤が築かれていたのであろうか。

溝979は、方形区画溝の北辺をなす幅0.4～0.8m・深さ0.4mを測る溝である。断面は、「UJ

わずかに蛇行している。基本的な埋土は、暗茶褐色土であるが、部分的に暗字形を呈しており、

茶褐色砂質土の堆積が観察できる。出土遺物の大半は土器であるが、木片の出土がわずかながら

T K23～47型式に比定できる蓋杯や認められる。土器には第115図210～215に見られる ように、

査・蓋などがある。これらの土器群は、溝22下層出土土器と同型式である。

これらの直交ないし平行する 3条の溝は、位置関係と出土遺物から同時期に併存したと考えら

れ、また、区画内部で確認された掘立柱建物跡とも同時期であることから、中核的な掘立柱建物

しかし、溝13・979の東方向の延伸距離は測

H=43m 

一三宝Z － 

／ 

跡群を区画する目的があったことを示唆している。

三二"'F_H=43m 

以
H=43m 

－τ二丈一

ーミ二E H=43m 

一三三Z H=43m 

0 1m 

第106図溝878実測図

溝の埋土は暗茶褐色土の単一層
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定できず、全体の規模については不明であり 、今後の発掘調査に期したい。溝22の直線距離は、

おおむね46mで、ある。

c.小区画溝878（第106図、図版第61-3) 

Bl-3地区の流路875の南部分で検出した方形溝である。北西辺は、 TKIO～43型式の土器

を多く含む流路875により消失していることから、開削時期は、流路875埋没以前に想定できる。

検出した 3方向の溝幅は、 0.3mであり、深さはおおむね0.2mと均一である。削平部分を想定す

る必要があるが、溝底は凸凹せず、意図的に均一に開削されたと考えられる。西方の溝と南方の

溝は、連接せず、区画溝南隅には、掘り残し部がある。溝の開削深度が約0.2mで、あることから、

後世の削平を免れ、陸橋状を呈したとは考えられず、意図的に掘り残したと考えるべき状況であ

る。平成 9年度のAl地区で検出した大壁住居跡635と類似する性格も視野に入れる必要がある

が、溝底には柱穴や杭跡もなく、当該溝が建物の基礎であった可能性は少ない。 I期の掘立柱建

物跡群と主軸がおおむね一致していることから、中核的な掘立柱建物跡群を形成する一部の施設

として考えておきたい。なお、溝で区画された内側では、掘立柱建物跡43を検出しており、その

関連を検討する必要がある。また、溝
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第107図竪穴式住居跡15・16実測図

-135-

内から第119図316. 322に見られるよ

うにTK208型式ないしTK23・47型

式の土器が出土している。溝875との

切り合い関係に矛盾はない。

d.竪穴式住居跡15・16（図版第58-

1・2)

B l地区において明確な輪郭を認識

できた竪穴式住居跡は、 2基のみであ

る。しかし、他に竪穴式住居跡の隅部

の周壁溝らしき溝23（第97図）なども検

出しており、 2基以上の竪穴式住居跡

が存在した可能性は極めて高い。

竪穴式住居跡15（第107図）は、先述

した方形区画溝22の最南端部で検出し

たため、下層の溝と竪穴式住居跡の埋

土の識別が極めて困難であった。その

ため、平面的な遺構輪郭の検出ととも

に断ち割りによって断面観察を行っ

た。その結果、東西4.4m、南北2.9m

の不整形な長方形プランを呈し、検出

面から床面までの深さは、 0.2mを測
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る。上部構造を支える四柱穴は、 2か所では検出できたが、他は、確認できなかった。埋土も暗

茶褐色土の単一層であり、床面から第115図231～246の土器が出土した。

竪穴式住居跡16（第107図）は、同じく溝22の最上面で検出したが、溝22の上面で検出した部分

は、埋土がほとんど残存してお匂ず、溝22以西において暗茶褐色土の埋土を確認したに過ぎない。

上部構造を支える四柱穴は、南北が2.4m、東西が2.6mの間隔で、配置されている。床面からわず

かな遺物が出土している。なお、床面で検出した井戸307（第108図）は、後述するように、当該住

居跡にともなう遺構である可能性が高い。

これら 2基の竪穴式住居跡は、出土遺物からおおむねMTl5型式に比定できる。先述した溝22

の開削時期がTK23～47型式であり、その上位に位置する竪穴式住居跡群がMTl5型式であるこ

とから、方形区画溝の存続時期を決する上で重要な根拠を提示する遺構でもある。それとともに、

掘立柱建物跡から竪穴式住居跡へと変化する現象が確認できたことは、森垣外遺跡の遺構変遷を

考慮する上で重要な根拠を得たといえる。

e.井戸・土坑・流路等（第108図） B l地区では、多くの遺構を検出した。ここでは、主要

な遺構を抽出し、概観するに

。
1暗灰褐色土
2暗茶褐色砂利層

－~ ~ 

Y＝ー192唱 985

~ 

l廿与ト

ザ j
／〈

止めたい。

井戸307（第108図 l、図版第

59-1・2) 竪穴式住居跡16

床面で検出した井戸跡である。

直径0.75mの不整円形の掘形

SE460 内に、不整六角形を呈するよ

X= 118. 198 民り

1 
lm 

淡黒灰色
加 と 粘 土

,,_,.,,,,. ... 2ご 2

淡黒灰色粘土（細かL、）

SK996 

三二コ . I ~3.5m 
SK1 ＼」＿＿，＿..... ミ去一下で~

士二二さ＇＂－ 4～ー占一一一一一一一一三4士： 4 

－一一J 羽 o h笠伽 1濁黒灰色土 2：黒灰色砂質粘土
一－G:;一一 →言 ιー （地山ブロック混） （灰色砂と混じる）
人一一γγ ’ 土 3黄灰色砂0 4黒色粘土 lm 

3 
1暗灰褐色粕質砂（灰色細砂ブロックを多く含む）

第108図井戸 ・土坑実測図
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井筒からなる。大半の木板は、

掘形底面の喋群上面まででと

まっているが、北端の木板は、

掘形底面が細砂層であるため、

掘形底部を貫通し、下層に堆

積する砂利層まで打ち込まれ

ている。きわめて小規模な井

戸であるため、集落内で必要

な飲料水を確保するための用

途は想定できず、竪穴式住居

跡16の屋内に設けられた取水

施設と考えておきたい。なお、

当該遺構は、井筒内の堆積状

況と井筒底面が砂層であるこ
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とから、湧水を目的にした井戸としての機能を有していたと判断できる。住居跡16と当該遺構が

密接に関連する決定的な根拠がないため、別に記述した。

井戸460（第108図2、図版第60-1・2) Bl-2地区と B1 -3地区の境部で検出した遺構

である。検出面の輪郭は、不整な方形を呈しており、南北1.3m ・東西1.65mを測る。また、井

戸底面は、南北0.9m・東西l.15mを測ることから元来、方形の井戸枠を有していたことが分か

る。検出面から井戸最深部までは、南端でlm、北端で0.8mを測る。井戸内の堆積状況は、放置

された井戸枠を確認した層が、暗茶褐色土層であり、中間層として暗茶褐色粘質土層が堆積して

いる。また、まとまって土器が出土した層は、淡黒褐色粘土層であり、その下層にわずかではあ

るが、淡黒褐色砂質土層が堆積している。基本的には、井戸枠材は抜き取られているが、抜き取

り作業以後に、第115図216・219・221・225に図示した土器群が、埋納されたと考えられる。

土坑 1（第108図3、図版第57-3) B 1 2地区最南端で検出した南北1.34m ・東西1.2mの

方形プランを有する土坑である。土坑検出面から底部までの深さは、 0.15mで、あり、埋士は、暗

茶褐色土の単一層である。土坑からの出土遺物には、埋土中に土師器細片が混入しているが、須

恵器の聾360が、口縁部を上位にした状態で埋納されていた。土師器細片が出土していることか

ら廃棄を目的に穿たれた土坑である可能性も指摘されるが、奮の口縁部のみを埋納している点を

考慮すれば、何らかの宗教的要素をその出土状況に見い出すことができる。

J，’ 94 

10cm 

第110図 出土遺物実測図
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南北1.3m・東西0.65～0.8mを測る不整な隅丸方形土坑である。土坑の土坑996（第108図4)

深さは0.4mを測り、基本的には図示したように 3層に分層できる。土坑内から第120図345～346

の土器が出土している。

B 1地区最北端で検出した流路跡流路875・887（第97図、図版第60-3・図版第62-1・2) 

TK23～47型式のであり、流路887が流路875を切り込んでいることが判明した。出土遺物には、

須恵器も含んでいるが、多くはTK43型式に比定できる土器が多いことから、 当該時期に集落内

土坑876（第97図）は、直径3.5m・深さ0.3mを測る正円形を呈する土坑である。先述した流路

の雨水を効果的に排水する目的で開削されたと考えられる。

TK43型式に比定できる土器が出土している。875・887を切り込んでおり、

f .出土遺物

集落跡の発掘調査では、古墳の埋葬主体部の調査と異なり、遺構一括資料を中心に図示するだ

戸手ts

~＇＂＇ nu 
nu 

『，z

・1

9

i
 

一一二
一
一
一－一一一一

／
一
一
一
t

－一一
一
一一三

元7

γ－－7 
＼ミーー＿，，，，103

Jー才 丈一十－ ~

「-----r
又扇倒。「

下三
一

-139-

一一一一一一一~ 

一－ ι 一
？ --・' -' ~ ~ 

1
 

1
 

1
 

2

’
 

J

’
 

，，
 

’ -~－ 1 I 

r 

、
＼ 

f

円に一一

: : 110 

。

第111図

108 

イデ~~＼＇「／



京都府遺跡調査概報第91冊

けでは、遺跡そのものの年代観を表出できない場合が多い。そのため、説明を加えていない遺構

出土遺物や包含層出土遺物も図示し、型式を中心に概観する。

柱穴内出土遺物（第109・110図） 57は、柱穴613出土の須恵器、蓋である。おおむね、 MT15 

型式に比定できる。同型式に比定できる須恵器は、柱穴420・31からも出土している。また、 70

は、柱穴813から出土したTK23～47型式に比定できる須恵器である。60は柱穴497、61は柱穴

496、72～74は柱穴650・695・815から出土したTK43型式に比定できる須恵器である。その他、

69は柱穴712から出土した土師器、甑把手である。把手中央部に上位から穿たれた刺突孔がある。

77は柱穴828から出土した土師器、甑である。底部中央に隅丸方形の穿孔部を有し、四方に長楕

円形の穿孔部を有する。78は、柱穴438から出土した端部が肥厚する鉄製品である。残存率が不

良で、全体の形状は不明であるが、内方に肥厚する端部がわずかに湾曲することから、鉄製容器
（桂4)

であることも考えられる。93は柱穴947から出土した硬質の製塩土器である。胎土・焼成 ・色調

から和歌山県紀淡海峡付近に原籍を求められる。88は柱穴923から出土した無蓋高杯である。鋭

く突出する稜からTK23～47型式に比定できる。92は柱穴883から出土した須恵器、器台脚部で

ある。ていねいな波状文と規則的な円形・方形の透かし孔を有しており、 TK23～47型式に比定

できる。95は、柱穴939から出土した土師器、甑底部である。中央に l孔を穿ち、四方に長楕円

形の穿孔をもつが、長楕円形の穿孔部間に直径l.6crnの円孔が穿たれている。このような穿孔は、

他の甑には見られず、当該土器の特性であろう 。

方形区画溝13出土遺物（第111図） 最下層からは、 TK23～47型式に比定できる96・97・101の

須恵器が出土しており、最上層ではMTl5～43型式に比定できる土器群が出土している。98は、

有蓋高杯の蓋であり、内面に青海波文がある。109は、中央に l孔、 3方に長楕円形の孔が穿た

れた土師器、甑の底部である。石製品としては、 113の有孔円板、 114の砥石などがある。

方形区画溝22出土遺物（第112～114図） 溝22の最下層からは116～119に見られるようなTK23 

～47型式に比定できる土器が出土しており、中間層 ・最上層からはMTl5～43型式に比定できる

土器が出土している。全体的な傾向としては、先述したようにTK23～47型式の土器が少ないこ

とが指摘できる。なお、 123は、有蓋高杯の蓋であり、内面に漆が付着している。

116～119は、内傾する口縁端部を有し、肩部の稜は比較的明確であることから、 TK23～47型

式に比定して大過ないところである。また、 120～123は、天井部も丸く肩部の稜が鈍いことから

MT15型式に比定できる。124～126は、口径が14crnを測ることと形骸化した口縁端部を呈してい

ることからTKlO型式に比定できる。131は、天井部が低く、口径も124～126に比べて小型化が

見られることから、 TK43型式に比定できる。一方、杯身は、杯蓋におおむね対応する形態的特

徴を各々の個体に見い出すことができる。157は、 TK43～209型式に比定できる須恵器、高杯で

ある。杯部は通有に見られる形態であるが、脚部外面にはていねいな波状文が施されている。

160は、無蓋高杯で、精織な成形である。166は、高杯の脚部に方形透かし孔が穿たれている。

177は、須恵器、器台である。口縁部に面をもち、 2条の波状文帯が施される。底部内面には

青海波文、外面には平行タタキ目が観察できる。全体的な形態と胎土・焼成 ・色調から陶邑古窯

-140-



森垣外遺跡第3次発掘調査概要

第112図出土遺物実測図(116～171.講22)
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社群産の須恵器である可能性が高い。178は、灰褐色を呈し、胎土が綴密な製塩土器である。口

径が4cmを測り、形態的特徴から和歌山県紀淡海峡付近に原籍を求めることができる。180は、

口径6.8cm・器高4.4cmを測るミニチュアの土師器である。同じ形態的特徴をもっ個体として192

が出土している。182・183は、口縁部下に屈曲部をもっ土師器、鉢である。191は、外面をてい

ねいに磨いた脚付きの鉢である。鉢の形状は、 182・183に近似しているが、小型である点と脚が

付く点に当該土器の特性がある。土師器、 護は、口縁端部に面をもっ個体194～197と尖頭状を呈

する個体193に分類できる。また、口縁端部が外方に屈曲する土師器198・199も認められる。

201は、直径l.4cmを測る土玉である。集落出土例としては、希有な事例である。202・203・

206は、粗雑な成形ではあるが、直径は2.6～4.2cmを測る有孔円板である。205は、不整ながら円

形に成形されているが、未穿孔であることから有孔円板の未製品であろう 。207は、滑石製紡錘

車である。208は、最長6.8cm、最大の厚みl.4cmを測る椀形鉄j宰である。部分的に鋳膨れが見ら

れ、多くの砂粒が付着している。単なる鉄淳ではなく、椀形を呈していることから、集落内での、

鍛冶以外の作業も視野に入れる必要がある。209は、内径2.4cmを測る輔羽口である。
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以上が、溝22から出土した遺物であるが、図化にあたり、遺構の年代がおおむね把握できる数

量に留めたことを付記しておきたい。

方形区画溝979出土遺物（第115図） 溝最下層から一括で出土した土器群である。須恵器蓋には、

内傾する口縁部を有し、肩部稜が比較的明瞭な210と、シャープに仕上げた口縁端部と器高が低

く、稜が鋭い211、そして、それらよりは後出する要素をもっ213が出土している。基本的にはT

K23～47型式に比定して大過ないところである。また、 214は、口縁端部が欠損するものの、受

け部の直径が、 13.6crnを測る須恵器の有蓋長頚壷である。外面に波状文帯が2帯施され、外面の

色調が、淡黒色を呈している。胎土は徹密で、焼成は堅織である。215は、口径20crn・器高

lOcrn・天井部直径14crnを測る蓋である。口縁端部が外反し、天井部中央に扇平なつまみが付く 。

天井部には、 4分割された圏線内にヘラ工具による刺突文帯が施されている。胎土は綴密、焼成

は良好、色調は淡褐色を呈している。陶邑古窯土l上群においてもあまり確認できない事例であり、

系譜や編年的位置付けが検討課題である。

井戸460出土遺物（第115図） 井戸の底部からまとまって216・219・221・225の土器が出土し

た。216は、須恵器蓋であり、 TK43型式に比定できる。221は、口縁部と体部は接合しないが、

胎士および焼成・色調・成形技法から同一個体と認識できる還元焔焼成の長頚査で、ある。口径

8.4crn ・頚径6.8crn・体部最大径13.6crn ・復原器高18crnを測り、器壁は均一である。頚部内面 ・肩

部内面には指ナデ痕が顕著で、あり、体部外面には、不整方向のヘラミガキが観察できる。底部外

面には、ヘラケズリ痕が顕著に観察できる。当該土器の色調は、灰白色を呈しており、胎土も徹

密であることから、還元状態で焼成されたことを示しているが、ヘラミガキや指押さえ痕、そし

て、肩部内面には粘土接合痕が明瞭に残存している点などは、一般的に土師器に見られる特徴で

ある。保守性の強い土師器の技法を踏襲して焼成された須恵器と解釈できることから、何らかの
（注3)

宗教的な用途が、焼成段階から意識された可能性を指摘したい。なお、和歌山県紀淡海峡付近の

硬質製塩土器に胎土などが酷似している。225は、口径17.4crn・器高8.6crnを測る片口の土師器鉢

である。口縁端部内面には、沈線がめぐり、体部下半は、斜め方向のヘラケズリによって成形さ

れている。焼成後に口縁端部の一部を打ち欠いて、片口にしている。なお、 217は、 TK43型式

に比定できる須恵器蓋であり、 220は、口縁部が外反する土師器鉢である。同型式の一括資料と

して好例である。

竪穴式住居跡15出土遺物（第115図） 溝22上面で検出した遺構であるため、竪穴式住居跡の埋

土上層には、わずかながらTK43型式に比定できる土器も散見できる。しかし、平成9年度A1 

地区で検出した竪穴式住居跡群が、おおむねMTl5型式に比定できることと床面直上の土器がM

Tl5型式であり、上層出土土器と年代的なヒアタスがあることから、当該遺構の帰属時期を示す

土器群を231・232・235・237・238と考えておきたい。243は、角状耳をもっ提瓶であり、 245は、

全長4.3crnを測る肩平な滑石製勾玉、 246は直径0.5crnの滑石製臼玉で、ある。

流路875出土遺物（第116図） 基本的には中核的な掘立柱建物跡群を検出した遺構面の一部を削

り込んで形成された流路であるため、元来、 TK23～M Tl5型式の遺構に伴う遺物群が、混入し

144 
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ている可能性が高い。247は、尖頭状をなす口縁端部ではあるが、口径および口縁部の形態から

MT15型式に比定できる。249は、口径と口縁端部の形態からTKIO型式に比定できる。これら

に伴う杯身も出土している。また、 259・262は、立ち上がりが短く内側に傾いていることからT

K43型式の特徴を有している。266は、口径15.2cmを測る麗の口縁部である。胎土は綴密、焼成

守で二五
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は堅徹、破断面の色調は暗紫色を呈していることから陶邑古窯祉群産の須恵器である。268は、

法量など不明であるが、波状文を施した器台脚部と考えられる。272は口径7.2cm ・器高4.8cm、

273は口径7.2cmを測る製塩土器である。内面には員殻条痕による成形痕が顕著に残存しており、

色調は茶褐色を呈している。色調・形態的特徴から和歌山県紀淡海峡周辺で生成された製塩土器

である。森垣外遺跡では、多くの製塩土器細片が出土しているが、同地域からの搬入品も一定量

確認できる。271は、脚部がスカート状に開く土師器高杯である。杯部は、ほほ直線的に聞き、

形骸化が著しい。277は、土師器甑底部である。底部両側に長楕円形の穿孔部をもっ。276は、受

け口状の口縁部をもっ把手付き歪である。

第117図278は、直径3.8cmを有する鉄製紡錘車である。軸の上下端はすでに欠損している。279
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不明であるが、響曲する特徴に、用途を理解する要素があろ

う。280は、全長8.4cmの釘で、ある。281は琉泊片である。

流路887出土遺物（第118図）

た地点で検出した遺構であり、流路が形成される以前の遺物

が混入している可能性が高い。282は、 口径が11.2cmを測る

須恵器蓋である。内傾する口縁端部が、形骸し沈線下してい

るが、稜は明確である。天井部の形態からMTl5型式に比定

して大過ないであろう 。283・284については、 282と比べて

やや口縁端部の沈線化が進行し、稜の突出度も低くなってい

るが、次型式のTKlO型式に比定するには古い要素が残存し

ていることから、おおむねMTl5型式の範障で把握しておき

たい。285はTK43型式、 266はTK209型式に比定できる。

一方、杯身では、 287がMTl5型式、 288がTKlO型式に比定

でき、 289～295がTK43・209型式に比定できる。296は口径

11. 2cm ・脚径7.2cm・器高 8cmを測る無蓋高杯である。脚部

には 3方透かし孔、ヘラ記号がある。全体的にシャープな成

形と胎土・焼成・色調から陶巴古窯社群産の須恵器である。

303は、中央に l穴、 四方に長楕円形の穿孔部をもっ土師器

の甑である。

。

日

も
第117図 出土遺物実測図

278～281.流路875

土坑876出土遺物（第119図） 流路875・887を切り込んで、掘り込まれた土坑である。309. 310は、

T K43型式に比定できる杯身である。311は、 口径13.6cm ・脚径7.2cm ・器高5.5cmを測る脚付盤

である。脚部には 3方に小孔が穿たれている。314は、球体をなす体部と大きく開く口縁部から

なる躍である。315は、最大長9.6cm、最大の厚みがl.4cmを測る三角形状の滑石原石である。共

雑物を多く含んでおり、良質ではないが、集落出土の滑石の原石として重要で、ある。供給源の特

定が待たれる。紀淡海峡周辺の製塩土器とともに搬入された可能性もあろう 。

溝878出土遺物（第119図） 中核をなす掘立柱建物跡群が位置する区画溝内の小区画溝として認

識した溝からの一括資料である。316は、 口径14.6cm、器高5.2cmを測る杯蓋である。317は、 口

径12.8cmを測る須恵器、杯身であり、 口縁端部はシャープに仕上げている。319は、 口径1l.2cm 

を測り、高い立ち上がりと口縁端部はシャープに仕上げる特徴がある。322は、 口径8.8cmを測り、

内傾する口縁端部とほぼ垂直に立ち上がる口縁部をもっ。318は口径12cmを測る査の蓋である。

沈線化した口縁端部を有し、丸い天井部をもっ。天井部には中央部が窪むつまみが付く 。325は、

口径46cmを測る須恵器、器台である。口縁端部が肥厚し、 シャープな稜と波状文が施されている。

色調・焼成・胎土から陶邑古窯土止群産の製品と考えられる。これらの土器群は、先述した溝22お

よぴ979出土土器の型式に酷似しており、 T K23～47型式に比定して大過ないところであるが、

317・322の全体的な形態からTK208型式にまで遡る可能性も高い。326は、砂岩製砥石である。
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流路869出土遺物（第120図）

四面には溝状の擦痕などが観察できる。

口径流路875とほぼ同一地点で検出した遺構である。329は、

15.4cmを測る須恵器杯蓋である。肩部の稜は明瞭で、あるが、沈線化する口縁端部と器高からTK 
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10型式に比定できる。330の口径は14cmを測り、 329と同一型式に認定できる。331は口径12cm、

333は口径14cm、326は口径12.Scm、337は口径13.2cmを各々測る。口縁部の形態と口径からやは

りTKIO型式に比定できる。334は、 口縁端部の一部が外方に鋭く突出する直口査である。341は、

内反する口縁部をもっ歪である。いわゆる直口棄の系譜上に位置付けられる土器である。343は、

口径18.4cmを測る土師器高杯である。平らな杯部から鋭く屈曲し、 口縁端部は外方へ屈曲してい

る。大型高杯に分類でき、 T KIO型式においてもなお存続することが本例をもって確認できたこ

とは、須恵器出現以後の土師器編年の基礎資料となる。344は、全長8cmを測る鉄製鎌である。

柄装着用の折り返し部がある。

土坑996出土遺物（第120図） 345は、 口径6.6.cm ・器高4.8cmを測る土師器椀である。内外面は

ナデ調整を行なっているが、外面に粘土接合痕が観察できる。ミニチュア土器の範曙に入る土器

であろう 。346は口径13cmを測る土師器高杯である。内湾する杯部をもち、脚上部には、縦方向

の不整な面取り状の調整が見られる。

一
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第119図 出土遺物実測図（309～315.土坑876 316～326.溝878)
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流路14出土遺物（第120図） 方形区画溝口の南隣接部で検出した溝であるが、出土遺物には奈

良時代の土器を含んでいる。348は、 MTl5型式に比定できる須恵器杯蓋である。また、 349は、

T K43型式に比定できる有蓋高杯である。358は、底部中央がわずかに隆起する土師器である。

平底を意図して成形された可能性があり、聾の底部として把握しておきたい。また、 357は、平

底を呈する土師器の底部である。後述する弥生中期前半の356とは胎土などが異なっているため、

古墳時代の土師器と捉えたい。このようにMTl5型式からTK43型式にいたる土器が出土してい

ることから、奈良時代以前の遺物が原位置から遊離し、流路14に混入したと考えられる。

351は口径12.4cm、352は口径16cmをそれぞれ測る土師器椀である。355は、滑石製紡錘車であ

り、傾斜面に印刻による斜格子状の文様をもっ。359は、斜格子タタキ目をもっ平瓦である。端

面は、ヘラ切りによる成形痕が観察できる。当該溝からは、同様な瓦片の出土を他にも確認して

， , 355 

359 

10cm O 5cm 

344・355

第120図 出土遺物実測図

327～344.流路869 345・346.土坑996 347.土坑920 348～355・358・359・385.流路14

356・357.土坑18
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おり、出土地点より南西方向に関連施設が存在する可能性がある。一方、 356は、底部に葉脈の

圧痕が残存する弥生土器である。おおむね中期前半に比定できる。森垣外遺跡では、弥生土器片

やサヌカイト製の石鍛や剥片が出土するが、すでに削平を受けた弥生時代の遺構が存在した可能

性を示唆している。

土坑 1出土遺物（第121図） 360は口径19.6cmを測る須恵器聾である。頚部以上のみを土坑に埋

納しており、体部は残存していない。口縁部中央でわずかに屈曲し、端部に面をもっ、いわゆる

古式土師器、蓋の口縁部に近似する形態を有しており、初期須恵器の範曙で捉えておきたい。

溝373出土遺物（第121図） 361は、口径13.2cmを測る無蓋高杯である。全体的にシャープな成

形である。363は、口径11.2cmを測る杯身である。受け部下段に波状文を施しており、胎土 ・焼

成・色調から陶邑古窯祉群産と判定できる。当該遺構から出土した須恵器は、全体的にMTl5型

式に比定できる個体が多いが、 363は、先行型式として認定することもできる。

土坑723出土遺物（第121図） 370は、大型の土師器高杯である。平らな底部から外轡する口縁

部からなる。共伴する368の須恵器杯身とは、型式差がある。

土坑459出土遺物（第121図） 上面で検出した方形土坑であり、おおむねTK43型式の特徴を有

している。しかし、 375～377に見られる製塩土器は、還元焔焼成で、色調は灰褐色を呈している

ことから、和歌山県紀淡海峡付近からの搬入土器と考えられる。紀淡海峡に所在する西ノ庄遺跡

などが、供給源と考えられるが、これらの遺跡の存続期間は、 TK43型式までは到らないことが

判明しており、土坑開削時に下層遺構に包含される土器が混入した可能性も高い。

土坑9出土遺物（第121図） 378は、おおむねTKlO型式に比定でき、 379は、おおむねTK43 

型式の特徴を有している。

土坑879出土遺物（第121図） 393は、白色砂岩系の方形柱状体を呈する砥石である。森垣外遺

跡からは多くの砥石が出土しており、本例に見られる形態を有する個体が多く見られる。

土坑44出土遺物（第121図） 394は、体部最大径が20cmを測る弥生時代の童形土器である。平ら

な底部と精綴な球体をなす体部から弥生時代中期前半の特徴を有している。また、 395は、口径

14.8cmを測る弥生時代の壷形土器である。口縁端部外面には、 刻み痕が観察でき、 394と同じく、

弥生時代中期前半に比定できる。

包含層（L.N.4A・4b）出土遺物（第122図） 包含層からの出土遺物は、多量であり、第122

図に図示した遺物は、ごく 一部である。396は、口径14cmを測る須恵器杯蓋である。内傾する口

縁端部を有し、形骸化した肩部稜であることから、 MTl5型式に比定できる。397・398は、肩部

稜が明瞭で、はあるが、口径が15.2cmを測ることからTKlO型式に比定できる。TKlO型式に比定

できる杯身には、 402がある。404～409は、 TK43～209型式に比定できる形態的特徴を有してい

る。410は口径19.2cmを測る鉢である。411は脚付の鉢であり、口径は9.6cmを測る。類例に乏し

い器形である。413は口径9.2cm・器高6.2cmを測る椀である。波状文の施文が見られる。 418は体

部最大径が21.2cmを測る提瓶である。肩部に響曲する角状の耳が付されている。421は、 椀状の

杯部を有する口径14.4cmを測る土師器高杯である。422とは同じ土師器高杯であるが、形態差が
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認められる。424は、口径12cmを測る土師器歪である。口縁端部がわずかに S字状を呈している

特徴が見られる。426は、口径が18.8cmを測る土師器蓋である。口縁部からほとんど屈曲しない

体部に個体の特性が見られる。429は全長3.9cm、430は全長3.3cm、431は全長3.8cmを測る扇平な

滑石製勾玉である。これら 3点の滑石製勾玉は、法量や形態に異なった要素が多く認められるが、

基本的には粗い成形であることから森垣外遺跡において製作された可能性が高い。これは、滑石

原石の出土とも密接な関連があるが、集落内で日常的使用が頻繁であったからこそ、粗雑な滑石

製模造品を大量に製作したのであって、技術的に未発達であったことに粗雑化の原因を求めるこ

とはできない。これについては、 432・433の有孔円板にも認められる。434は、剣形石製模造品

であろうか。

第123図435～439は、法量・形態が異なる鉄i宰である。440・441は、サヌカイト製の石鍛であ

り、 444はサヌカイ ト製の石包丁である。また、 443は、平底を有する弥生土器の壷である。石

鍛・石包丁も含め弥生時代中期前半に比定できる。445・446は、平城 I・ II型式に比定できる須

恵器杯身である。

g. その他の時代

森垣外遺跡、は、古墳時代中期から後期にかけての集落遺跡であり、南山城地域では、類例が知

られていなかった集落構造であることから、本概要報告においても、古墳時代に焦点を当てて報

告している。 しかし、弥生時代中期前半の遺構・遺物や奈良時代前期の遺構・遺物については、

わずかに記述したが、ここでは、奈良・平安時代以降の遺構について、概観しておきたい。

第97図において、復原した掘立柱建物跡は、主軸が磁北とほぼ一致する平安時代前期の建物跡

である。柱穴の埋土は、暗灰褐色砂質土であり、古墳時代の柱穴とは容易に見分けられる。また、

Bl-2・3地区の境で検出した井戸 2からは、須恵器・土師器・緑軸陶器・灰柚陶器が出土し
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第123図 出土遺物実測図（345～346.L. N. 4 b層）
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第125図 C地区遺構実測図
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ている。一方、 B1 -3地区で検出し

たほぽ平行して東流する溝871・873か

らは、第128図308の斜格子タタキ目を

有する平瓦が出土している。平行して

いることから、道状の遺構であること

も考えられる。また、 3筆の水田畦畔

の下層に打ち込まれた杭周辺から広東

椀や端反り椀の近世磁器が出土してい

る。現行の地割りが18世紀後半から19

世紀前半に執行された新田開発による

ことが追認できた。なお、B1 -2地

区溝463は、 5m東で、検出した溝と平

行している。奈良時代の土器が出土し

ており、道状遺構の可能性も視野に入

れておきたい。

(4) c地区（図版第63・64)

森垣外遺跡、における最南端に位置す

る調査区である。地表面の標高は46m

を測り、遺跡地内では最高所である。

A.層位（第124図、図版第62-3) 

基本的な層位は、現行水田の耕作土

(L.N. 1）下に床土（L.N.2）が堆積

している。床土下には、黄褐色土（L.

N. 3）が数層堆積している。一方、古

墳時代の遺物包含層であり、一部の遺

構を検出した暗茶褐色土（ L.N.4)

が、黄褐色土層下に堆積している。こ

の層は、水田造成の削平が深かったた

め、ほとんど残存しておらず、基本的

には、地山である黄褐色粘質土を遺構

検出面とした。また、調査区北方には、

流路4・5が位置し、きわめて複雑な

堆積であった。そのため、当該堆積層

上面では、遺構検出はできなかった。



B.遺構と遺物

C地区では、 Bl地区で検出したような掘

立柱建物跡群を区画する溝と古墳時代に形成

された流路、円形を呈する溝群、土坑などを

確認した。以下、検出遺構を概観する。

A.掘立柱建物跡（第125～130図）

掘立柱建物跡的（第127図） 梁間 2間（4.4 

m）×桁行3問（7.5m）の規模を有し、北から

西へ43°の主軸をもっ。比較的規模の大きい

掘立柱建物跡である。床面積は33ばである。

掘立柱建物跡72（第127図） 梁間 3間（4.8 

m）×桁行 3間以上（3.5m以上）の規模をも

ち、周囲に 4間（7.2m）× 3間以上（5.5m以

上）の廟をもっ。掘立柱建物跡の主軸は、北 、

から西へ40。振れる。方形区画溝3の内側に

位置してお り、Bl地区で検出したような中

核的な施設が当該地区にも存在することが判

明した。この建物跡は、 C地区において最も

規模の大きい掘立柱建物跡であり、流路4 ・

5を挟んで、検出した掘立柱建物跡群とは、そ

の成立した要因に相違点が存在する可能性も

ある。なお、廟については、建物を全て検出

してはおらず、流動的要素を勘案し、図中で

は掘立柱建物跡71の遺構番号を付している。

掘立柱建物跡74（第127図） 梁間 2間（3.2 

m）×桁行2間（3.8m）の規模を有し、北から

西へ35。の主軸をもっ。 床面積は12m2でAある。

掘立柱建物跡75（第127図） 梁間 l間（2.6

m）×桁行3間（3.3m）の規模を有し、北から

西へ 7。の主軸をもっ。梁間中央には柱穴を

検出していないが、 2間分を有していること

から、削平を受け、消失した柱穴を想定する

ことも可能で、ある。床面積は 9ばである。

掘立柱建物跡76（第128図） 梁間 l問（2.9 

m）×桁行2間（4.2m）の規模を有し、北から

森垣外遺跡第3次発掘調査概要
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西へ62。の主軸をもっ。梁間中央には消失した柱穴の存在を想定できる。床面積は12ばである。

掘立柱建物跡77（第128図） 梁間 3間（3.3m）×桁行4間（4.8m）の規模を有し、北から東へ70。

の主軸をもっ。 床面積は16m2で、ある。

掘立柱建物跡78（第129図） 調査地最南端で検出した掘立柱建物跡である。梁間 2間以上（2.6

m）×桁行2間以上（5.6m）の規模を有し、 真北に対し直交する主軸を有している。
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掘立柱建物跡80（第127図） 梁間 l間（1 m）×桁行2間（3.3m）の規模を有し、北から東へ70。

の主軸をもっ。桁行に対して梁間の柱間距離が極端に狭い構造であることから、居住空間として

の機能はなく、特別な施設である可能性が高い。奈良県南郷遺跡や同布留遺跡、においても検出例

が報告されている。床面積は3ばである。

掘立柱建物跡81（第128図） 梁間2間（2.8m）×桁行3間（3.4m）の規模を有し、北から東へ60

。の主軸をもっ。検出した柱穴は、やや不明瞭である。床面積は10m2で、ある。

掘立柱建物跡82（第127図） 梁間 l間（1.4m）×桁行2問（3 m）の規模を有し、北から東へ18。

の主軸をもっ。桁行に対して梁間の柱間距離が狭い構造は、掘立柱建物跡80に類似しており、こ

れらの掘立柱建物跡は「LJ字形に配置されている。床面積は4m2で、ある。

掘立柱建物跡84（第128図） 梁間2間（3.7m）×桁行4間（5.lm）の総柱の掘立柱建物跡であり、

北から東へ58。の主軸をもっ。また、北西面には建物から I間(lm）分の廟がある。C地区で検

出した掘立柱建物跡では、掘立柱建物跡72と同じく中核をなす施設であり 、隣接する建物との関

係が重要で、ある。床面積は19m2で、ある。

掘立柱建物跡85（第127図） 梁間2問（3.7m）×桁行4間（5.3m）の規模を有し、 北から東へ65

。の主軸をもっ。掘立柱建物跡77・84・86とほぼ同規模であることから、これらが群をなして中

核的施設を形成していたことを想定できる。床面積は20m2で、ある。

掘立柱建物跡86（第128図） 梁間3間（4.3m）×桁行4間（5.2m）の規模を有し、北から東へ47

0 の主軸をもっ。床面積は22ばである。

掘立柱建物跡87（第128図） 梁間3間（4.6m）×桁行4間（7.3m）の規模を有し、 北から東へ61

。の主軸をもっ。床面積は34ばである。

掘立柱建物跡90（第128図） 梁間2間（2.4m）×桁行2間（2.4m）の規模を有し、北から東へ40

。の主軸をもっ総柱の建物跡である。床面積は6ばである。

掘立柱建物跡91（第129図） 梁間3問（5.4m）×桁行4間（6.7m）の規模を有し、北から東へ41

。の主軸をもっ。床面積は36m2で

ある。

掘立柱建物跡92（第129図） 梁

間3間（3.7m）×桁行3間（5.6m) 

の規模を有し、北から西へ38。の

主軸をも っ。 床面積は21ばであ

る。

A
方

SP188 

十件45m

掘立柱建物跡93（第129図） 梁間 1濁暗茶褐色土

＝ト～／ 暗茶褐色土

1間（1.8m）×桁行3間以上（5.3 三主～～～－－－. メ 戸

m以上）の規模を有し、北から西 ＝ユ

へ58。の主軸をもっ。構造的に酷

似する点から掘立柱建物跡80・82

。 。 40c打、lm 

第130図柱穴104・188実測図
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と同じ用途が想定できる。

掘立柱建物跡95（第129図） 梁間2問（2.Sm）×桁行3間（5.4m）の規模を有し、 北から西へ48

。の主軸をもっ。床面積は15ばである。

掘立柱建物跡96（第129図） 梁間2間（3m）×桁行6間以上（7.2m以上）の規模を有し、北から

西へ47。の主軸をもっ。北西面から2間目には、束柱が想定できる。全体的な構造復原には、疑

義の残るところであるが、単に居住を目的に設営された掘立柱建物跡ではないことを想定してお

きたい。

掘立柱建物跡的（第129図） 梁間2間（2.7m）×桁行4間以上（6.7m以上）の規模で、 北から西

へ51。の主軸をもっ。

以上が、掘立柱建物跡についての概観である。流路4・5以東に展開する掘立柱建物跡72は、

区画溝3を伴っていることから、 BI地区で検出した区画溝口 ・22・979と掘立柱建物跡群と同

規模の施設が存在することを示唆している。一方、それ

らより以南に展開する掘立柱建物跡群は、南西方から北

東方に傾斜する地形に主軸をもっ掘立柱建物跡が大半で

レ あることから、明確な切り合い関係がない限り 、同時期

i¥¥¥ と判定しても良い状況にある。掘立柱建物跡毎に主軸が、

少なからず異なっているが、それは、磁北に主軸を一致

設 させていないことに最大の要因があると考えられる。奈

良県南郷遺跡における掘立柱建物跡も建物毎に角度が異

ペY・-19司282 なっている。多くの事例を検証してはいないが、古墳時

四＝三三：！：：.H:45<n 代における掘立柱建物跡の位置関係は、律令期の掘立柱

建物跡とは異なり 、厳格に建築基準を踏襲する制度が未

＼ 
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発達であったと考えられる。そのため、掘立柱建物跡毎

の主軸が一定しないと考えられる。今後、森垣外遺跡、全

域の発掘調査が終了した時点で、総合的に捉え直す必要

を指摘しておきたい。

C地区では遺物出土状況において、特記すべき柱穴は

少ない。柱穴104（第130図、図版第65-3）は、直径0.8m

を測る不整な円形を呈しており、 0.25mの柱痕を検出し

た。柱痕および掘形から第135図447～451に図示した土器

が出土している。柱痕および掘形出土の土器には、わず

かながら型式差が存在することから、この型式差が掘立

柱建物跡の存続時期を表出している可能性がある。委細

は後述するが、掘形内からはTK208型式を下限とする土

第131図竪穴式住居跡69・367実測図 器が出土しており 、掘形からはTK23～47型式を上限と

。
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する土器が出土している。C地区の

掘立柱建物跡の時期を検討する上で

一級資料である。一方、柱穴188（第

130図、図版第65-1・2）は、直径

0.3m・深さ0.4mを測り、正円形を

呈している。検出面から0.2m地点に

土師器、高杯を完形品の状態で検出

し、直下に脚部を故意に打ち欠いた

状態の土師器高杯を検出した。柱痕

自体は、上部構造物の重量により、

多少、陥没した可能性が高いが、柱

痕底部には到らないレベルでこれら

の土器群を検出している。土師器高

杯には、何らかの宗教的側面を付加

させる見解が一般的であり、本例も

埋納されている土器が土師器高杯で

あり、さらに、下位の高杯は脚部を

打ち欠いていることから、掘立柱建

物跡の解体に伴う宗教的儀礼に使用

された土器群の埋納と解釈しておき

たい。森垣外遺跡では、このような

状況で土器が出土する柱穴は、数基

検出しており、行為自体の系譜につ

いても検証する必要がある。今後の

課題としたい。

b. 流路4・5（第125・126図）

調査地最北端で検出した最大幅14

mを測る流路である。流路4と5は、

検出段階での切り合い関係は明確で

はなかった。しかし、堆積状況を把

握するための断面（第124図下段）によ

り、流路 4の埋没後に流路 5が形成

されたことが把握できた。この切り

合い関係が、人為的であるのか自然

の作用であるのかを検討しておきた

森垣外遺跡第3次発掘調査概要
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京都府遺跡調査概報第91冊

い。流路西端部は、徐々に落ち込んでいることから、地形の傾斜方向に沿って自然に形成された

ことを示している。ここから流入した雨水は、おそらく北東方向へと流出したと考えられる。し

かし、掘立柱建物跡72・73の西側を響曲しで流れる流路は、流出方向が、地形の傾斜とは一致し

ておらず、また、これらの掘立柱建物跡群を囲緯するように流れていることから人為的に開削さ

れたと考えられる。このことから、掘立柱建物跡72・73の区画溝としての機能をもちながら、西

方からの雨水を排水する目的で、流路4が形成されたと想定できる。それらがほぼ埋没した後、

効果的に雨水を排水する目的で、流路5が掘り込まれたと考えられる。流路内の最下層には、第

137図495・496のようにTK208型式前後に比定できる土器も見られる。しかし、最上層にはTK 

43型式の土器も出土し、また、 Bl地区流路14のように奈良時代前期の土器も出土している。こ

のことから古墳時代中期に開削された流路が、幾多の改修作業を経て、湿地化し、大量の降雨の

度に流路として固定された経緯を復原することができる。また、出土遺物には、精巧な滑石製鏡

形模造品517（図版第66-1）とともに多くの土器（図版第66-3）、建築部材（図版第66 2）など

も出土しており、宗教的行為の後に、使用した土器などを流路へ投棄したことも想定できる。

c.竪穴式住居跡69・367（第131図）

竪穴式住居跡69は、 一辺4.7mの方形フ。ランを呈している。南北隅部が、後世の造作などによ
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森垣外遺跡第3次発掘調査概要

り消失している。検出面から床面では、 5cm程度の埋土を確認したに過ぎない。上部構造物を受

ける四柱穴は、 2m間隔に穿たれており、深さ0.lmの周壁溝を検出した。出土遺物は検出して

いないため、時期については不明である。

竪穴式住居跡367は、西隅部を検出したに過ぎず、規模などの詳細は不明で、ある。床面からT

KIO型式の杯546・547が出土している。

d.土坑・溝

土坑108（第132図） 調査区東端で検出した隅丸長方形の土坑である。検出面から土坑底面まで

は0.6mを測り、基本的には3層の堆積層を確認した。土坑内から第139図534～543の土器が出土

しており、 MTl5型式に比定できる。

土坑79（第132図） 長軸6.7m ・短軸3.8mを測る隅丸方形の土坑である。底面までの深さは0.4

mであ り、基本的に3層の堆積層を確認している。第138図519～526の遺物が出土しており、 T

K43型式に比定できる。

土坑70（第132図） 長軸7.7m ・短軸4.5mを測る不整形土坑である。土坑自体は比較的浅く 、

0.3mを測るに過ぎない。土師器高杯が出土している。

溝52（第133図、図版第68-1) 流路4・5の南隣接部で検出した円形の区画溝である。溝の

東半が調査地外になるため、平面プラ

ンなどは不明であるが、検出範囲での

直径は12.5mを測る。基本的な溝幅は

0.3mであり、深さ0.2～0.3mの断面

「UJ字形を呈じている。円弧を描く

溝の南西部分は、地形の傾斜がわずか

ではあるが最も高くなっており 、この

地点から円形区画溝52で囲緯された中

央部に「YJ字形を呈する溝が穿たれ

ている。この「YJ字形の溝底は、溝

52の上半部に位置していることから、

溝52に流入した雨水全てが、「YJ字

形の溝に流入せず、水質が比較的安定

した上澄み水のみが流入する構造にな

っている。円形区画溝52内では、小規

模の柱穴を検出し、また、第139図575

の臼玉が出土した土坑80が位置してい

る。その関連については不明で、あるが

この円形区画溝が、竪穴式住居跡とし

ては、規模が大きいことと溝の断面形

。t;J 
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京都府遺跡調査概報第91冊

態が、浅い「UJ字形を呈していることから首肯できない状況である。円形区画溝内へ安定した

水質の雨水を引き込み、何らかの作業を行ったことを想定しておきたい。

周溝103（第134図、図版第67-2) 長径4m・ 短径3.2mの楕円形を呈している。当該遺構は、

溝75・77に切られており、西隣接部では幅1.Smの溝59が、北流している。溝幅は、 0.4mを測り、

深さは0.2mで、ある。埋土は、暗茶褐色土の単一層であり、第138図529・530の遺物からMTl5型

式に比定できる。小規模であることから、竪穴式住居跡とは考えられないが、当該遺構の用途に

ついては不明で、ある。その他、調査地内では、多くの溝や土坑を検出しているが、その配置につ

いては第125図を参照していただきたい。

e. 出土遺物（第135～140図）

柱穴出土遺物（第135図） 447～451は、柱穴104から出土した土器である。447は、天井部が平

らで、肩部稜も明瞭で、あることから、 TK216型式から ON46型式の範障に比定できる。449は、

外面に波状文をもっ杯身であるが、器形自体は、高杯の杯部に共通する要素が抽出できる。448

は、シャープな成形の立ち上がりを有しており、 ON46型式からTK208型式に比定できる。C

地区において出土した土器の中で最古型式に比定でき、掘立柱建物跡の成立時期を表出する遺物

として重要である。452は、柱穴358出土の杯身である。口径lOcmを測り、 MTl5型式に比定でき

第135図 出土遺物実測図

447～451. s p 104 452. s p 358 453. s p 633 454・463～465.s p 78 455. s p 39 456・457.s p 

336458. s p 593 459. s p 372 460. s p 546 461・462.s p 355 466. s p 348 467. s p 154 468・469.

s p 188 

pn
u
 

pnu 

唱

E
A



森垣外遺跡第3次発掘調査概要

る。453は、柱穴633から出土した杯身で、口径は14.2cmである。形態的にはMTl5型式の要素を

もっているが、口径から TKl O型式に比定できる 。柱穴78からは、杯身454・広口査

463.麗464・465がまとまって出土しており、 TK43型式に比定できる。460は柱穴246、461は柱

穴355から出土した土師器鉢である。468・469は、柱穴188から出土した土師器高杯である。脚部

を故意に欠損させており、何らかの宗教性を看取できる。

流路4出土遺物（第136図） 須恵器蓋杯470～473は、 TK43～T K209型式に比定できる。474

は、口径7.4cmを測る直立する口縁部である。査に類する土器であろうか。478は、明瞭な稜が2

条施された高杯の脚部である。透かしはなく、 TK73型式前後に比定できょう 。479は、底部厚
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京都府遺跡調査概報第91冊

がl.4cmを測る鉢である。底部粘土板外面には平行タタキ痕が顕著に残存している。482は、口径

27cmを測る器台である。通有に見られる器台に比べ、内湾している。483は、口径41.8cmを測る

大型の須恵器聾である。484・485は、ヘラ状工具による刺突孔を有する甑の把手である。486～

488は、直径1cm前後の土錘で、ある。489は、残存状態がきわめて不良であるが、移動式竃の底部

である。底部復原直径は、 34.7cmで、ある。490は、直径3.5cmを測る滑石製紡錘車、 491は上端部

が欠損しているが、白色砂岩系の携帯用砥石である。492は、金属津が熔着した輔羽口である。

493・494は、奈良時代前期の須恵器杯である。B1地区溝14出土土器と同時期である。なお、 T

K43型式の熔着した杯身と壁体473が出土しており 、森垣外遺跡周辺で須恵器生産が行われてい

ぺ
（；、正，

517 

。 10cm （~払？円 。
517・518

第137図 出土遺物実測図（495～518.流路5)

-168 
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たことが指摘できる。類似資料の増加が期待される。

流路5出土遺物（第137図） 495は、口径12.3cmを測る須恵器蓋である。内傾する口縁端部と平

らな天井部からTK216型式に比定できる。496は、直径10.9cmを測る蓋である。諸特徴からTK 

23～47型式に比定できる。その他、 TK43型式に比定できる須恵器などが出土している。なお、

513は、口径32cmの須恵器器台であり、 514はほぼ直立する体部を有する甑、 515は胴部最大径が

29cmを測る把手に穿孔部をもっ土師器の斐である。517は、 直径5.4cm、鉦を含む厚みがl.4cmを

測る精巧な鏡形模造品である。鏡背には、文様帯を区画する圏線が表現しである。府内では、木

津町吐師七ツ塚1号墳および京都市鏡山古墳に類例がある。特に、前者は、森垣外遺跡から南方

lkmに所在していることから、何らかの関連を想定することができる。518は、全長2.5cmの桃

種子である。当該流路からは、大小の桃種子が多く 出土している。栽培種であろうか。

土坑79出土遺物（第138図） 519および520はTK43型式に比定できる須恵器である。525は、穿

孔部を有する土師器の把手であり、 526は、直径4.2cmの滑石製紡錘車である。

土坑70出土遺物（第138図） 529・530は、口径が14.8cmを測る須恵器杯蓋である。MTl5型式

に比定できる。

溝 3出土遺物（第139図） 532は、 TK47型式前後に比定できる須恵器杯身である。533は、残

存長約3cmの鉄棒で、ある。

土坑108出土遺物（第139図） 539は、口径21.2cmの無蓋高杯で、ある。胎土・焼成 ・色調から問

＼＿ー
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邑古窯社群産である。540は、内面にヘラ工具の圧痕が等間隔に残存する土師器の椀である。共

伴土器からMTl5型式に比定して大過ない。

竪穴式住居跡367出土遺物（第139図） 546は、口径16cm、547は、口径14.8cmを測る杯身であり、

TKlO型式に比定できる。その他、 560は、溝59から出土した外面に釣針状の線刻紋様を有する

須恵器高杯の脚部である。573は、溝60から出土した貫通しない切り込みをもっ土師器の把手で

ある。574は、同じく溝60から出土した直径3cmの滑石製有孔円板である。

遺物包含層出土遺物（第139図） 基本的には、実測図に型式など委ねるが、 585は、直径4.3cm、

587は直径3.6cmの有孔円板で、ある。586は、直径4.3cmを測る滑石製紡錘車である。なお、 588は、

平成9年度Al地区から出土した剣形石製模造品である。剣形は、この遺跡では初出である。

以上が、出土遺物の概観である。概観にとどめたが、詳細は、実測図を参照して頂きたい。最

後に、当該遺跡の特色を表出し得る遺物を第141図にまとめた。 590は、全長3.9cmを測る土製品

である。古墳時代集落から一般的に出土する方形柱状体の砥石に形態的に近似している。しかし、

用途は不明である。591～593は、いわゆる縄薦文土器と称される陶質土器である。縄目 タタキ痕

が、縦方向に認められる592と、斜交する591・593がある。特に、 593には、沈線が2条認められ

る。これらは、朝鮮半島から搬入された土器と見るべきであり 、さらに、地域を限定すれば、加

耶地域からの搬入土器と理解される。594は、全長4.9cm、厚み 1cmの鍛冶道具で、ある。上端は金

槌による鍛打により形崩れがみられる。

f .その他の時代

流路4・5最上層からは、奈良時代前期に比定できる土器が出土していることについては、記

述したが、ここでは、弥生土器が出土した焼土坑71（第142図）について概観しておきたい。土坑

子コ才

1ocmo 

585-589 

第140図 出土遺物実測図（577～589.L. N. 4 a ・ b層）
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長軸は4.6m、幅はl.lmを測る長方形プランを呈している。深さは、最深部で0.2mを測り、土

坑の全面において、第142図に見られるように炭と焼土、そして、細片化した土器が散乱してい

る状況であった。当該土坑は、古墳時代の溝52の中央を東流する「YJ字形の溝に切られている

ことから、 MTl5型式以前であることを示している。また、土坑内から古墳時代の遺物が出土し

ておらず、第138図531の底

ー －~－

594 

。 5cm 

第141図出土遺物実測図

590. L. N. 4 b 591.流路4 592・593.流路 5 594. B 1地区流路875

径10.4cmを測る弥生中期前

半の壷形土器が出土してい

る。その性格については、

憶測の域を出ないが、土器

の焼成坑なども視野に入れ

る必要があろう 。

4. まとめ

以上が、森垣外遺跡にお

ける平成10年度に実施した

第3次発掘調査の概要であ

る。概要報告であるため検

出遺構すべてについては、

記述できなかったが、代表

的な遺構・遺物については

一定度、記述できた。 ここ

では、これらの事実報告を

基に古墳時代に焦点を絞

国炭 警警 焼土
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森垣外遺跡第3次発掘調査概要

り、遺構の変遷や森垣外遺跡が有する特質などについて記述しておきたいと思う 。なお、ここで

は、第3次発掘調査成果を中心に記述することとし、第2次調査を含めた全体の成果については、

当該遺跡の発掘調査の終了後に行いたいと思う。第143図には、 Al地区およびA2地区の平面

図を合成し、第144図には、 B1地区およびC地区の平面図を合成した。各遺構の位置関係を把

握する上で有用である。特に、 Bl地区およびC地区に展開する古墳時代中期から後期の掘立柱

建物跡群とそれらを囲緯する方形区画溝の位置関係については、本図を参照頂きたい。

まず、遺構の変選であるが、最も古い遺構としては、 A2地区で検出した北尻2・3号墳を挙

げることができる。古墳の周溝から出土した土師器査（第94図18）は、いわゆる古式土師器の様相

を呈している。しかし、小破片のため単体では、型式的検討を加えられないが、精華町教育委員
（注5)

会が発掘調査を実施した北尻4・5号墳では、古墳の周囲にめぐる区画溝から最も新しい特徴を

有する布留式土器が出土している。これらは、 一辺17mを測る方形墳であり、 A2地区で検出し

た北尻2・3号墳は、それらよりは小型で、あることから、北尻4・5号墳が先行して築造された

可能性が高い。北尻2 ・3号墳では、須恵器が出土していないことから、当該地における須恵器

出現以前に比定できる。

以上のように北尻古墳群は、現時点では 5基から構成されるが、全て方墳である。当該時期に

は、前方後円墳や円墳が主流をなしているが、それらとは異なり、弥生時代の方形周溝墓の系譜

をヲ｜く低墳E方形墓によって構成されていることが指摘できる。低墳丘方形墓の被葬者像につい

ては、各地域首長に帰属する階層の長であることが指摘できる。北尻2・3号墳の被葬者につい

ても、一辺17mを測る北尻4・5号墳の被葬者下において、活動した有力者と解しておきたい。

その低墳丘方形墓が、埋没後、当該地には、事実報告で記述したように、古墳時代中期から後

期にかけての集落が形成される。現時点における集落の成立期については、平成 9年度のAl地

区、柱穴653から出土した聴からTK73型式前後に想定できる状況にある。しかし、その段階に

おいての掘立柱建物跡群の棟数や規模については定かではない。方墳と集落成立時期には年代差

があることから、低墳丘方形墓を築造した集団と中期集落を造営した集団は同一ではないと考え

ておきたい。

これらの掘立柱建物跡群の中心時期は、先述したようにTK23～47型式に比定できるが、建物

群を囲繰する区画溝13・22・979の上面からMTl5型式～TKIO型式に比定できる竪穴式住居跡

15・16を検出している。一般的に古墳時代の集落は、竪穴式住居跡から掘立柱建物跡へと発展的

に変化することが認識されているが、森垣外遺跡では、何らかの要因によ って中核的な掘立柱建

物が廃絶し、その後、竪穴式住居が造られていることが把握できた。集落の小規模化とともに、

質的変化としてこの現象を捉えた場合、遺跡地を取り巻く自然環境などが急変したり、あるいは、

疫病などが蔓延したことも考慮する必要があるが、中核をなす掘立柱建物群と竪穴式住居群には、

あまり時期差を想定できないことから、廃絶の要因を畿内政権との関係における政治的な変化と

結び付ける見解が、支持されるべきであろう 。しかし、全ての掘立柱建物が急激に廃絶したので

はなく、 MTl5型式～TKIO型式以後も掘立柱建物が存在していることが柱穴内出土土器から確
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認できた。このことから、竪穴式住居の区画溝13・22・979上での検出は、あくまで中核的掘立

柱建物群の廃絶を意味するのであって、集落全体の廃絶を示す根拠にはならないことを念頭にお

くべきであろう 。

。，Om
ヒ＝＝ヱニニ二Z二ニニニニニコ

このように、中核的集落の廃絶以後も集落が継続されることが

把握されたが、 6世紀末に比定できる須恵器なども出土している

ことから、規模などはわからないが、当該時期まで集落が存続し

た可能性が指摘できる。なお、奈良時代にはBl地区において 2

条の溝を検出しており、古道である可能性を指摘できる。また、

平安時代前期の緑粕・灰紬陶器が出土し、井戸 ・掘立柱建物跡な

どを確認していることから、相楽郡内での歴史的意義付けを、今

後、検討しなければいけない。以上が遺構変遷の概略である。

次に、森垣外遺跡を特徴付ける古墳時代の集落構造などについ

て考えたい。

当該遺跡、の集落成立時期は、 TK73型式に比定できる資料も出

土しているが、その中心的な時期は、おおむねTK23～47型式に

比定できることは既述した。しかし、他の集落とは異なり、掘立

柱建物跡が中心となっている点に当該集落の特異性が看守できる。

掘立柱建物自体は、弥生時代以降にも存在するが、しかし、集落

内の全ての掘立柱建物が、生活用施設として使用されている事例

は、古墳時代中期を待たなければならない。南山城地域に焦点を

当てれば、現時点でTK23～47型式に比定できる掘立柱建物跡を

生活用施設として汎用している遺跡は、森垣外遺跡以外には確認

できない。まず、この点において当該遺跡の先進性を読み取るこ

とができる。また、これらの掘立柱建物跡群は、単に遺跡地内に

点在している状況ではなく、 B1地区で検出した一辺46mの方形

区画溝口 .22・979によって隔絶されており、まさに首長が住まう

施設として明示されていることが把握できた。今後は、 A2地区

やC地区で確認した掘立柱建物跡との関係が集落を検討する上で

重要な要素となろう 。

また、今回の調査においても、朝鮮半島の陶質土器である縄席

文土器が出土している。韓式土器や韓式系土師器の出土も確認で

きることから、朝鮮半島からの渡来人である「今来伎人jが当該

集落に参入していたことが、把握できた。数点の土器によって渡

来系技術者の集落内参入を首肯することは、厳に戒めねばならな

第143図 A 1 ・A 2地区平面図いが、 TK23～47型式に比定できる鍛治関連遺物やAl地区で大
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壁住居跡等を確認していることから、集落内への参入について

はおおむね首肯できる状況であろう 。

一方、森垣外遺跡からは、大量の須恵器が出土しているが、

胎土・焼成・色調などの肉眼観察から大阪府陶巴古窯社群で生

産された個体が多く認められた。これに関しては、奈良教育大

学、 三辻利一教授の分析結果もあわせて参照して頂きたい。南

山城における集落出土須恵器をつぶさに実見したわけではない

が、陶邑古窯壮群産の須恵器の出土絶対量は、いままで確認さ

れている集落祉の中では最も多いことがうかがえる。陶巴古窯

社群は、基本的には畿内政権によって掌握されていた生産地で

あるが、その製品が多く出土している事実は、朝鮮半島の陶質

土器の出土とともに、森垣外遺跡を評価する上で重要な要素で

ある。

次に、集落内での生産活動について概観しておきたい。森垣

外遺跡では、遺構および遺物包含層から多くの石製模造品が出

土している。特に、有孔円板や勾玉形模造品が量的に多い。排

出される掘削土を全て洗浄すれば、現行の出土量をはるかに凌

ぐ出土量に達することは必至であろう 。出土する石製模造品の

中でC地区流路 5で出土した精巧な鏡形模造品517の出土は、

府内の事例では、 2遺跡しか知られていない。集落出土として

は初出であり、 lM南方に所在する木津町吐師七ツ塚 l号墳か

ら出土していることと当該遺跡からの出土に何らかの関係を想

定することも可能であろう 。森垣外遺跡、では、滑石原石や砥石

が出土していることから集落内で石製模造品を製作していたこ

とが把握できているが、集落内で石製模造品を頻繁に多用した

ため、粗い成形の模造品が多く出土することはすでに予想した

ところである。一方、遺跡地内では、鉄i宰や輔羽口などが出土

していることから、集落内で鍛冶に類する作業が行なわれてい

ることが想定できる。また、椀形鉄i宰の出土は、鍛治以外の生

産行為をも示唆している。その他、紀淡海峡や大阪湾岸、備讃

瀬戸周辺から搬入された製塩土器や、琉王自・軽石などの出土は

他地域との交易が存在したことを示唆している。なお、馬歯の

出土は、集落内での馬飼いを示しており、製塩土器以外の塩の

搬入方法なども、今後、検討しなければならない。

森垣外遺跡第3次発掘調査概要

このように、中核的掘立柱建物跡を囲緯する区画溝をもっこ 第144図 B 1・C地区平面図
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とや「今来伎人Jの集落内参入を示す遺構・遺物の検出、滑石原石や製塩土器などの交易品の出

土は、当該遺跡の歴史性を勘案する上で重要な要素であろう 。

最後に、森垣外遺跡の南山城地域における歴史的位置付けについて概観しておきたい。南山城

地域では、全長180mの城陽市久津川車塚古墳や全長llOmの同芭蕉塚古墳が、古墳時代中期中葉

から後半にかけて築造されるが、それ以後、大型前方後円墳は築造されなくなる。これは、当該

時期に、何らかの政治的変動が生じたことを示している。この時期に先進的集落である森垣外遺

跡が生成されることは、大型前方後円墳の消失と無関係ではない。おそらく、大型の前方後円墳

に表出される政治的体制が、森垣外遺跡のような先進的集落の生産力の向上により、崩壊を余儀

なくされた過程を想定することができる。また、このような集落には、盟主墳としての前方後円

墳や円墳の存在を想定する場合が多いが、山城町上狛天竺堂苦詰のようにTK23～47型式に比定

できる初期の横穴式石室を有する小型墳が、すでに、同じ南山城地域においても出現しているこ

とから、森垣外遺跡周辺にも同様な古墳が所在する可能性が指摘できる。

また、中核をなす掘立柱建物跡群が廃絶した後、竪穴式住居跡を中心とする小規模集落が造営

される事実は、古墳時代中期に生成された地域首長を介在とした畿内政権による地域支配体制が

崩壊し、より直接的な支配体制へと変化する草併と符合している。政治的に解体を強いられた中

核集落は、集落規模が小型化するものの、古墳時代後期末まで存続したことを多くの遺構・遺物

が示している。

以上のように森垣外遺跡は、南山城地域の政治的変動を如実に表出する遺跡であることが判明

した。今後、古墳の動態以外の観点から南山城地域の歴史的背景を再構築すれば、古墳が有する

歴史的意義をより明確にできるであろう 。また、奈良県布留遺跡や同南郷遺跡、同藤原宮東方官

街下層の高殿遺跡、大阪府大園遺跡、同長原遺跡、兵庫県松野遺跡などとの比較が進展すれば、

森垣内遺跡、がもっ歴史性を、さらに明確にできるであろう 。

5.おわり に

森垣外遺跡発掘調査は、ここに報告したように 3回目を数える。その問、遺跡の範囲を限定し

たり、基本的な遺跡の年代を明らかにするなど、実に多くの調査成果をあげてきた。南山城では

きわめて希有な遺跡であることが、徐々に明らかになってきたと思う 。これは、調査に従事して

いただいている方々の尽力によるところが大きいが、発掘調査を効率的に進行できるように有形

無形の協力を惜しまれなかった京都府木津土木事務所所員の方々のご配慮も忘れることはできな

い。文末ではあるが、記して感謝の意を表したい。

最後に、調査期間中から概報作成に到るまで有益な助言をいただいた方々のご芳名を記し、感

謝の意を表したい。（敬称略 ・順不同）

小田富士雄・井上満郎・亀田修一 ・中島 正 ・橋本清一 ・日野 宏・金圭東・広瀬和雄・大竹弘之・

白石耕治・塚本敏夫・北野隆亮・田中清美 ・武末純一 ・穂積裕昌 ・酒井清治・森下章司 ・杉本 宏・上田
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注 l 精華町教育委員会村川俊明氏にご教示頂いた。

注2 小池 寛 ・中村周平「森垣外遺跡第2次発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第86冊 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 1999 

注 3 清水員一 「土師器・長頚査に関する一考察」（『橿原考古学研究所論集j第9 奈良県立橿原考古学

研究所） 1988 

注4 （財）元興寺文化財研究所の塚本敏夫氏にご教示頂いた。

注 5 村川俊明「精華町北尻遺跡」（『第 7回京都府埋蔵文化財研究集会発表資料集j 京都府埋蔵文化財

研究会） 1999 

注6 山城町教育委員会の中島 正・上田真一郎両氏には、現地および出土遺物について、多くのご教示

いただいた。感謝したい。

注7 和田晴吾「南山城の古墳ーその現状一」（『京都地域研究Vol.4 J 立命館大学人文科学研究所）

1988 
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付載報告 1

森垣外遺跡出土古式須恵器の蛍光X線分析

奈良教育大学三辻利一

蛍光X線分析法の特長は大量の土器試料の分析が可能であるという点にある。

古代土器の胎土研究の原点は窯跡出土須恵器にある。須恵器窯跡は全国各地に残っており、そ

こからは大量の破片が出土している。これらの破片を長い年月をかけてこつこつと分析し、集積

された分析データの上に須恵器産地推定法が開発されたのである。

この方法を消費地遺跡出土須恵器に適用し、産地を推定してみても、即、須恵器の伝播・流通

論にはならないのである。ここでもまた、伝播・流通論の展開のための方法論研究が必要である。

例えば、各地の古墳出土の初期須恵器の伝播・流通論の研究はまず、地方窯周辺の古墳出土の初

期須恵器に適用され、地元窯と陶巴群問の2群間判別分析、また、陶邑群、伽耶群間の2群間判

別分析が行われた。その結果、陶巴産の須恵器が一方的に各地の古墳へ供給されていたことが見

出された。このことはかつて、田辺昭三氏が唱えた初期須恵器の陶巴一元供給説を裏付ける。こ

こでも蛍光X線分析の特徴が生かされ、陶邑産須恵器が、 1. 2点供給されていたというもので

はなく、供給の流れとなっていることが示されている。これに対して、朝鮮半島産の陶質土器は

検出されてはいるものの、決して、供給の流れにはなっていないのである。逆に、畿内の遺跡出

土の古式須恵器も大量に分析されているが、ほとんどが陶邑産須恵器と判定されており、地方窯

産の須恵器の供給例は皆無で、ある。また、陶質土器については、奈良県天理市の小路遺跡、星塚

l号墳から比較的まとまって出土しているが、 一般には、それ程まとま って出土していない。こ

のようにして、 l遺跡から出土した、土器型式もよく把握できる一級資料を大量に分析してみる

のも、一つの方法である。

本報告では、森垣外遺跡から出土した古式須恵器の一級資料を多数分析したので、その結果に

ついて報告する。

資料はすべて、一旦、 100メッシュ以下に粉砕したのち、高圧をかけて一定形成のペレットに

固め、分析を行った。理学電機製の完全自動式蛍光X線分析装置（波長分散型）、3270型機が使用

された。

分析値は表 lにまとめられている。全分析値は同時に測定した岩石標準試料、 JG-1によ る

標準化値で示されている。この値から%濃度やppm濃度に変換することは容易であるが、データ

解析にはJG-1による標準化値を利用する方が便利である。筆者は通常、 JG-1による標準

化値でデータ解析を行っている。

データ解析はまず、 K-Ca, Rb-S r分布図上に分析値をおとし、分析された資料の化学
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図 1 両分布図（1) 図2 両分布図（2) 
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特性を定性的に把握するところからはじめる。図lにはNol～Nol08の資料の両分布図を示す。両

国には比較対照のために、陶邑領域と伽耶領域を示す。この領域は両母集団の平均値から±2σ

（標準偏差）を両軸に沿ってとってあり 、長方形に描いてあるが、本来は95%の試料を含む等確率

楕円で描かれるものである。しかしここでは定量分析した試料集団を一旦アナログ化し、両分布

図上で定性的に考えるのであるから、わざわざコンピュータを使って等確率楕円を描くまでもな

い。図lから大部分の資料は陶邑領域に分布し、伽耶領域には分布しないことがわかる。

同様に、図2にはN0109～204までの資料の両分布図を示す。この図でも大部分の資料は陶邑領

域に分布し、伽耶領域には分布しないことがわかる。

このようにして、アナログ化された両分布図から、今回分析した資料の大部分は陶邑領域に分

布することが定性的にも把握できた。

しかし、分析データはこのままで放置しておく訳にはいかない。再びデジタル化し、定量的に

両母集団への帰属を決めなければならない。そのためにとられる方法が2群間判別分析法である。

この方法に使われる重要因子がマハラノピスの汎距離の二乗値である。今回分析した全資料につ

いて、両母集団の重心からのマハラノピスの汎距離の二乗値の計算結果も表 lに示されている。

各母集団への帰属条件は 5%の危険率をかけたホテリングのU検定によって導き出される。こ

の結果、陶巴群への帰属条件はD'（陶邑）壬10であり、伽耶群への帰属条件はD'（伽耶）孟10である。

この結果を導入して産地推定をした結果も表1に示しである。なお、両母集団の重心からのU値

がともに10以下である場合、つまり、両母集団への帰属条件がともに満足された場合、より距離

の近い母集団を産地として採用した。また、両母集団の重心からのU値がともに10以上である場

合、産地不明とした。

この結果は判別分析図として図3に示されている。これも一つのアナログ化である。このよう

に図形化することによ って、資料集団の性格がよく把握できる。とりわけ、土器のように生産地

の多いものは定量化（デジタル化）と図形化（アナログ化）の繰り返し作業によ って、次第に産地推

定の結果や、産地推定のデータの集積である伝播 ・流通が理解できるようになる。根気の要る仕

事なのである。

図3をみると、陶巴領域〔ぴ（陶邑）孟10、ぴ（陶邑）< D' （伽耶）〕に大部分の資料が分布し、伽

耶領域〔D'（伽耶）孟10、ぴ（伽耶）＜ぴ（陶邑）〕に分布するものは少数であることがわかる。

両母集団の資料をこの図におとしてみても、重複領域〔ぴ（陶巴）<10、D'（伽耶）<10〕に分布

するものがかなりある。このうち、理想境界線周辺に分布する資料は誤判別される危険性がかな

りある。この点を考慮に入れても、今回の結果から陶邑産と推定される資料が圧倒的に多いこと

はわかる。そして、確かに間質土器であると推定される資料（例えば、 No.77, 102, 169, 94, 115）も

あるが、その数はきわめて少ない。かくして、図 1・2に示した定性的な結果はよく理解できる

ことになる。

なお、図3には不明領域に分布した資料もある。 No.10,31,28,80,84,112, 116, 149,158, 160, 188 

などである。これらは産地不明とした資料であるが、 このうち、No.31, 80, 112, 188などは両領域

-180 



森垣外遺跡第3次発掘調査概要

から明らかにずれていることが図 1・2からもわかる。産地不明になった資料については当面、

放置しておくしか仕方ない。

畿内に、他に古式須恵器の窯があれば、その製品は陶邑産の須恵器と類似した化学特性をもっ。

今回は畿内にある、陶邑以外の地にある窯については考慮に入れなかったが、もし、その製品が

混さ守っていたとすれば、陶邑産と推定された須恵器の中に包含されている。

産地推定の問題は一挙に解決できるものではない。一番中心に近いところのものから逐次、検

討されていくべきものであろう 。こつこつと産地推定のデータを集積しては じめて、伝播 ・流通

に結び付いてくるのである。完全自動式蛍光X線分析装置が市販されるようになってはじめて、

このような研究への道が聞かれてきたのである。遺跡、から出土する遺物の中に土器の占める割合

が大きいだけに、土器の胎土を研究する自然科学の手法は今後、考古学者の深い関心を集めるこ

とになるだろう。

表l 出土土器の分析データ

間． 器形 K Ca Fe Rb S r Na ぴ D' 判定 附 器形 K Ca Fe Rb S r Na ぴ
H町U田E 判定

臨1畠 ｜＃前国t 陶筒

7蓋 0.495 0.103 2. 91 0. 515 0.362 。目 1642. 70 5. 50 陶邑 47 受 0.438 0.105 2.18 0. 557 0. 311 0.173 0. 21 8. 40 陶邑

8 身 0. 341 0.094 2. 59 0.423 0.266 0.119 4.80 21. 90 陶邑 48 身 0.470 0.115 2.41 0. 745 0. 294 0.160 4. 90 14. 50 陶邑

9身 0. 311 0.035 2. 29 0. 411 0.177 0. 054 5. 50 30.10 陶邑 49 蓋 0.456 0. 076 3. 34 0. 571 0. 228 0. 082 2. 00 10. 70 陶邑

10蓋 0.454 0. 213 l. 85 0. 652 0. 537 0.179 11. 00 12.80 非陶 50 藁 0.467 0.185 2.33 0. 649 0.359 0. 201 5. 70 7. 80 陶邑

11身 0.386 0.060 2. 65 0.434 0. 233 0.062 2.60 18.30 陶邑 51 受 0.450 0.070 3.32 0.455 0. 273 0. 095 3.10 12. 90 陶邑

12身 0.479 0.074 l. 79 0. 626 0. 311 0.140 I. 80 7. 60 陶邑 52 斐 0. 388 0.030 3.09 0.442 0.169 0.161 3.60 22.40 陶邑

13蓋 0.390 0.019 2.21 0.493 0. 191 0.045 3.50 18. 70 陶邑 53 蓋 0.483 0.123 l. 72 0. 672 0.356 0.131 0. 91 7.10 陶邑

14蓋 0.400 0. 062 2. 04 0. 560 0. 248 0.117 l. 50 15. 00 陶邑 54 蓋 0.393 0.056 2. 30 0.444 0.266 0.139 3. 60 15.10 陶邑

15蓋 0.483 0.167 2. 45 0.469 0.437 0.264 4. 20 5. 40 陶邑 55 叢 0.457 0. 076 3.40 0. 566 0.225 0.085 2. 20 10. 90 陶邑

16蓋 0.421 0. 067 2. 21 0. 547 0. 286 0.152 l. 60 11. 10 陶邑 56 叢 0.399 0. 072 2. 60 0.448 0. 244 0.073 2. 00 16. 50 陶邑

17斐 0.446 0. 093 3. 06 0.477 0. 312 0. 082 l. 70 9. 40 陶邑 57 高杯 0.361 0. 040 3.16 0.426 0.163 0.049 3. 70 26. 00 陶邑

18斐 0.429 0.130 2. 54 0.483 0.242 0. 051 6. 30 17. 60 陶邑 58 身 0.402 0. 078 2.32 0. 506 0. 269 0.126 l. 10 13. 20 陶邑

19斐 0.466 0.114 2. 16 0. 585 0. 346 0.187 0.14 5. 60 陶邑 59 器台 0.451 0. 074 2. 34 0.595 0. 272 0.165 0. 77 9. 40 陶邑

20 身 0.468 0.072 2. 47 0.477 0.293 0.128 3.30 10.40 陶巴 60 身 0.455 0.170 2. 04 0.624 0.437 0.150 3. 30 7.50 陶邑

21 蓋 0.472 0.107 2. 65 0. 598 0. 306 0. 249 0. 26 6. 20 陶邑 61 受 0. 543 0. 080 2.25 0.649 0. 294 0.183 4. 60 5. 30 陶邑

22 身 0.413 0. 074 2. 26 0. 527 0.269 0.121 0. 90 12.10 陶巴 62 身 0.473 0.159 2.27 0. 552 0.428 0.352 l. 80 3. 30 陶邑

23 身 0. 335 0. 027 2. 56 0. 465 0. 171 0. 060 4.00 26.30 陶邑 63 身 0.424 0. 079 2.65 0.519 0. 275 0.081 0. 72 11. 00 陶邑

24 身 0. 336 0.050 2. 56 0. 391 0. 222 0. 087 5. 30 24. 60 陶巴 64 身 0. 372 0. 080 2.37 0. 413 0.300 0. 150 5.10 16.00 陶邑

25 蓋 0.440 0.074 2. 33 0. 570 0. 264 0.112 0. 62 10.10 陶巨 65 身 0. 471 0.107 2.55 0. 515 0.332 0. 242 0. 99 6.50 陶邑

26 身 0.436 0.142 l. 95 0. 541 0. 351 0.161 l. 20 7. 70 陶邑 66 身 0.440 0.032 2.57 0.492 0. 203 0. 086 3.80 15. 40 陶邑

27 身 0.395 0.058 2. 56 0.498 0. 272 0.162 2. 70 13. 80 陶邑 67 蓋 0.446 0.145 2.97 0. 675 0.337 0.133 3.30 12. 00 陶邑

28 受 0. 512 0. 240 3.49 0. 578 0. 360 0.159 19. 70 10.60 非陶 68 釜 0. 516 0.114 2.53 0. 675 0.344 0.148 l. 20 4.60 陶邑

29 蓋 0.369 0.100 2.17 0.539 0. 282 0.115 3. 00 17. 90 陶芭 69 事E 0. 516 0.070 l. 63 0. 668 0.318 0. 223 3.70 7. 20 陶邑

30 身 0.434 0.100 2. 39 0. 546 0. 319 0.160 0.51 8.40 陶邑 70 宝官2'. 0.465 0.100 2. 99 0. 576 0. 264 0. 214 I. 40 8. 40 陶邑

31 斐 0.347 0.393 3.10 0. 321 0.409 0.139 97. 50 82.00 非陶 71 望E 0. 526 0.193 2.58 0. 568 0.488 0.345 3. 00 0. 99 伽耶

32 身 0.486 0.072 2. 78 0. 627 0. 249 0.103 2. 40 8. 00 陶邑 72 宜古:r 0. 384 0.096 I. 62 0. 576 0.299 0.104 2目80 16.60 陶邑

33 高杯 0.408 0.063 3.40 0. 395 0. 254 0.143 4. 40 18.60 陶邑 73 身 0.431 0.069 2. 25 0. 536 0. 293 0.130 I. 60 9. 90 陶邑

34 身 0.301 0.021 2. 34 0.444 0.149 0.037 5. 90 33.20 陶邑 74 身 0. 399 0.063 2. 36 0.499 0.252 0.140 I. 50 14.30 陶邑

35 望E 0.429 0.104 2.35 0. 545 0. 359 0.176 2. 30 8.10 陶邑 75 身 0.448 0.096 2. 73 0. 619 0.273 0.137 0. 92 9. 80 陶邑

36 E車 0.407 0.147 2. 77 0. 505 0. 286 0. 235 4. 90 15.30 陶邑 76 蓋 0. 528 0.114 2. 03 0. 612 0.365 0. 236 I. 50 3. 00 陶邑

37 身 0.449 0.085 2. 79 0. 552 0. 283 0. 222 0. 40 8. 60 陶邑 77 密 0. 569 0.137 3. 11 0. 684 0.293 0.179 9. 90 3. 50 伽耶

38 蓋 0.456 0.163 2. 22 0. 603 0.433 0. 219 2. 80 6. 20 陶邑 78 身 0.455 0.074 2.12 0. 604 0.292 0.161 1.10 8. 90 陶邑

39 高杯 0. 522 0.105 2.48 0. 742 0. 298 0.139 4. 40 7. 80 陶巨 79 身 0.429 0.080 2.17 0. 548 0.287 0.147 0. 66 10.00 陶邑

40 身 0.333 0.021 2. 57 0.424 0.138 0.040 4. 60 30.10 陶邑 80 望E o. 382 0.188 3. 12 o. 335 o. 292 0.142 18.10 36.40 非陶

41 蓑 0.312 0.021 2. 25 0.427 0.130 0.042 5. 30 33.40 陶E 81 器台 0.477 0.094 2. 37 0. 687 0.295 0.125 I. 90 9. 60 陶邑

42 斐 0.450 0.072 3. 27 0.475 0. 288 0.097 2.50 10. 70 陶邑 82 高杯 0.476 0.047 2.52 0. 516 0.240 0.098 4. 10 11. 70 陶邑

43 型車 0. 506 0.133 2. 73 0. 538 0. 333 0.164 2.20 5. 90 陶邑 83 身 0. 355 0.021 2. 60 0.443 0.145 0.046 3. 90 26. 50 陶邑

44 身 0. 422 0.013 2.66 0.477 0.132 0.049 6. 10 22.40 陶邑 84 蓋 0.491 0. 296 3. 21 0. 532 0.481 0. 266 21. 50 11. 60 非陶

45 身 0.370 0.033 3. 08 0.430 0.146 0.114 4.10 26.60 陶邑 85 主堅 0.431 0.125 3. 14 0.470 0.291 0.306 2. 50 13. 00 陶邑

46 身 0.486 0.107 2. 60 0.479 0. 315 0. 209 2. 80 9. 80 陶巴 86 身 0. 383 0.035 2. 31 0.472 0. 190 0.064 2. 60 19. 70 陶巴
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間 器形 K Ca Fe Rb S r Na 陥ぴ昌 イ加ぴ商I 判定 ？の． 器形 K Ca Fe Rb S r Na 陥ぴ呂 4加D'冒R 判定

87 曹E 0.464 0.122 2.04 0. 571 0. 346 0. 203 0.10 5. 50 陶邑 146 受 0.479 0.112 1. 89 0. 767 0. 340 0.154 4. 70 17. 10 陶邑

88 で宜信:! 0.419 0.086 2. 32 0. 548 0. 304 0.105 1. 10 10. 50 陶邑 147 身 0.456 0.099 2.15 0.636 0. 308 0.103 0. 67 9.00 陶邑

89 身 0.386 0. 041 2. 07 0. 502 0. 229 0.077 2.60 16. 70 陶邑 148 身 0.482 0.115 1. 75 0. 763 0. 365 0.144 4.70 17. 10 陶邑

90 身 0.463 0. 084 2. 20 0. 687 0. 266 0.105 2.50 11. 90 陶邑 149 要 0.345 0.126 1. 57 0.414 0.480 0.206 26. 60 15.10 非陶

91 蓋 0. 371 0. 025 2. 35 0. 530 0.178 0.043 3.10 21. 50 陶邑 150 蓋 0.469 0.122 2.32 0. 629 0. 337 0.145 0.32 6. 40 陶邑

92 身 0. 506 0.146 2. 39 0. 613 0.362 0.300 0.80 2. 80 陶邑 151 菱 0.529 0.099 2. 31 0. 518 0. 287 0.118 5. 90 10. 90 陶邑

93 身 。.4760.126 3.18 。目6160.334 0.206 0. 27 5. 40 陶巴 152 蓋 0.454 0. 076 2.10 0. 595 0. 278 0.142 0. 72 8. 90 陶邑

94 身 。.601 0.096 2. 38 0. 786 0. 287 0.194 12. 50 6. 40 伽耶 153 蓋 0.415 0. 090 3.04 0.465 0. 264 0.153 1. 50 14.10 陶邑

95 思 0.488 0.128 2. 23 0. 580 0.371 0.293 0. 25 3. 60 陶邑 154 斐 0.405 0. 045 3. 72 0.484 0.172 0.127 3. 00 19. 60 陶邑

96 高杯 0. 531 0.153 1. 56 0. 704 0.408 0.195 1. 50 3. 90 陶邑 155 身 0.383 0. 043 2. 83 0.454 0.194 0.087 2. 60 20. 20 陶邑

97 身 0.445 0.122 1. 83 0. 677 0.388 0.169 4. 00 14. 20 陶邑 156 身 0.401 0. 064 1. 91 0. 626 0. 266 0.114 3. 10 18.20 陶邑

98 斐 0. 431 0.087 2. 34 0. 532 0.290 0.183 0. 50 9. 70 陶巴 157 提瓶 0.471 0.086 1. 79 0. 719 0.316 0.140 3.40 14. 20 陶邑

99 蓋 0.393 0.055 1. 81 。.574 0. 258 0.155 2. 70 16.50 陶邑 158 宝古:! 0. 660 0.086 1. 89 0. 709 0.364 0. 287 16. 90 11. 30 非陶

100 苦量 0. 542 0.141 1. 98 0. 743 0. 355 0. 220 3. 70 4.80 陶邑 159 蓋 0.496 0.125 1. 97 0. 754 0.329 0.140 4. 00 11. 40 陶邑

101 哩E 0. 372 0. 041 2.43 0.462 0. 224 0.112 3. 20 18. 70 陶邑 160 蓋 0. 604 0.046 2. 55 0.646 0.193 0.104 21. 90 14. 80 非陶

102 軍 0. 574 0.136 3.11 0.697 0. 295 0.174 10.10 3. 30 伽耶 161 器台 0. 379 0.055 2. 37 0.499 0.187 0.157 2. 20 20. 30 陶邑

103 事E 0.469 0.137 1. 79 0. 569 0. 392 0. 248 0. 63 2. 80 陶邑 162 高杯 0.440 0.122 1. 93 0. 535 0.422 0.143 5. 30 6.30 陶巴

104 受 0. 530 0.120 l. 52 0.684 0. 330 0.141 2. 30 3. 70 陶邑 163 事E 0. 391 0.035 2. 60 0.493 0.153 0. C48 3. 30 21. 50 陶邑

105 蓑 0.493 0.155 2. 72 0. 524 0. 396 0. 276 1. 60 4. 00 陶邑 164 宜官:! 0. 535 0.178 3.45 0.656 0. 350 0.226 6.40 2.60 伽耶

106 身 0. 530 0. 077 3. 44 0. 616 0. 262 0.047 5.00 6. 70 陶邑 165 器台 0.393 0.104 2. 58 0.455 0. 265 0.125 2.30 16. 50 陶邑

107 宝古:r 0.438 0. 052 2. 74 0.491 0.197 0.166 3.20 16. 20 陶邑 166 身 0.425 0.120 2. 58 0.586 0. 346 0.143 1. 40 9. 90 陶邑

108 宝官:r 0.498 0.108 2. 36 0. 634 0.366 0. 216 1. 00 4. 80 陶邑 167 斐 0.496 0.160 2.09 0.582 0.414 0.315 0.80 2. 30 陶邑

109 受 0.394 0.141 2. 70 0.437 0.333 0.149 4. 20 14. 50 陶巴 168 望E 0.496 0. 149 2. 22 0. 573 0. 384 0.295 0. 56 2. 90 陶邑

110 翌E 0.478 0. 089 2. 83 0. 548 0. 262 0. 169 1. 90 8. 70 陶巴 169 3堅 。.546 0. 212 2.44 0.508 0. 580 0.427 10.40 3. 30 伽耶

lll 身 0. 533 0.135 3. 00 0.449 0.315 0.153 9. 80 18. 50 陶邑 170 蓋 0. 516 0.136 2.73 0.599 0. 364 。.3030. 77 2. 60 陶邑

112 斐 0. 706 0.138 1. 41 0. 943 0.417 0.170 21. 70 18.10 非陶 171 身 0.496 0. 232 1. 63 0. 608 0. 501 0.276 5. 90 3. 20 伽耶

113 事主 0.486 0. 065 1. 71 0. 657 0. 288 0.157 2. 60 8. 90 陶邑 172 蓋 0.452 0.127 2. 06 0.554 0. 339 0.138 0. 29 6目50 陶邑

114 哩E 0. 517 0.188 2.57 0. 563 0.475 0. 341 2. 70 1. 20 伽耶 173 受 0. 546 0.117 1. 99 0.638 0.402 0. 251 2.60 3. 00 陶邑

115 蕗 0. 622 0. 098 1. 86 0. 714 0. 288 0.207 14. 60 6. 40 ｛加耶 174 蓋 0. 509 0. 092 1. 89 0.612 0. 306 0.227 l. 60 5. 00 陶邑

116 害E 0. 569 0.084 3. 37 0. 576 0.238 0. 225 13.10 12.80 非陶 175 高杯 0. 415 0. 031 2. 54 0.483 0.177 0.064 3.30 18.40 陶邑

117 雪E 0.431 0.046 2. 82 0.474 0.201 0.138 3. 20 16.80 陶邑 176 身 0. 419 0.123 1. 89 0. 647 0.373 0.161 4. 30 15. 50 陶邑

118 哩E 0. 552 0.184 1. 84 0. 672 0.503 0. 314 2. 80 2.40 陶邑 177 E車 0.452 0. 064 1. 75 0. 612 0. 236 0.143 1. 70 10. 90 陶邑

119 身 0.493 0.157 2. 19 0. 653 0.428 0. 213 1. 40 4. 80 陶邑 178 受 0.464 0. 090 2. 03 0. 604 0.300 0. 229 0. 40 7. 40 陶邑

120 蓋 0. 518 0.183 1. 32 0.610 0.503 0.472 3. 50 1. 90 陶邑 179 蓋 0.390 0.146 1. 76 0. 502 0.406 0.166 6. 50 11.10 陶巴

121 ヨ堅 0.447 0.080 1. 66 0.600 0. 343 0. 234 3. 00 9.40 陶邑 180 受 0.490 0.104 1. 78 0. 768 0.325 0.134 4. 50 15.30 陶邑

122 身 0.479 0.126 2. 20 0. 534 0.352 0. 254 0. 62 5.10 陶邑 181 蓋 0.444 0.122 2. 60 0.473 0.294 0.145 2. 30 12.10 陶邑

123 蓋 0.477 0.145 2.17 0.471 0. 355 0.186 2. 90 8. 90 陶邑 182 蓋 0. 597 0.070 2.14 0.671 0.245 0.191 14. 60 8. 90 伽耶

124 斐 0. 548 0.176 2.99 0.685 0. 346 0. 205 7. 60 2.20 伽耶 183 望E 0.494 0.163 2.13 0. 590 0.406 0.319 0. 80 2. 60 陶邑

125 身 0.407 0. 050 2. 59 0.459 0. 242 0.118 2. 70 15. 20 陶巨 184 身 0.490 0.109 3. 01 0.496 0. 382 0.313 3. 50 5. 50 陶邑

126 蓋 0.440 0.138 2.49 0.637 0. 367 0.134 2. 00 10. 30 陶邑 185 蓋 0.486 0.139 2.16 0. 505 0.450 0.372 5.10 3.40 伽耶

127 蓑 0.492 0.127 2.58 0. 519 0. 364 0. 288 1. 40 5. 00 陶邑 186 蓋 0.430 0.066 2. 29 0. 598 0. 263 0.122 1. 20 12.10 陶邑

128 斐 0.452 0. 203 2. 92 0. 620 0. 500 0.091 7. 50 8. 90 陶邑 187 斐 0. 339 0.043 2. 57 0.427 0.163 0.041 4.00 28.10 陶邑

129 受 0.485 0. 213 1. 74 0. 641 0. 523 0. 266 6.40 6. 30 陶邑 188 ~ 0.414 0.371 3. 93 0. 491 0.465 0.223 61. 60 38. 70 非陶

130 身 0.384 0. 047 2. 91 0.446 0.189 0.084 2.80 21. 10 陶邑 189 蓋 0. 510 0.080 2. 79 0.578 0. 299 0.274 2. 60 6.10 陶邑

131 3草 0.431 0. 073 3. 02 0.460 0. 261 0.163 2. 10 13. 50 陶邑 190 望E 0. 503 0.078 2. 35 0. 711 0. 298 0.156 3. 30 9.50 陶邑

132 受 0.433 0. 264 2. 94 0.468 0. 625 0.099 23. 60 8. 80 伽耶 191 ~ 0. 555 0.103 3. 00 0.533 0. 247 0.256 12.60 15. 50 非陶

133 身 0.469 0.098 2. 24 0. 656 0.334 0.143 1. 20 8. 80 陶邑 192 斐 0.450 0. 064 2.29 0. 606 0. 253 0.134 1. 30 10. 50 陶邑

134 斐 0.447 0.057 3. 49 0. 554 0.194 0. 113 3. 00 13. 50 陶邑 193 きE 0. 481 0. 064 2.80 0. 588 0. 237 0.195 2.70 9. 00 陶邑

135 蓋 0. 383 0.062 2. 05 0. 533 0. 313 0.145 6. 00 15. 20 陶巨 194 身 0. 431 0.140 3. 54 0.465 0.349 0.243 2. 40 9. 90 陶巴

136 身 0. 353 0.026 2. 74 0.460 0.177 0. 056 3. 50 23. 70 陶邑 195 蓋 0.384 0.093 3.50 0. 556 0.181 0.108 6. 00 21. 80 陶邑

137 身 0.469 0.112 2.54 0. 520 0. 297 0.127 1. 30 8. 30 陶邑 196 蓋 0. 372 0.052 2. 95 0.493 0.230 0. 079 2.40 18.20 陶邑

138 受 0.468 0.122 2.99 0. 567 0. 291 0.196 1. 50 7. 50 陶邑 197 身 0.432 0.142 3. 50 0.460 0. 345 0. 265 2. 60 10. 50 陶邑

139 蓋 0.442 0. 088 2. 22 0. 690 0. 297 0.158 2. 80 15. 50 陶邑 198 蓋 0. 384 0.054 1. 87 0. 554 0. 267 0.154 3.40 16. 80 陶邑

140 受 0.444 0. 068 1. 80 0. 586 0. 266 0.115 0. 92 10.10 陶邑 199 身 0.418 0.066 2. 37 0. 519 0. 246 0.094 0. 97 12. 80 陶邑

141 ヨ草 0.483 0. 067 2. 73 0. 595 0. 236 0. 210 2. 80 8. 80 陶邑 200 身 0. 534 0.124 1. 84 0.646 0. 384 0.305 1. 30 2.60 陶邑

142 蓋 0. 516 0.099 2. 00 0. 591 0.322 0. 201 1. 70 4. 50 陶邑 201 宜古:;: 0.462 0.122 2. 08 0. 704 0. 289 0.093 4.00 12. OD 陶邑

143 高杯 0.373 0.100 2. 64 0.410 0.330 0.188 5. 80 14. 90 陶邑 202 査 0.457 0.028 2. 63 0.544 0. 201 0.125 4.10 13. 30 陶邑

144 蓋 0.466 0.073 1. 99 0. 758 0.277 0.189 5. 60 19.30 陶邑 203 害主 。.4920.144 2. 70 0.576 0. 339 0. 299 1. 40 4.50 陶邑

145 宣 0.490 0.110 1. 74 0. 593 0. 351 0.190 0. 42 4.20 陶邑 204 E車 0.408 0. 056 2.66 0. 554 0. 204 0.143 1. 60 15. 90 陶邑
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蛍光X線分析による産地同定に供した土器について

小池寛・田鍬美紀

蛍光X線分析に供した土器の員数は、第 2次調査時に 6点、今回の分析に198点であり、総計

204点である。出土土器全体からすれば、極少量であるが、森垣外遺跡出土の須恵器の傾向を概

観する上で、 一定の数量に達していると考えたい。なお、試料l～ 6の分析結果については、 A

I地区調査概報に掲載している。

須恵器や土師器、埴輪についての産地同定は、肉眼観察か蛍光X線分析による場合が多い。特

に、発掘調査担当者が土器の産地同定を行う場合は、肉眼観察である場合が一般的である。経験

的な肉眼観察は、判定する地域や器種が限定される場合は有効であるが、全く異なった地域や器

種を広範囲に行なえば、その産地同定結果は、きわめて不正確にならざるを得ない。一方、蛍光

X線分析による産地同定は、客観的なデータが提示され、恋意的な同定に陥る危険性は、すこぶ

る少ない。データが多く集積されれば、より客観性が増し、同時期性の範囲内では、広範囲に産

地同定が可能となる。しかし、反面、土器を分類・編年する際の根拠となる型式学は一切加味さ

れないため、型式的に産地同定が確実視されても、両者の分析結果は、著しく異なる場合もある。

特定個人が、小地域において専業的に行う肉眼観察を基にした産地同定は、その結果を追認する

方法もなく、独断的に陥りやすい傾向が指摘できる。その意味において蛍光X線分析による産地

同定は、他の研究者による再確認ができる余地があり、将来的にその方法が、継承されることを

前提にすれば、有効である。

本稿では、分析試料全てについては、概観できないが、 主要な試料について見ておきたい。な

お、土器実測付図 2・3には、 .....からなるマークを 2個セットで付している。．は、大阪府

陶邑古窯祉群産、 ．は非陶邑古窯祉群産、 企は朝鮮半島産を示している。また、 二つあるマーク

の内、左側のマークは、肉眼観察による産地同定であり、右側のマークは、蛍光X線分析による

産地同定結果である。2つのマークが一致していれば、肉眼観察結果と蛍光X線分析結果が一致

したことを表わしている。

基本的な型式については、付図に譲るが、まず、 TK23～47型式前後に比定できる試料は、そ

の多くが陶邑古窯土止群産であることが把握できた。この段階においては、すでに地方窯が出現し

て久しいが、南山城での当該時期の須恵器窯が未検出であることから、陶邑古窯土止群が、供給源

として多くを占めている。しかし、次型式のMTl5型式を含めTKlO～43型式でも陶邑古窯土Ii群

産が多いことがうかがえる。これは、供給源として依然、陶邑古窯土l上群がその多くを占めている

傾向を表出している。しかし、熔着したTK43型式の杯身群（第136図473、図版第78）がC地区流

路 4から出土していることから、当該時期に須恵器生産が森垣外遺跡周辺で行われていた可能性

も指摘できる。
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一方、正格子タタキ目を有する体部片は、朝鮮半島系として報告される場合が多いが、分析結

果では、陶巴古窯祉群産と同定される試料も少なくない。大阪府大庭寺遺跡での出土例と比較し

ても同一の胎土や焼成ではないことが、観察できたが、他に初期須恵器窯が存在するか、あるい

は須恵器ほどの分析データが蓄積されていないことによるのか、現時点では判然としない。しか

し、同様な土器を無条件に朝鮮半島との関係で評価することには、慎重になる必要があろう 。本

報告は、その警鐘としたい。

最後に、胎土・焼成・色調から産地を同定する作業にも、何らかの可視基準を作成する必要性

が感じられる。また、さらに分析点数を増加させる必要がある。今回の分析にあたり、型式が認

定できる土器を恋意的に選択したことが、なんらかの形で分析結果に影響を与えたことも否めな

いが、反面、型式すら理解できない土器片を多く分析しても、何ら評価されることではない。今

後は、一括資料を一切選択せず、全てを分析する必要も考慮すべきである。

なお、多くの分析結果が、報告書の巻末に付載として掲載される場合が多いが、分析結果を十

分認識し、遺跡の評価に積極的に取り込んでいく作業の必要性を指摘するとともに、発掘調査担

当者と分析担当者が、更に相互理解できる状況をつくることが、両者の更なる研績につながるこ

とは必至であろう 。

＜付記＞

三辻先生の報文タイトルには、「古式須恵器」とある。これは、先生の玉稿をいただく以前に

行った当方の分析試料についての説明に問題がある。試料の多くは、 TK23～43型式の須恵器で

あり、必ずしも古式須恵器ではない。分析データ自体には、影響はないが、先生にご迷惑をおか

けしたことについて、ご寛恕ねがいたい。
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2 ~ 
Eコ付載報

おける花粉分析森垣外遺跡に京都府、

株式会社古環境研究所

はじめに

花粉は有機質の植物遺体の中で最も保存性がよく、堆積物中に残存しやすい。花粉分析は花粉

層序による層序区分や森林を中心とする植生復原に用いられ、花粉生産の多い森林の高木相や広

分類群

学名 和名

A rho問 alpollen 樹木花粉

Abies モミ贋

行uga ツガ属

Pinus subgen. Diplo呼 Ion マツ贋復維管東亜属

Cryplomぽriajaponκ2 スギ

Sci ad叩 itys開 rt削illat a コウヤマキ

Taxac四 e-CephalotaxaxeaeCupressaceae イチイ科イヌガヤ科ーヒノキ科

Pterocarya rhoゆlia サワグルミ

Hetu/a カバノキ贋 2 

Carpinus-Ostrya japoniばa クマシデ贋ーアサダ I 2 

Cas/an-a crenata Castanopsis ケリシイ属 2 2 7 

Quucus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 1 1 

Quercus subg開 Cyclobalanopsis コナラ腐アカガシ亜属 2 I 9 

Ulm us-Zelkoνa Ser岡崎 ニレ贋ケヤキ I 1 

Celastraceae ニシキギ科 1 

Acer カエデ膚 1 

Vitis ブドウ属 I 

Elaeagnus グミ属 I 

Sambucus-Viburnum ニワトコ贋ーガマズミ贋 I 

Arbo問 al• Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-U rticaceae クワ科一イラクサ科 252 

_ .!oe_g~＿'Tl！りり竺一一一 主主犯 一一一一一一一一一一＿＿_I.＿一一一一
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gran、ineae イネ科 4 6 63 

Cyperaceae カヤツリグサ科 5 9 

Poかgonumsect. タデ属 I 

Rum ex ギシギシ贋 1 

Chenopod同由同一Amaranthac沼 田 アカザ科ーヒユ科 2 I 15 

Caryophylla氾eae ナデシコ科 I 

Ranunculus キンポウゲ属 1 

Cruciferae アブラナ科 I 1 

llydrocetyloideae チドメグサ亜科 I 

Apiodeae セリ亜科 3 

Solanaceae ナス科 I 

Pia川 ago オオバコ腐 I 

Lactucoideae タンポポ亜科

Asteroideae キク亜科 I 2 

Xanthium オナモミ贋 4 

Artemisia ヨモギ贋 7 6 45 5 

Fern spore シダ植物胞子

Monolale type spore 単条満胞子

_"[rilate type spore 三条満胞子

Arbo問 alpollen 樹木花粉

Arbo問 al・ Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Nonarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

Uoknown pollen 未同定花粉

Fern spore シダ植物胞子

Helminth eggs 寄生虫卵

明らかな消化残漬

域に分布する草本がよく反映される。

2 

4 

2 

302 

II 

3 

2
1
3
5
1
7
1
 

試料

2 

森垣外遺跡の遺構

内堆積物および堆

行い、周囲の植生

と環境について検

S D80 ( C層）（試

3次調査

2SD22（試料

この報告では、

積層の花粉分析を

K204 （試料 1）、

B 1 -1地区 d-

3次調査B

次調査Al地区S

2 

3次調査A2-9

分析試料は、

2.試料

討を行う 。
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（試料4）の4点で

堆積時期は、試料

IがTK47型式前

ある。それぞれの

森垣外遺跡第3次調査における花粉分析結果

司

inδ 1
ム

表 l

後、試料2が古墳

中期初頭前後、試
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料 3がTK47型式前後、試料4はTK47型式前後？とされる。

3.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973）を参考に、以下の物理化学処理を施して行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2）水洗した後、 0.5阻の簡で礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒の除去を行う 。

3 )25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4）水洗した後、氷酢酸によ って脱水し、 アセトリシス処理（無水酢酸9: 1 j農硫酸のエルドマ

ン氏液を加え 1分間湯煎）を施す。

5）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う 。

6）沈誼に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、 グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作

製する。

以上の物理 ・化学の各処理問の水洗は、遠心分離(1500rpm、2分間）の後、上澄みを捨てると

いう操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後、直ちに、 生物顕微鏡によ って300～1000倍で行った。花粉の同定

は、島倉(1973）および中村(1980）をアトラスとして、所有の現生標本との対比で、行った。結果は

同定レベルによ って、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまた

がるものはハイフン（一）で結んで示した。なお、科 ・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に

細分できる場合はそれらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村（1974、1977）を参考にし

て、現生標本の表面模様・大きさ・孔 ・表層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や

類似種があることからイネ属型とした。

4.結果

( 1）分類群

出現した分類群は、樹木花粉18、樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、草本花粉16、シダ植物胞

「－了… ＇＂伝 記紛

む1tW11t rri f 刷｝↓・ J t· t ·~t ttt1 t1・tt+ttttt1・・ Jt・・ ~tttt .tt · t r・1・ ・ttltP・・ 

桜町 r1lH~ IT1 rf i :rn' r ・:( lilllTrfl :rnri[ 
付図 l 森垣外遺跡第3次調査における花粉ダイアグラム
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子2形態の計38である。これらの学名と和名および粒数を表 lに示し、主要な分類群を写真に示

す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、 ツガ属、マツ属複維管東亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、

サワグルミ、カバノキ属、クマシデ属一アサダ、クリーシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、

コナラ属アカガシ亜属、ニレ属一ケヤキ、ニシキギ科、カエデ属、ブドウ属、グミ属、ニワトコ

属ーガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科一イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、タデ属、ギシギシ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ

属、アブラナ科、チドメグサ亜科、 セリ亜科、ナス科、オオバコ属、タンポポ亜科、キク亜科、

オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、 三条溝胞子

(2）出現傾向

試料lと試料2からは花粉がほとんど出現しない。試料3では、クワ科一イラクサ科が優占し、

イネ科とヨモギ属が伴われる。草本花粉では他にカヤツリグサ科とアカザ科ーヒユ科が出現し樹

木花粉ではコナラ属アカ芳、シ亜属、クリーシイ属、スギ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノ キ科が出

現するが低率で、ある。試料4では、セリ亜科が優占する。クワ科一イラクサ科、ヨモギ属、ク

リーシイ属が低率に出現するほかは極めて少ない。

5.花粉分析から推定される植生と環境

1 ）試料 1(A 1地区SK204、TK47型式前後）

花粉がほとんど検出されないことから、花粉の分解する乾燥した堆積環境か、堆積速度が速か

ったことなどが推定される。

2）試料 2(A 2 9 S D 80 ( C層）、古墳中期初頭前後）

花粉がほとんど検出されない。試料 l同様に花粉の分解する乾燥した堆積環境か、堆積速度が

速かったことなどが推定される。

3）試料3(Bl-l地区d-2 S D22、TK47型式前後）

クワ科一イラクサ科の花粉の占める割合が極めて高く、周囲には土手などに多いイラクサなど

の草本が群落を形成して生育していたと推定される。他にイネ科やヨモギ属の草本が分布する。

周囲は樹木がほとんど分布しない。おそらく局地的な植生と考えられる。

4 ）試料4(B 1-2地区A-5、TK47型式前後？）

セリ亜科の花粉の占める割合が極めて高く、セリなどの湿地に生育するセリ亜科が群落を形成
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して分布していたと推定される。このことから、堆積地は湿地であったと考えられる。周囲は樹

木がほとんど分布しない。堆積地周辺の局地的な植生と考えられる。

参考文献
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p. 248 262. 
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中村 純(1974) イネ科花粉について、とくにイネ （OryzA sA tivA）を中心として．第四紀研究， 13,

p.187-193. 

中村 純(1977) 稲作とイネ花粉．考古学と自然科学，第10号， p.21 30. 

補稿 分析に供した試料は、合計4点である。試料 lは、 Al地区で検出した土坑204の堆積

土である。当該士坑は、切りあった竪穴式住居跡171・656の下層で検出しており、床下土坑の可

能性もある。分析結果から、花粉の絶対量が少量であり、急速に埋め戻されたことを示している。

花粉の絶対量がわずかである ことと、屋内土坑であることが密接に関係する可能性もある。試料

2は、 B1地区 ・A2地区北尻3号墳の周溝内の堆積士である。急速に埋没した可能性が指摘さ

れる。試料3は、 Bl地区方形区画溝22の堆積土である。土手に生育するイラクサなどの草本類

の花粉が検出されている。区画溝には、土手が築かれていた可能性が指摘できる興味ある分析結

果である。試料4は、 Bl地区北東端の堆積土である。湿地であったことを示す結果が報告され

ている。古墳時代における遺跡地内には、あまり樹木が生育せず、居住空間が広がっていたこと

を想起させる分析結果と見ておきたい。

今回は、森垣外遺跡の評価に係わる遺構を厳選し、分析を委託した。今後、稿を改めて全体の

中での評価をしたい。なお、「2.試料」に記載された年代観は、当方が提示した記述をそのま

ま踏襲したものである。

（小池寛）
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図版第 1 池上遺跡第5次

(2）調査区南半全景（空中写真）



図版第2 池上遺跡第5次

(1）調査前全景（北から）

(2）第 lトレンチ掘削風景
（南東から）

(3）第 1卜レンチ全景（北西から）
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図版第4 池上遺跡第5次

(1)第 2トレンチ SE270 
（南東から）

(2）第 2トレンチ SK271 
（西から）

(3）第2トレンチ SK32 
（南から）



(1）第 2トレンチ SK196・170
（南から）

(2）第3卜レンチ全景（北西から）

(3）第3卜レンチ S8551 （北か ら）

図版第5 池上遺跡第 5次
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図版第6 池上遺跡第5次

(1)第3トレンチSB117 
（北西から）

(2）第3トレンチSH90 
（南から）

(3）第3トレンチ SH90竃
（南から）
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(1）第 3トレンチ SH90内柱穴

(2）第 3トレンチ SH118 （西から）

(3）第 3トレンチ SH446、SK272・
365 （西から）

図版第 7 池上遺跡第5次



図版第8 池上遺跡第5次

(1）第4トレンチ全景（北西から）

(2）第4トレンチ全景（南から）

(3）第4トレンチ作業風景（北から）



図版第9 池上遺跡第5次

(1)第4トレンチ SH120 （西から）

(2）第4トレンチ SH105 （南から）

(3）第4卜レ ンチ SH104 （東か ら）



図版第10 池上遺跡第5次

(1)第 4卜レンチ SH119上層
（南から）

(2）第4トレンチ SH119下層
（北から）

(3）第4トレンチ SH119焼土
（東から）



(1）第 4トレンチ SH107 
（北西から）

(2）第4トレンチ SH108 
（西から）

(3）第 5卜レンチ全景（南から）

図版第11 池上遺跡第 5次



図版第12 池上遺跡第5次

(1）第5トレンチ SH390・391
（南から）

(2）第5卜レンチ SH391遺物出土
状況（南西から）

(3）第5卜レンチ SH394・395
（南から）



図版第13 池上遺跡第 5次

(1）第6トレンチ全景（南西から）

(3）第 7トレンチ SX500 （東から）



図版第14 池よ遺跡第5次

(1)第 7トレンチ SH417 
（南東から）

(2）第7トレンチ SH416 
（西から）

(3）第7トレンチ ST610・611・
612 （北から）



(1)第7トレンチ ST610・611・
612 （南から）

(2）第 7トレンチ ST610 （西から）

(3）第 7トレンチ SX106 
（北西から）

図版第15 池上遺跡第5次



図版第16 池上遺跡第5次

ヨ(1）第 7トレンチ SD389 （西から）

(2）第 7トレンチ SD462 （南から）

(3）第7トレンチ SD526 （東から〕



図版第17 池上遺跡第5次

(1）第 7トレンチ SK449 （西から）

(2）第 7卜レンチ SK452 （東から）

(3）第7トレンチ SK451 （北から）



図版第18 池上遺跡第5次

(1）第7トレンチ SK448 （西から）

(2）第7トレンチ SK546 （西から）

(3）第 7トレンチ SK455 （西から）



図版第19 池上遺跡第5次

(1）第 7卜レンチ SK540 （南か ら）

(3）第7トレンチ SK454 （東か ら）



図版第20 池上遺跡第5次

(1）第 7トレンチ SK544 （西から）

(2）第7トレンチ ST611 （西から）

(3）第7トレンチ SK456・457
（東から）



図版第21 池上遺跡第5次

(1)第 7トレンチ SK494 （西から）

(2）第7トレンチ SK495 （西から）

(3）第7トレ ンチ SK542 （南から）



図版第22 池上遺跡第5次

(1）第7トレンチ SK548 
（南東から）

(2）第 7トレンチ SK537・538
（西から）

(3）第7トレンチ SK536 （西から）



(1)第 7トレンチ SK539 
（北西から）

(2）第7トレンチ SK512 （西から）

(3）第 7トレンチ SH606 （南から）

図版第23 池上遺跡第5次



図版第24 池上遺跡第5次

(1）第 7トレンチ SD604・605
（西から）

(2）第7トレンチ SD604遺物出土
状況（東から）

(3）第7トレンチ SD605断面
（西から）



図版第25 池上遺跡第5次
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図版第26 池上遺跡第5次
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図版第27 池上遺跡第5次
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図版第28 池上遺跡第5次
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図版第29 池上遺跡第5次
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図版第30 池上遺跡第5次
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図版第31 池上遺跡第5次
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図版第32 池上遺跡第5次
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図版第33 平安京跡ニ条大路

(1）トレンチ全景（左が北）

(2）陸SDOI （北西から）

(3）陣SDOI （上が北）



図版第34 平安京跡ニ条大路

(1)陸SDOl土層断面（西から）

／ 
~ 

(2）池SGOl滞水状況（西から）



図版第35 平安京跡ニ条大路

(1)池SGOl洲浜 （南西から）

(2）池SGOl洲浜 （南西から）



図版第36 平安京跡ニ条大路

( 1）柵SAOl （西から）

(2）柵SA03・廃棄土坑SX03 （南から）



図版第37 平安京跡ニ条大路

(1）墓SX02 （北から）

(2）墓SXOl （西から）



図版第38 平安京跡ニ条大路

(1）井戸SEOl土層断面（南から）

(2）井戸SE02 （南から）



図版第39 平安京跡ニ条大路

(1）井戸SE03 （南から）



図版第40 平安京跡ニ条大路

(1)埋桶遺構 1（南から）

(2）埋桶遺構 2 （南から）



図版第41 平安京跡ニ条大路

(1) S K02 （西から）

(2)S K04 （南から）



図版第42 平安京跡ニ条大路

(1) S K09 （西から）

(2)S ElO （南から）



図版第43 平安京跡ニ条大路

(l)S Kll （南から）

(2)S K22 C南から）



図版第44 平安京跡ニ条大路
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図版第45 平安京跡ニ条大路
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図版第46 平安京跡ニ条大路
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図版第47 平安京跡二条大路
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図版第48 平安京跡ニ条大路
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図版第49 森垣外遺跡第3次

(l)A 2地区遠景（空中写真、東から）

(2)A 2地区全景（空中写真、右方が北）



図版第50 森垣外遺跡第3次

(l)A 2地区北尻2・3号墳完掘
状況（南から）

(2)A 2地区北尻3号墳周溝断面
E堆積状況（北から）

(3)A 2地区lObt遺構検出状況
（南から）



(l)A 2地区竪穴式住居跡82検出
状況（南から）

(2)A 2地区土坑85遺物出土状況
（南から）

(3)A 2地区溝4題出土状況
（南から）

図版第51 森垣外遺跡第3次



図版第52 森垣外遺跡第3次

(l)B・C地区遠景（空中写真、東から）

(2)B・C地区全景 （空中写真、西から）



図版第53 森垣外遺跡第3次

(l)B 1 -1・2地区全景（空中写真、東から）

(2)B 1 1・2地区全景（空中写真、北から）



図版第54 森垣外遺跡第3次



(l)B 1 1・2地区近景
（北西から）

(2)B 1 -1・2地区溝22建築部材
出土状況（東から）

(3)B 1 1・2地区柱穴828土器
出土状況（東から）

図版第55 森垣外遺跡第3次



図版第56 森垣外遺跡第3次

’（l)B 1 1・2地区柱穴939土器
出土状況（東から）

(2)B 1 -1・2地区柱穴943土器
出土状況 （北から）

(3)B 1 -1・2地区柱穴587土器
出土状況 （南から）



(l)B 1 3地区柱穴889柱根検出
状況（南東から）

(2)B 1 3地区柱穴945柱根検出
状況 （南東から）

(3)B 1 -1・2土坑 1土器検出
状況 （南から）

図版第57 森垣外遺跡第3次



図版第58 森垣外遺跡第3次

(l)B 1 1・2地区竪穴式住居跡
15検出状況 （東から）

(2)B 1 1・2地区竪穴式住居跡
16検出状況（東から）

(3)B 1 -1・2地区溝22最上層
造物出土状況（南から）



(l)Bl-1・2地区井戸307検出
状況（北から）

(2)B 1 -1・2地区井戸307完掘
状況（南から）

(3)B 1 3地区溝878土器出土
状況 （南から）

図版第59 森垣外遺跡第3次



図版第60 森垣外遺跡第3次

(2)B 1 1・2地区井戸460
最下部土器出土状況（南東から）

(3)B 1 3地区流路875造物出土
状況（南東から）



図版第61 森垣外遺跡第3次

(2)B 1 3地区、掘立柱建物跡 ・溝878完掘状況（南西から）



図版第62 森垣外遺跡第3次

(2)B 1 3地区流路887土層堆積
状況（西から）

(3)C地区東壁断面（南西から）



図版第63 森垣外遺跡第3次

• If , 

(l)Bl-3、C地区遠景（空中写真、南から）



図版第64 森垣外遺跡第3次
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図版第66 森垣外遺跡第3次
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状況（上方が南）

(2)C地区流路4建築部材出土状況
（上方が西）

(3)C地区流路4造物出土状況
（東から）



図版第67 森垣外遺跡第3次

(l)C地区溝52検出状況（北西から）

(2)C地区溝103検出状況（北東から）



図版第68 森垣外遺跡第3次
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図版第69 森垣外遺跡第3次
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図版第70 森垣外遺跡第3次
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図版第71 森垣外遺跡第3次

152 

146 

160 

157 

180 

192 

163 

－． ．‘ 

185 189 

出土遺物（4)



図版第72 森垣外遺跡第3次
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図版第73 森垣外遺跡第3次
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図版第74 森垣外遺跡第3次
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図版第75 森垣外遺跡第3次
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図版第76 森垣外遺跡第3次
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図版第77 森垣外遺跡第3次
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図版第78 森垣外遺跡第3次
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図版第79 森垣外遺跡第3次
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図版第80 森垣外遺跡第3次
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図版第81 森垣外遺跡第3次
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